
『
朱
子
語
類
』
巻
一
六
「
大
学
」
三
（
１
～
５７
条
）

　
　

傳
一
章
釋
明
明
徳

１
条

　

問
克
明
德
。
曰
。
德
之
明
與
不
明
、
只
在
人
之
克
與
不
克
耳
。
克
、
只
是
眞
箇

會
明
其
明
德
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
眞
箇
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
真
個
」
に
作
り
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
眞
个
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
よ
く
徳
を
明
ら
か
に
す
る
」
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
お
っ
し
ゃ
る
。「
徳
が
明

朋
ら
か
で
あ
る
の
と
明
ら
か
で
な
い
の
は
、
た
だ
人
が
そ
れ
を
で
き
る
か
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
。「
克よ

く
す
る
」
と
は
、
本
当
に
そ
の
明
徳

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
克
明
德
」　
『
大
學
章
句
』
傳
一
章
「
康
誥
曰
、克
明
德
。」
注
「
康
誥
、周
書
。

克
、
能
也
。」

（
２
）「
眞
箇
」　

ほ
ん
と
う
に
。
現
代
語
の
「
真
的
」。『
王
摩
詰
文
集
』
卷

五
「
酬
黎
居
士
淅
川
作
」「
儂
家
眞
箇
去
、
公
定
隨
儂
否
。」『
語
類
』
卷

一
四
、一
六
六
条
、
卷
一
五
、一
〇
〇
条
な
ど
に
既
出
。
卷
一
五
、一
〇
〇
条

「
窮
來
窮
去
、末
後
自
家
眞
箇
見
得
此
理
是
善
與
是
惡
、自
心
甘
意
肯
不
去
做
、

此
方
是
意
誠
。」

（
３
）「
明
其
明
德
」　
『
大
學
章
句
』
經
「
大
學
之
道
、
在
明
明
德
、
在
親
民
、
在

止
於
至
善
。」
注
「
明
、
明
之
也
。
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虚
靈
不
昧
、

以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
但
爲
氣
稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
則
有
時
而
昏
。

然
其
本
體
之
明
、
則
有
未
嘗
息
者
。
故
學
者
當
因
其
所
發
而
遂
明
之
、
以
復

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

宇
佐
美
文
理
・
古
勝
亮
・
焦
堃
・
中
純
夫
・
福
谷
彬

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

四
三



其
初
也
。」

〔
参
考
〕

○
本�

条
は
、
眞
德
秀
『
西
山
讀
書
記
』
卷
二
二
に
「
問
克
明
德
。
曰
。
德
之
明
與

不
明
、
只
在
人
之
克
與
不
克
。
須
是
眞
个
會
明
其
明
德
。」
と
引
か
れ
る
。

２
条

　

問
明
德
明
命
。
曰
。
便
是
天
之
所
命
謂
性
者
。
人
皆
有
此
明
德
、
但
爲
物
欲
之

所
昏
蔽
、
故
暗
塞
爾
。　

〔
校
勘
〕

○
「
便
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「

」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
問
明
德
明
命
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
克
明
德
天
之
明
命
」
に
作
る
。

○
「
所
昏
蔽
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
所

」
に
作
る
。

○
「
故
暗
塞
爾
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
故
蔽
塞
爾
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

明
徳
と
明
命
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「
こ
れ
は
、（『
中

庸
』
の
）「
天
が
命
ず
る
も
の
を
性
と
い
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
に
は
皆
、

こ
の
明
徳
が
具
わ
っ
て
い
る
が
、
た
だ
、
物
欲
に
昏
く
蔽
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
暗

く
塞
が
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。」　

黄

録

〔
注
〕

（
１
）「
明
命
」　
『
大
學
章
句
』
傳
一
章
「
大
甲
曰
。
顧
諟
天
之
明
命
。」

（
２
）「
天
之
所
命
謂
性
者
」　
『
中
庸
章
句
』第
一
章「
天
命
之
謂
性
、率
性
之
謂
道
、

脩
道
之
謂
教
。」

（
３
）「
人
皆
有
此
明
德
、但
爲
物
欲
之
所
昏
蔽
、故
暗
塞
爾
」　

本
巻
一
条
、注
（
３
）

を
参
照
。

（
４
）「
昏
蔽
」　
「
く
ら
く
お
お
う
」。
既
出
。
卷
一
四
、七
四
条
「
或
以
明
明
德
譬

之
磨
鏡
。
曰
。
鏡
猶
磨
而
後
明
。
若
人
之
明
德
、
則
未
嘗
不
明
。
雖
其
昏
蔽

之
極
、
而
其
善
端
之
發
、
終
不
可
絶
。」『
伊
川
易
傳
』
益
卦
「
上
九
、
莫
益

之
、
或
撃
之
、
立
心
勿
恒
、
凶
。」
注
「
利
者
、
衆
人
所
同
欲
也
。
專
欲
益

己
、
其
害
大
矣
。
欲
之
甚
則
昏
蔽
而
忘
義
理
、
求
之
極
則
侵
奪
而
致
仇
怨
。」

な
お
、
こ
の
程
伊
川
の
言
葉
を
朱
子
は
門
人
に
示
し
て
い
る
。『
語
類
』
卷

一
二
一
、九
八
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅷ2946

）「
門
人
有
與
人
交
訟
者
。
先
生
數

責
之
云
。
欲
之
甚
則
昏
蔽
而
忘
義
理
、
求
之
極
則
爭
奪
而
至
怨
仇
。」

（
５
）「
暗
塞
」　
「
く
ら
く
塞
ぐ
」。
周
濂
溪
『
通
書
』「
誠
下
」「
五
常
百
行
、
非

誠
非
也
。
邪
暗
塞
也
。」
朱
注
「
非
誠
、
則
五
常
百
行
、
皆
無
其
實
。
所
謂

不
誠
無
物
者
也
。
靜
而
不
正
、故
邪
、動
而
不
明
不
逹
、故
暗
且
塞
。」「
闇
塞
」

の
語
は
、
古
く
は
、『
論
衡
』「
累
害
」
に
「
夫
不
本
累
害
所
從
生
起
、
而
徒

歸
責
於
被
累
害
者
、
智
不
明
、
闇
塞
於
理
者
也
」
と
見
え
る
。

３
条

　

自
人
受
之
、
喚
做
明
德
、
自
天
言
之
、
喚
做
明
命
。
今
人
多
鶻
鶻
突
突
、
一
似

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
号

四
四



無
這
箇
明
命
。
若
常
見
其
在
前
、
則
凜
凜
然
不
敢
放
肆
、
見
許
多
道
理
都
在
眼
前
。

　

又
曰
。
人
之
明
德
、
即
天
之
明
命
。
雖
則
是
形
骸
間
隔
、
然
人
之
所
以
能
視
聽

言
動
、
非
天
而
何
。

　

問
。
苟
日
新
、
日
日
新
。
曰
。
這
箇
道
理
、
未
見
得
時
、
若
無
頭
無
面
。
如
何

下
工
夫
。
才
剔
撥
得
有
些
通
透
處
、
便
須
急
急
躡
蹤
趲
郷
前
去
。

　

又
曰
。
周
雖
舊
邦
、
其
命
維
新
。
文
王
能
使
天
下
無
一
民
不
新
其
德
、
即
此
便

是
天
命
之
新
。

　

又
云
。
天
視
自
我
民
視
、
天
聽
自
我
民
聽
。
或
問
。
此
若
有
不
同
、
如
何
。
曰
。

天
豈
曾
有
耳
目
以
視
聽
。
只
是
自
我
民
之
視
聽
、便
是
天
之
視
聽
。
如
帝
命
文
王
、

豈
天
諄
諄
然
命
之
。
只
是
文
王
要
恁
地
、
便
是
理
合
恁
地
、
便
是
帝
命
之
也
。

　

又
曰
。
若
一
件
事
、
民
人
皆
以
爲
是
、
便
是
天
以
爲
是
。
若
人
民
皆
歸
往
之
、

便
是
天
命
之
也
。

　

又
曰
。
此
處
甚
微
、
故
其
理
難
看
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
這
箇
明
命
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
這
箇
道
理
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
個
」
に
作
り
、
朝
鮮
古
写

本
は
「
个
」
に
作
る
。

○
「
才
剔
撥
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
才
」
を
「
纔
」
に
作
る
。

○
「
其
命
維
新
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
維
」
を
「
惟
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
人
が
（
天
か
ら
）
受
け
る
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
明
徳
と
呼
び
、
天
（
が

人
に
あ
た
え
る
と
い
う
こ
と
）
か
ら
い
え
ば
、
明
命
と
よ
ぶ
。
今
の
人
々
は
、
多

く
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
、こ
の
明
命
が
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
い
つ
も
そ
れ（
明

徳
）
を
目
の
前
に
見
て
い
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
お
そ
れ
つ
つ
し
ん
で
、
い
い
加
減

に
し
よ
う
と
せ
ず
、
多
く
の
道
理
が
す
べ
て
目
の
前
に
見
え
る
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
人
の
明
徳
と
は
、
天
の
明
命
の
こ
と
で
あ
る
。
人
は
肉

体
に
よ
っ
て
（
天
と
）
隔
た
っ
た
存
在
で
あ
る
が
、
人
が
正
し
く
視
た
り
聴
い
た

り
喋
っ
た
り
行
動
し
た
り
で
き
る
の
は
、
天
の
お
蔭
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
か
。」

　
「
苟ま
こ
とに
日
に
新
に
せ
ば
、日
日
新
た
な
り
」に
つ
い
て
質
問
す
る
。
お
っ
し
ゃ
る
。

「
こ
の
道
理
は
、
ま
だ
体
得
し
て
い
な
い
と
き
は
、
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
い
。
ど

の
よ
う
に
工
夫
す
れ
ば
よ
い
か
。
え
ぐ
り
出
し
て
、
少
し
で
も
透
徹
す
る
所
が
あ

れ
ば
、（
そ
こ
を
手
掛
か
り
に
）
直
ち
に
急
い
で
そ
の
跡
を
追
い
か
け
て
い
っ
て
、

前
に
走
っ
て
進
み
な
さ
い
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「『
詩
』
に
、「
周
は
舊
邦
な
り
と
雖
も
、
そ
の
命
は
こ
れ

新
た
な
り
」
と
い
う
。
文
王
は
、
天
下
の
人
民
に
一
人
と
し
て
徳
を
新
し
く
さ
せ

な
い
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
こ
れ
は
天
命
が
あ
ら
た
ま
っ

た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「（『
尚
書
』
に
い
う
）「
天
視
る
に
我
が
民
よ
り
視
、
天
聽

く
に
我
が
民
よ
り
聽
く
」
と
。」
あ
る
者
が
質
問
す
る
。「
も
し
天
と
人
に
違
い
が

あ
れ
ば
、
ど
う
す
る
の
で
す
か
。」
お
っ
し
ゃ
る
。「
天
が
ど
う
し
て
耳
や
目
に
よ

っ
て
視
た
り
聴
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
我
が
人
民
に
従
っ
て
視
た
り
聴

い
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
、天
が
視
た
り
聴
い
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
天
帝
が
文
王
に
命
じ
た
の
は
、
ど
う
し
て
天
が
（
実
際
に
）
ね
ん
ご

ろ
に
文
王
に
命
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
文
王
が
そ
の
よ
う
に
し
よ
う
と

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

四
五



す
れ
ば
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
理
と
し
て
そ
の
よ
う
に
す
べ
き
だ
っ
た
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
天
帝
が
命
じ
た
の
で
あ
る
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
た
と
え
ば
あ
る
一
つ
の
事
が
あ
り
、
人
々
が
皆
正
し
い

と
思
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は
天
が
正
し
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
し
人
々
が
そ

の
人
に
付
き
従
う
な
ら
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
天
が
命
じ
た
の
で
あ
る
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
こ
の
と
こ
ろ
（
＝
明
明
徳
に
お
け
る
天
と
人
と
の
関
係
）

は
微
妙
で
あ
る
の
で
、
そ
の
理
は
理
解
す
る
の
が
難
し
い
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
自
人
受
之
、喚
做
明
德
、自
天
言
之
、喚
做
明
命
」　
『
尚
書
』「
太
甲
」
上
、

蔡
沈
集
傳
「
在
天
爲
明
命
、
在
人
爲
明
德
」。「
喚
」
は
、
呼
ぶ
、
言
い
表
す
。

現
代
語
「
叫
」。

（
２
）「
鶻
鶻
突
突
」　
「
鶻
突
」
は
、「
糊
塗
」
に
同
じ
。
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
様
、

頭
脳
が
は
っ
き
り
せ
ず
、愚
か
な
様
。
卷
一
四
（
四
二
条
、一
二
四
条
な
ど
）、

卷
一
五
に
既
出
。
卷
六
、八
四
条
、
周
明
作
録
（
Ⅰ114

）「
曰
。
敬
非
別
是

一
事
、
常
喚
醒
此
心
便
是
。
人
毎
日
只
鶻
鶻
突
突
過
了
、
心
都
不
曾
收
拾
得

在
裏
面
。」
卷
一
四
、四
二
条
「
伊
川
舊
日
教
人
先
看
『
大
學
』、
那
時
未
有

解
説
、
想
也
看
得
鶻
突
。
而
今
看
注
解
、
覺
大
段
分
曉
了
、
只
在
子
細
去
看
。」

呉
曾
『
能
改
齋
漫
録
』
卷
二
「
鶻
突
」「
鶻
突
二
字
當
糊
塗
。
蓋
以
糊
塗
之
義
、

取
其
不
分
曉
也
。
按
、呂
原
明
家
塾
記
云
、太
宗
欲
相
呂
正
惠
公
。
左
右
或
曰
。

呂
端
之
爲
人
糊
塗
。
帝
曰
。
端
小
事
糊
塗
、
大
事
不
糊
塗
。
決
意
相
之
。」

（
３
）「
一
似
」　
「
ま
る
で
…
の
よ
う
で
あ
る
」。
既
出
。
卷
一
五
、七
六
条
「
未
知

得
至
時
、一
似
捕
龍
蛇
捉
虎
豹
相
似
。」『
孔
子
家
語
』「
正
論
解
」「
孔
子
適
齊
、

過
泰
山
之
側
、
有
婦
人
哭
於
野
者
而
哀
。
夫
子
式
而
聽
之
曰
。
此
哀
一
似
重

有
憂
者
。
使
子
貢
往
問
之
。」

（
４
）「
若
常
見
其
在
前
」　
『
尚
書
』「
太
甲
」
上
「
先
王
顧
諟
天
之
明
命
。」
孔
安

國
傳
「
顧
、
謂
常
目
在
之
。」
蔡
沈
集
傳
「
顧
、
常
目
在
之
也
。」

（
５
）「
凜
凜
然
」　

お
そ
れ
つ
つ
し
む
さ
ま
。『
尚
書
』「
泰
誓
」
中
「
百
姓
懍
懍
、

若
崩
厥
角
。」
僞
孔
傳
「
言
民
畏
紂
之
虐
、
危
懼
不
安
、
若
崩
摧
其
角
、
無

所
容
頭
。」
蔡
沈
集
傳
「
商
民
畏
紂
之
虐
、
懍
懍
若
崩
摧
其
頭
角
然
、
言
人

心
危
懼
如
此
。」『
語
類
』
卷
八
三
、一
二
八
条
、
徐
寓
録
（
Ⅵ2174

）「
如
二

程
未
出
時
、
便
有
胡
安
定
・
孫
泰
山
・
石
徂
徠
。
他
們
説
經
雖
是
甚
有
疏
略
處
、

觀
其
推
明
治
道
、
直
是
凜
凜
然
可
畏
。」

（
６
）「
雖
則
…
然
…
」　
「
雖
則
」
は
、「
雖
然
」
な
ど
と
同
じ
く
、
連
用
し
て
「
…

で
は
あ
る
が
」
と
い
う
譲
歩
を
表
し
、
多
く
後
句
に
転
折
の
語
を
と
も
な
う
。

太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』（
江
南
書
院
、
一
九
五
八
年
）
三
三
三
～

三
三
四
頁
。

（
７
）「
形
骸
間
隔
」　

難
解
で
あ
る
が
、
い
ま
「
人
は
肉
体
に
よ
っ
て
、
天
と
隔

た
っ
た
存
在
で
あ
る
」
と
解
す
。『
語
類
』
卷
二
九
、一
三
五
条
、
葉
賀
孫
録

（
Ⅱ757

）
に
も
同
じ
表
現
が
見
え
、「
又
問
。『
集
注
』
云
、
皆
與
物
共
者
也
、

但
有
小
大
之
差
耳
。
曰
。
這
道
理
只
爲
人
不
見
得
全
體
、
所
以
都
自
狹
小
了
。

最
患
如
此
。
聖
人
如
何
得
恁
地
大
。
人
都
不
見
道
理
、
形
骸
之
隔
、
而
物
我

判
爲
二
」
と
い
う
。『
文
選
』
卷
二
五
、
盧
子
諒
「
答
魏
子
悌
」「
乖
離
令
我

感
、
悲
欣
使
情
惕
。
理
以
精
神
通
、
匪
曰
形
骸
隔
。」
注
「
善
曰
…
、
楚
辭
曰
。

衆
人
莫
可
與
論
道
、非
精
神
之
不
通
。
莊
子
曰
。
申
徒
、兀
者
也
。
謂
子
産
曰
。

今
與
我
遊
於
形
骸
之
内
、而
子
索
我
於
形
骸
之
外
、不
亦
過
乎
。（
所
引
は
『
荘
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子
』
内
篇
「
徳
充
符
」）」

（
８
）「
視
聽
言
動
」　
『
論
語
』「
顔
淵
」「
顔
淵
問
仁
。
子
曰
。
克
己
復
禮
爲
仁
。

一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
爲
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。
顔
淵
曰
。
請

問
其
目
。
子
曰
。
非
禮
勿
視
、非
禮
勿
聽
、非
禮
勿
言
、非
禮
勿
動
。」『
語
類
』

卷
一
五
、一
四
一
条
に
既
出
。

（
９
）「
苟
日
新
、
日
日
新
」　
『
大
學
章
句
』
傳
二
章
「
湯
之
盤
銘
曰
。
苟
日
新
、

日
日
新
、
又
日
新
。」
注
「
盤
、
沐
浴
之
盤
也
。
銘
、
名
其
器
以
自
警
之
辭
也
。

苟
、誠
也
。
湯
以
人
之
洗
濯
其
心
以
去
惡
、如
沐
浴
其
身
以
去
垢
。
故
銘
其
盤
、

言
誠
能
一
日
有
以
滌
其
舊
染
之
汗
而
自
新
、
則
當
因
其
已
新
者
、
而
日
日
新

之
、
又
日
新
之
、
不
可
畧
有
間
斷
也
。」

（
１０
）「
無
頭
無
面
」　
「
と
ら
え
ど
こ
ろ
が
な
く
、
正
体
が
は
っ
き
り
し
な
い
」

の
意
。「
無
頭
面
」
と
同
義
。『
語
類
』
卷
六
七
、一
六
一
条
、
輔
廣
録
（
Ⅴ

1678

）「
或
言
某
人
近
注
『
易
』。
曰
。
縁
『
易
』
是
一
件
無
頭
面
底
物
、
故

人
人
各
以
其
意
思
去
解
説
得
。」『
論
衡
』「
初
稟
」「
天
無
頭
面
、眷
顧
如
何
。」

『
景
德
傳
燈
録
』
卷
五
・
荷
澤
神
會
章
「
他
日
祖
告
衆
曰
。
吾
有
一
物
、
無

頭
無
尾
、
無
名
無
字
、
無
背
無
面
。
諸
人
還
識
否
。
師
乃
出
曰
。
是
諸
佛
之

本
原
、
神
會
之
佛
性
。」

（
１１
）「
才
…
便
…
」　
「
才
」
は
「
纔
」
に
同
じ
。「
少
し
で
も
…
す
れ
ば
…
だ
」。

（
１２
）「
剔
撥
」　

え
ぐ
り
ひ
ら
く
。
卷
一
四
に
既
出
。
七
七
条
「
問
明
明
德
。
曰
。

人
皆
有
个
明
處
、
但
爲
物
欲
所
蔽
、
剔
撥
去
了
、
只
就
明
處
漸
明
將
去
。」

卷
二
〇
、一
四
二
条
、
黄
榦
録
（
Ⅱ481

）「
曰
。
謝
氏
此
一
段
如
亂
絲
、
須

逐
一
剔
撥
得
言
語
異
同
、
巧
言
字
如
何
不
同
、
又
須
見
得
有
箇
總
會
處
。」

『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
二
上
（37

）「
講
學
本
不
消
得
理
會
、
然
毎
與
剔
撥
出
、

只
是
如
今
雜
亂
膠
固
、
須
著
説
破
。」

（
１３
）「
通
透
」　

す
っ
か
り
わ
か
る
こ
と
。
既
出
。
卷
一
四
、四
八
条
、
注
（
５
）

参
照
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
一
七
（181

）「
如
眼
前
諸
人
、
要
特
立
獨
行
、

煞
不
難
得
只
是
要
一
箇
知
見
難
。
人
只
被
這
箇
知
見
不
通
透
。」『
祖
堂
集
』

卷
一
九
、
香
嚴
和
尚
章
「
師
爲
衆
曰
。
此
世
界
日
月
短
促
、
則
須
急
急
底
事

了
却
去
。
平
治
如
許
多
不
如
意
事
、
直
須
如
地
相
似
。
安
然
不
動
、
一
切
殊

勝
境
不
隨
轉
、
只
摩
尋
常
、
不
用
造
作
、
獨
脱
現
前
、
不
帶
伴
侶
。
皎
然
秋

月
明
、
内
外
通
透
。
尅
念
寸
陰
、
直
須
此
生
了
却
。
今
生
不
了
、
阿
誰
替
代
。」

（
１４
）「
躡
蹤
」　

追
い
か
け
る
、
跡
を
た
ど
る
。「
躡
迹
」、「
躡
踵
」
な
ど
に
同
じ
。

（
１５
）「
趲
郷
前
去
」　
「
趲
」
は
、急
い
で
進
む
こ
と
、走
る
こ
と
。
卷
八
、五
四
条
、

竇
從
周
録
（
Ⅰ136

）「
工
夫
要
趲
、
期
限
要
寬
。」
卷
一
〇
、四
九
条
、
徐
寓

録
（
Ⅰ167

）「
讀
書
、且
就
那
一
段
本
文
意
上
看
、不
必
又
生
枝
節
。
看
一
段
、

須
反
覆
看
來
看
去
、
要
十
分
爛
熟
、
方
見
意
味
、
方
快
活
、
令
人
都
不
愛
去

看
別
段
、
始
得
。
人
多
是
向
前
趲
去
、
不
曾
向
後
反
覆
、
只
要
去
看
明
日
未

讀
底
、
不
曾
去
紬
繹
前
日
已
讀
底
。」「
郷
」
は
、「
向
」
と
同
じ
く
、
方
向

を
示
す
介
詞
。

（
１６
）「
周
雖
舊
邦
、
其
命
維
新
…
」　
『
大
學
』
引
『
詩
』
大
雅
・
文
王
。
注
「
詩

大
雅
文
王
之
篇
。
言
周
國
雖
舊
、
至
於
文
王
、
能
新
其
德
、
以
及
於
民
、
而

始
受
天
命
也
。」
卷
一
四
、一
一
九
条
に
既
出
。「
明
明
德
、便
要
如
湯
之
日
新
。

新
民
、
便
要
如
文
王
之
周
雖
舊
邦
、
其
命
維
新
。
各
求
止
於
至
善
之
地
而
後

止
也
。」

（
１７
）「
天
視
自
我
民
視
、天
聽
自
我
民
聽
」　
『
尚
書
』「
泰
誓
」中「
天
視
自
我
民
視
、

天
聽
自
我
民
聽
。」『
孟
子
』「
萬
章
」
上
「
太
誓
曰
「
天
視
自
我
民
視
、
天

『
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』
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聽
自
我
民
聽
」、
此
之
謂
也
。」
集
注
「
自
、
從
也
。
天
無
形
、
其
視
聽
、
皆

從
於
民
之
視
聽
。
民
之
歸
舜
如
此
、
則
天
與
之
可
知
矣
。」

（
１８
）「
文
王
要
恁
地
」　
「
文
王
が
そ
の
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
」。「
要
」
は
、

「
…
し
よ
う
と
す
る
」
意
。「《
要
》
じ
た
い
が
必
要
あ
る
い
は
意
欲
を
あ
ら

わ
す
補
動
詞
と
し
て
の
用
法
は
唐
代
ご
ろ
か
ら
み
え
る
」（
太
田
前
掲
書
、

二
〇
〇
頁
）。

（
１９
）「
歸
往
」　
『
穀
梁
傳
』
莊
公
三
年
「
尊
者
取
尊
稱
焉
、
卑
者
取
卑
稱
焉
。
其

曰
王
者
、民
之
所
歸
往
也
。」『
語
類
』
卷
二
三
、五
条
、董
銖
録
（
Ⅱ533

）「
蓋

政
者
、
所
以
正
人
之
不
正
、
豈
無
所
作
爲
。
但
人
所
以
歸
往
、
乃
以
其
德
耳
。

故
不
待
作
爲
而
天
下
歸
之
、
如
衆
星
之
拱
北
極
也
。」

（
２０
）「
難
看
」　
「
理
解
す
る
の
が
難
し
い
。」既
出
。
卷
一
四
、四
五
条（
Ⅰ257

）「
問

中
庸
解
。
曰
。
此
書
難
看
。」

４
条

　

顧
諟
天
之
明
命
。
諟
、
是
詳
審
。
顧
諟
、
見
得
子
細
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　
「
天
の
明
命
を
顧
諟
す
」。「
諟
」
と
は
、
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
。「
顧

諟
」
と
は
、
子
細
に
認
識
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
顧
諟
天
之
明
命
」　
『
大
學
章
句
』
傳
一
章
「
大
甲
曰
。
顧
諟
天
之
明
命
。」

注
「
大
、讀
作
泰
。
諟
、古
是
字
。
大
甲
、商
書
。
顧
、謂
常
目
在
之
也
。
諟
、

猶
此
也
、
或
曰
審
也
。
天
之
明
命
、
即
天
之
所
以
與
我
、
而
我
之
所
以
爲
德

者
也
。
常
目
在
之
、
則
無
時
不
明
矣
。」

（
２
）「
諟
是
詳
審
」　
「
諟
は
審
な
り
」
と
す
る
訓
詁
は
、
朱
注
に
も
「
諟
、
…

或
曰
審
也
」
と
い
っ
て
お
り
、
古
く
は
、『
玉
篇
』
に
「
諟
、
審
也
、
諦
也
」

と
見
え
る
。「
詳
審
」
の
語
は
既
出
。
卷
一
四
、一
五
〇
条
「
慮
、
是
思
之
重

復
詳
審
者
。」『
論
衡
』「
問
孔
」「
夫
賢
聖
下
筆
造
文
、
用
意
詳
審
。」

（
３
）「
顧
諟
、
見
得
子
細
」　
『
大
學
』
の
「
顧
諟
天
之
明
命
」
は
、
朱
子
の
注
に

従
え
ば
、「
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
」
と
訓
ず
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
「
諟
、
…
或
曰
審
也
」
の
訓
詁
に
従
い
、「
顧
諟
」
を
連
文
と
し
て
「
詳

細
に
認
識
す
る
」
と
解
し
て
い
る
。

５
条

　

顧
諟
天
之
明
命
、
只
是
照
管
得
那
本
明
底
物
事
在
。　

燾

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
、
本
条
を
収
め
ず
。

〔
訳
〕
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「
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
」
と
は
、
た
だ
、
あ
の
本
来
的
に
明
る
い
も
の
（
明

徳
）
を
し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
で
あ
る
。　

呂
燾
録

〔
注
〕

（
１
）「
照
管
」　
「
世
話
を
す
る
」、「
注
意
を
払
う
」、「
管
理
す
る
」
の
意
。
卷

一
四
、一
五
に
既
出
。
卷
一
四
、一
八
条
「
大
學
總
説
了
、
又
逐
段
更
説
許
多

道
理
。
聖
賢
怕
有
些
子
照
管
不
到
、
節
節
覺
察
將
去
、
到
這
裏
有
恁
地
病
、

到
那
裏
有
恁
地
病
。」
卷
一
五
、一
四
五
条
「
聖
人
亦
是
略
分
箇
先
後
與
人
知
、

不
是
做
一
件
淨
盡
無
餘
、
方
做
一
件
。
若
如
此
做
、
何
時
得
成
。
又
如
喜
怒

上
做
工
夫
、
固
是
。
然
亦
須
事
事
照
管
、
不
可
專
於
喜
怒
。」

（
２
）「
那
本
明
底
物
事
」　
「
あ
の
本
来
的
に
明
る
い
も
の
」、
す
な
わ
ち
明
徳
。

卷
一
四
に
既
出
。
八
二
条
「
曾
興
宗
問
。
如
何
是
明
明
德
。
曰
。
明
德
是
自

家
心
中
具
許
多
道
理
在
這
裏
。
本
是
个
明
底
物
事
、
初
無
暗
昧
、
人
得
之
則

爲
德
。
如
惻
隱
・
羞
惡
・
辭
讓
・
是
非
、
是
從
自
家
心
裏
出
來
、
觸
著
那
物
、

便
是
那
个
物
出
來
、
何
嘗
不
明
。
縁
爲
物
欲
所
蔽
、
故
其
明
易
昏
。
如
鏡
本

明
、
被
外
物
點
汗
、
則
不
明
了
。
少
間
磨
起
、
則
其
明
又
能
照
物
。」
朱
子

に
先
だ
つ
も
の
と
し
て
、程
伊
川
に
次
の
も
の
が
見
え
る
。『
河
南
程
氏
遺
書
』

卷
一
八
「
問
。
人
性
本
明
、
因
何
有
蔽
。
曰
。
此
須
索
理
會
也
。
孟
子
言
人

性
善
是
也
。
雖
荀
・
楊
亦
不
知
性
。
孟
子
所
以
獨
出
諸
儒
者
、
以
能
明
性
也
。

性
無
不
善
、
而
有
不
善
者
、
才
也
。
性
即
是
理
、
理
則
自
堯
舜
至
於
塗
人
、

一
也
。
才
稟
於
氣
、
氣
有
清
濁
。
稟
其
清
者
爲
賢
、
稟
其
濁
者
爲
愚
。」

（
３
）「
在
」　
「
在
」
は
、
句
末
に
置
か
れ
断
定
を
表
す
助
字
。

６
条

　

顧
諟
天
之
明
命
、
便
是
常
見
這
物
事
、
不
教
昏
著
。
今
看
大
學
、
亦
要
識
此
意
。

所
謂
顧
諟
天
之
明
命
、
無
他
、
求
其
放
心
而
已
。　

方
子　

佐
同

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
異
同
が
多
く
、
本
条
を
「
顧
諟
天
之
明
命
、
盖
嘗
見
得
、
不
教

昬
着
、
常
如
有
見
、
便
孟
子
所
謂
求
放
心
也
」
に
作
る
。

○
「
昏
著
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。

○
「
方
子　

佐
同
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
方
子
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
」
と
は
、
常
に
こ
の
も
の
（
明
徳
）
を
見
て
、
昏

迷
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
『
大
學
』
を
読
む
際
に
、

や
は
り
こ
の
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る「
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
」

と
は
、『
孟
子
』
の
「（
學
問
の
道
は
）
他
無
し
、
其
の
放
心
を
求
む
る
の
み
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。　

李
方
子
録　

蕭
佐
録
同
じ

〔
注
〕

（
１
）「
常
見
這
物
事
、
不
教
昏
著
」　

本
巻
四
条
、
注
（
１
）
を
参
照
。
卷

一
四
、七
三
条
「
在
明
明
德
。
須
是
自
家
見
得
這
物
事
光
明
燦
爛
、常
在
目
前
、

始
得
。」
同
、
注
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）「
今
看
大
學
、
亦
要
識
此
意
…
」　
「
今
看
」
以
下
の
部
分
、『
語
類
』
卷
六

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

四
九



に
も
同
文
が
見
え
る
。
八
二
条
、
李
方
子
録
・
董
拱
壽
録
（
Ⅰ113

）「
學
者

須
是
求
仁
。
所
謂
求
仁
者
、
不
放
此
心
。
聖
人
亦
只
教
人
求
仁
。
蓋
仁
義
禮

智
四
者
、
仁
足
以
包
之
。
若
是
存
得
仁
、
自
然
頭
頭
做
着
、
不
用
逐
事
安
排
。

故
曰
。
苟
志
於
仁
矣
、
無
惡
也
。
今
看
『
大
學
』、
亦
要
識
此
意
、
所
謂
「
顧

諟
天
之
明
命
」、「
無
他
、
求
其
放
心
而
已
」。」
卷
六
で
は
、
五
常
を
総
括
す

る
も
の
と
し
て
の
「
仁
」
と
「
放
心
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
す
る
際
に
、

『
大
學
』
の
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
た
め
に
、「
今
看
『
大
學
』、亦
要
識
此
意
」

と
い
っ
て
お
り
、
文
意
が
通
じ
る
が
、
本
条
は
、
そ
も
そ
も
『
大
學
』
の
「
顧

諟
天
之
明
命
」
を
論
じ
て
お
り
、
文
意
が
不
自
然
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

部
分
は
、
卷
六
の
議
論
が
混
入
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
部
分

を
含
ま
な
い
朝
鮮
古
写
本
が
文
意
が
す
っ
き
り
し
て
い
る
。

（
３
）「
無
他
、
求
其
放
心
而
已
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
學
問
之
道
無
他
、
求

其
放
心
而
已
矣
。」
集
注
「
學
問
之
事
、
固
非
一
端
、
然
其
道
則
在
於
求
其

放
心
而
已
。
蓋
能
如
是
則
志
氣
清
明
、
義
理
昭
著
、
而
可
以
上
達
。
不
然
則

昏
昧
放
逸
、
雖
曰
從
事
於
學
、
而
終
不
能
有
所
發
明
矣
。」

（
４
）「
昏
著
」　
「
著
」
は
状
態
を
表
す
助
字
。

７
条

　

先
生
問
。
顧
諟
天
之
明
命
、
如
何
看
。
答
云
。
天
之
明
命
、
是
天
之
所
以
命
我
、

而
我
之
所
以
爲
德
者
也
。
然
天
之
所
以
與
我
者
、
雖
曰
至
善
、
苟
不
能
常
提
撕
省

察
、使
大
用
全
體
昭
晰
無
遺
、則
人
欲
益
滋
、天
理
益
昏
、而
無
以
有
諸
己
矣
。
曰
。

此
便
是
至
善
。
但
今
人
無
事
時
、
又
却
恁
昏
昏
地
、
至
有
事
時
、
則
又
隨
事
逐
物

而
去
、
都
無
一
箇
主
宰
。
這
須
是
常
加
省
察
、
眞
如
見
一
箇
物
事
在
裏
、
不
要
昏

濁
了
他
、
則
無
事
時
自
然
凝
定
、
有
事
時
隨
理
而
處
、
無
有
不
當
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
曰
此
便
是
至
善
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

○
「
一
箇
主
宰
」　
「
箇
」
を
万
暦
本
、和
刻
本
は
「
個
」
に
、朝
鮮
古
写
本
は
「
个
」

に
作
る
。

○
「
眞
如
見
一
箇
物
事
」　
「
箇
」
を
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
个
」

に
作
る
。

○
「
在
裏
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
無
有
不
當
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
れ
に
続
け
て
「
又
云
古
註
説
常
目
在
之
這

説
得
極
好
」
の
十
四
字
あ
り
。

〔
訳
〕

　

先
生
が
質
問
す
る
。「「
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

か
。」
答
え
て
い
う
。「
天
の
明
命
と
は
、
天
が
私
に
命
じ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

り
、
私
が
徳
と
し
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
天
が
私
に
与
え
た
も

の
は
、
至
善
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
も
し
も
、
い
つ
も
覚
醒
さ
せ
省
察
し
て
、
偉

大
な
る
作
用
と
完
全
な
る
本
体
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
、
遺
漏
が
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
、
人
欲
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
天
理
は
ま
す
ま
す
昏
迷
し
、
こ
れ
（
明
徳
）

を
自
己
に
備
え
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」お
っ
し
ゃ
る
。「
こ

れ
（
明
徳
）
は
つ
ま
り
至
善
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、今
の
人
は
、何
も
な
け
れ
ば
、

あ
の
よ
う
に
ぼ
う
っ
と
し
て
、何
か
あ
る
と
、事
や
物
を
追
い
か
け
て
い
く
が
、（
そ

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
号

五
〇



れ
で
は
）
自
己
を
統
一
す
る
主
宰
者
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
。
つ
ね
に
省
察
を

加
え
、
ほ
ん
と
う
に
一
つ
の
も
の
（
明
徳
）
を
こ
こ
に
し
っ
か
り
と
見
て
、
そ
れ

を
昏
く
濁
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
何
も
な
け
れ
ば
自
然
に
じ
っ
と
動
じ
な
く

な
り
、
何
か
あ
る
時
に
は
理
に
従
っ
て
処
理
し
、
適
切
で
な
い
こ
と
は
な
い
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
天
之
明
命
、
是
天
之
所
以
命
我
、
而
我
之
所
以
爲
德
者
也
」　

本
巻
四
条

注
（
１
）
を
参
照
。

（
２
）「
提
撕
」　
「
覚
醒
さ
せ
る
」。
卷
一
四
、六
八
条
、
七
二
条
、
一
〇
七
条
、
卷

一
五
、五
二
条
に
既
出
。『
顔
氏
家
訓
』「
序
致
」「
吾
今
所
以
復
爲
此
者
、
非

敢
軌
物
範
世
也
、
業
以
整
齊
門
内
、
提
撕
子
孫
。」『
祖
堂
集
』
卷
一
〇
、
玄

沙
和
尚
章
「
志
超
上
座
爲
衆
乞
茶
去
時
、
問
師
。
伏
乞
和
尚
提
撕
。
師
云
。

只
是
你
不
可
更
教
我
提
撕
。
進
曰
。
乞
師
直
指
、
志
超
不
是
愚
癡
人
。」

（
３
）「
省
察
」　

卷
一
五
、九
二
条
、一
二
六
条
に
既
出
。『
中
庸
章
句
』「
右
第
一
章
。

子
思
述
所
傳
之
意
以
立
言
。
首
明
道
之
本
原
出
於
天
而
不
可
易
、
其
實
體
備

於
己
而
不
可
離
、
次
言
存
養
省
察
之
要
、
終
言
聖
神
功
化
之
極
。」

（
４
）「
大
用
全
體
」　
「
偉
大
な
る
作
用
と
完
全
な
る
本
体
」。「
全
體
大
用
」
と
同

義
。「
全
體
大
用
」は
既
出
。
卷
一
四
、七
四
条「
或
以
明
明
德
譬
之
磨
鏡
。
曰
。

鏡
猶
磨
而
後
明
。
若
人
之
明
德
、
則
未
嘗
不
明
。
雖
其
昏
蔽
之
極
、
而
其
善

端
之
發
、
終
不
可
絶
。
但
當
於
其
所
發
之
端
、
而
接
續
光
明
之
、
令
其
不
昧
、

則
其
全
體
大
用
可
以
盡
明
。」
同
条
の
注
（
４
）
を
参
照
。

（
５
）「
昭
晰
」　

明
ら
か
で
は
っ
き
り
し
て
い
る
さ
ま
。『
風
俗
通
義
』「
故
易
紀

三
皇
、
書
叙
唐
虞
、
惟
天
爲
大
、
唯
堯
則
之
。
巍
巍
其
有
成
功
、
煥
乎
其
有

文
章
。
自
是
以
來
、
載
籍
昭
晳
。」

（
６
）「
有
諸
己
」　
「
こ
れ
を
己
に
有
す
」。『
大
學
章
句
』
傳
九
章
「
堯
舜
帥
天
下

以
仁
、
而
民
從
之
。
桀
紂
帥
天
下
以
暴
、
而
民
從
之
。
其
所
令
反
其
所
好
、

而
民
不
從
。
是
故
君
子
有
諸
己
而
后
求
諸
人
、無
諸
己
而
后
非
諸
人
。」注「
有

善
於
己
、
然
後
可
以
責
人
之
善
。
無
惡
於
己
、
然
後
可
以
正
人
之
惡
。
皆
推

己
以
及
人
、
所
謂
恕
也
。」『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
浩
生
不
害
問
曰
。
樂
正

子
何
人
也
。
孟
子
曰
。
善
人
也
、
信
人
也
。
何
謂
善
、
何
謂
信
。
曰
。
可
欲

之
謂
善
、
有
諸
己
之
謂
信
、
大
而
化
之
之
謂
聖
、
聖
而
不
可
知
之
之
謂
神
。

樂
正
子
、
二
之
中
、
四
之
下
也
。」

（
７
）「
昏
昏
地
」　
「
昏
昏
」
は
、暗
い
さ
ま
、ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
さ
ま
。『
孟
子
』

「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。
賢
者
以
其
昭
昭
、
使
人
昭
昭
。
今
以
其
昏
昏
、
使

人
昭
昭
。」「
地
」
は
、
副
詞
的
修
飾
語
と
し
て
の
助
字
。
こ
の
語
法
は
、
唐

代
か
ら
用
い
ら
れ
る
が
（「
暗
地
」、「
驀
地
」
な
ど
）、
形
容
詞
Ａ
Ａ
型
重
複

型
式
に
用
い
ら
れ
る
も
の
は
、
宋
代
か
ら
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
太
田
前
掲

書
三
五
一
～
三
五
三
頁
。

（
８
）「
隨
事
逐
物
」　
「
事
や
物
を
追
い
か
け
る
」。『
語
類
』
卷
一
一
八
、八
一
条
、

沈
僩
録
（
Ⅴ2858

）「
伯
量
問
。
南
軒
所
謂
「
敬
者
、通
貫
動
靜
内
外
而
言
」、

泳
嘗
驗
之
、反
見
得
靜
時
工
夫
少
、動
時
工
夫
多
、少
間
隨
事
逐
物
去
了
。
曰
。

隨
事
逐
物
、
也
莫
管
他
。
有
事
來
時
、
須
著
應
他
、
也
只
得
隨
他
去
。
只
是

事
過
了
、
自
家
依
舊
來
這
裏
坐
、
所
謂
「
動
亦
敬
、
靜
亦
敬
」
也
。」

（
９
）「
主
宰
」　
「
全
体
を
統
一
す
る
者
」。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』

一
四
三
頁
を
参
照
。
卷
一
五
に
既
出
。
五
二
条
「
人
之
一
心
、
本
自
光
明
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

五
一



常
提
撕
他
起
、
莫
爲
物
欲
所
蔽
、
便
將
這
箇
做
本
領
、
然
後
去
格
物
致
知
。

…
但
只
要
自
家
常
醒
得
他
做
主
宰
、
出
乎
萬
物
之
上
、
物
來
便
應
。」
同
条
、

注
（
１２
）
を
参
照
。

（
１０
）「
在
裏
」　
「
在
裏
」
の
二
字
は
、
近
世
漢
語
に
お
い
て
は
、「
こ
こ
に
」
と

い
う
実
義
が
虚
化
し
て
、
動
作
の
強
調
の
語
気
を
表
す
語
助
詞
と
し
て
多
く

用
い
ら
れ
る
。
太
田
前
掲
書
三
八
〇
頁
「
近
世
で
は
、《
在
裏
》《
在
此
》《
在

這
裏
》
な
ど
を
句
末
に
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
動
作
の
お
こ
な
わ

れ
る
場
所
を
い
わ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
動
作
の
存
在
を
い

う
も
の
で
あ
る
と
認
む
べ
き
で
あ
る
」。
ま
た
、
句
末
の
助
詞
の
「
在
」
の

用
法
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
「
禅
語
つ
れ
づ
れ
」（『
求
道
と
悦
楽
』、
岩

波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
一
四
九
～
一
五
五
頁
。『
講
座
禅
・
第
六
巻
・
禅

の
古
典
―
中
国
―
』（
筑
摩
書
房
、一
九
六
八
年
）月
報「
禅
語
つ
れ
づ
れ（
六
）」

に
初
出
）
に
詳
し
い
。「
こ
の
よ
う
な
〈
句
終
詞
〉
の
「
在
」
に
は
、
そ
れ

自
体
の
語
義
は
全
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
肯
定
に
せ
よ
否
定
に
せ
よ
、
そ
の

セ
ン
テ
ン
ス
全
体
に
断
言
的
な
語
調
を
添
え
る
だ
け
の
、
い
わ
ゆ
る
強
辞
で

あ
る
に
す
ぎ
な
い
。」（
一
五
〇
頁
）
た
だ
し
、
本
条
の
「
常
加
省
察
、
眞
如

見
一
箇
物
事
在
裏
、
不
要
昏
濁
了
他
」
は
、
本
巻
六
条
の
「
常
見
這
物
事
、

不
教
昏
著
」
と
同
一
内
容
と
捉
え
、「
こ
こ
に
」
と
い
う
実
義
を
含
む
も
の

と
し
て
理
解
す
る
。

（
１１
）「
凝
定
」　

既
出
。
卷
一
四
、一
二
八
条
「
定
亦
自
有
淺
深
。
如
學
者
思
慮
凝

定
、
亦
是
定
。
如
道
理
都
見
得
徹
、
各
止
其
所
、
亦
是
定
。
只
此
地
位
已
高
。」

同
条
、
注
（
１
）
を
参
照
。

８
条

　

顧
諟
天
之
明
命
、
古
註
云
常
目
在
之
、
説
得
極
好
。
非
謂
有
一
物
常
在
目
前
可

見
也
、
只
是
長
存
此
心
、
知
得
有
這
道
理
光
明
不
昧
。
方
其
靜
坐
未
接
物
也
、
此

理
固
湛
然
清
明
、
及
其
遇
事
而
應
接
也
、
此
理
亦
隨
處
發
見
。
只
要
人
常
提
撕
省

察
、念
念
不
忘
、存
養
久
之
、則
是
理
愈
明
、雖
欲
忘
之
、而
不
可
得
矣
。
孟
子
曰
。

學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
、
所
謂
求
放
心
、
只
常
存
此
心
、
便
是
。
存

養
既
久
、
自
然
信
向
、
決
知
堯
舜
之
可
爲
、
聖
賢
之
可
學
、
如
菽
粟
之
必
飽
、
布

帛
之
必
煖
、
自
然
不
爲
外
物
所
勝
。
若
是
若
存
若
亡
、
如
何
會
信
、
如
何
能
必
行
。

　

又
曰
。
千
書
萬
書
、
只
是
教
人
求
放
心
。
聖
賢
教
人
、
其
要
處
皆
一
。
苟
通
得

一
處
、
則
觸
處
皆
通
矣
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
古
註
云
常
目
在
之
説
得
極
好
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
古
註
云
顧
諟
常
目
在
之

也
此
語
説
得
極
好
」
に
作
る
。

○
「
非
謂
有
一
物
常
在
目
前
可
見
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
非
謂
」
を
双
行
小
字
に

作
る
。

〔
訳
〕

　
「
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
」
に
つ
い
て
、
古
注
に
、（「
顧
」
と
は
）「
常
に
眼

差
し
を
そ
こ
に
お
い
て
お
く
」
と
い
う
の
が
、
と
て
も
う
ま
く
解
釈
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
あ
る
一
つ
の
物
が
常
に
目
の
前
に
あ
っ
て
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
こ
の
心
を
長
く
存
す
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
道
理
が
光
り
輝
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い
て
暗
く
な
ら
な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
静
坐
し
て
物
に
接
し
て
い
な
い
時

は
、
こ
の
理
は
も
と
よ
り
ひ
っ
そ
り
と
清
ら
か
で
明
る
く
、
ま
た
物
事
が
起
こ
っ

て
、
そ
れ
に
応
じ
て
い
る
時
も
、
こ
の
理
は
、
や
は
り
至
る
と
こ
ろ
に
現
れ
る
の

で
あ
る
。
常
に
覚
醒
さ
せ
て
省
察
し
、
一
瞬
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
な
が
く

存
養
し
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
理
は
ま
す
ま
す
明
か
に
な
り
、
こ
れ
を
忘
れ
よ
う
と

思
っ
て
も
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。『
孟
子
』
に
、「
学
問
の
道
は
、
他

で
も
な
く
、こ
の
放
心
を
求
め
る
の
み
だ
」
と
い
う
が
、「
放
心
を
求
め
る
」
と
は
、

こ
の
（
明
徳
の
）
心
を
常
に
存
す
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
存
養
す
る

こ
と
が
久
し
け
れ
ば
、
自
然
に
（
聖
賢
の
道
に
）
信
を
も
っ
て
向
か
い
、
堯
舜
に

な
る
こ
と
も
で
き
、
聖
賢
（
の
道
）
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
菽ま
め

や
粟
が
充
分
に
あ
れ
ば
腹
が
一
杯
に
な
り
、
布
帛
が
充
分
に
あ
れ
ば
暖
か
く
な
る

よ
う
（
に
明
白
）
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
れ
ば
、
自
然

と
外
的
な
も
の
に
負
け
な
い
よ
う
に
な
る
。
も
し
（
こ
の
理
が
）
あ
る
の
か
な
い

の
か
は
っ
き
り
し
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
信
じ
、
ど
の
よ
う
に
し
っ

か
り
と
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
あ
ら
ゆ
る
書
物
に
述
べ
る
こ
と
は
、
人
に
放
心
を
求
め

さ
せ
る
だ
け
だ
。
聖
賢
が
人
を
教
育
す
る
の
に
、そ
の
要
点
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
。

も
し
も
こ
の
一
つ
に
通
ず
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
通
ず
る
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
古
註
云
常
目
在
之
」　
『
尚
書
』「
太
甲
」
上
「
伊
尹
作
書
曰
。
先
王
顧
諟

天
之
明
命
、
以
承
上
下
神
祇
。」
孔
傳
「
顧
、
謂
常
目
在
之
。
諟
、
是
也
。

言
敬
奉
天
命
以
承
順
天
地
。」
疏
「
正
義
曰
。
説
文
云
、
顧
、
還
視
也
。
諟

與
是
、
古
今
之
字
異
。
故
變
文
爲
是
也
。
言
先
王
毎
有
所
行
、
必
還
迴
視
是

天
之
明
命
。
謂
常
目
在
之
、
言
其
想
象
如
目
前
、
終
常
敬
奉
天
命
、
以
承
上

天
下
地
之
神
祇
也
。」
孔
穎
達
の
疏
は
、「「
常
に
目
す
る
に
之
に
在
り
」
と

は
、（
天
の
明
命
）
を
目
の
前
に
あ
る
よ
う
に
想
像
す
る
こ
と
」
と
し
て
お
り
、

本
条
に
お
い
て
朱
子
が
「（
実
際
に
）
一
つ
の
も
の
が
常
に
目
の
前
に
あ
っ

て
見
え
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
解
釈
と
軌
を
一
に
す
る
。

（
２
）「
長
存
此
心
」　
『
中
庸
章
句
』
第
二
七
章
「
故
君
子
尊
德
性
而
道
問
學
、
致

廣
大
而
盡
精
微
、
極
高
明
而
道
中
庸
。
温
故
而
知
新
、
敦
厚
以
崇
禮
。」
注

「
尊
者
、
恭
敬
奉
持
之
意
。
德
性
者
、
吾
所
受
於
天
之
正
理
。
道
、
由
也
。
温
、

猶

温
之
温
、
謂
故
學
之
矣
、
復
時
習
之
也
。
敦
、
加
厚
也
。
尊
德
性
、
所

以
存
心
而
極
乎
道
體
之
大
也
。
道
問
學
、
所
以
致
知
而
盡
乎
道
體
之
細
也
。

二
者
、
修
德
凝
道
之
大
端
也
。
不
以
一
毫
私
意
自
蔽
、
不
以
一
毫
私
欲
自
累
、

涵
泳
乎
其
所
已
知
、
敦
篤
乎
其
所
已
能
、
此
皆
存
心
之
屬
也
。」

（
３
）「
光
明
」　

卷
一
四
、
卷
一
五
の
「
明
德
」
に
関
す
る
条
に
多
数
既
出
。

（
４
）「
接
物
」「
應
接
」　
「
應
事
接
物
」
は
、
卷
一
四
、一
一
一
条
、
卷

一
五
、一
三
二
条
に
既
出
。

（
５
）「
湛
然
清
明
」　
「
水
を
た
た
え
た
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
と
し
て
、
清
ら
か
で
明

る
い
」。『
語
類
』
卷
五
、七
六
条
、
程
端
蒙
録
（
Ⅰ94

）「
心
之
全
體
、
湛
然

虚
明
、
萬
理
具
足
、
無
一
毫
私
欲
之
間
。」『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
其
所
以

放
其
良
心
者
、
亦
猶
斧
斤
之
於
木
也
、
旦
旦
而
伐
之
、
可
以
爲
美
乎
。
其
日

夜
之
所
息
、
平
旦
之
氣
、
其
好
惡
與
人
相
近
也
者
幾
希
、
則
其
旦
晝
之
所
爲
、

有
梏
亡
之
矣
。
梏
之
反
覆
、
則
其
夜
氣
不
足
以
存
。
夜
氣
不
足
以
存
、
則
其

違
禽
獸
不
遠
矣
。
人
見
其
禽
獸
也
、
而
以
爲
未
嘗
有
才
焉
者
、
是
豈
人
之
情

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

五
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也
哉
。」
集
注
「
良
心
者
、本
然
之
善
心
、即
所
謂
仁
義
之
心
也
。
平
旦
之
氣
、

謂
未
與
物
接
之
時
、
清
明
之
氣
也
。
好
惡
與
人
相
近
、
言
得
人
心
之
所
同
然

也
。
幾
希
、
不
多
也
。
梏
、
械
也
。
反
覆
、
展
轉
也
。
言
人
之
良
心
雖
已
放

失
、然
其
日
夜
之
間
、亦
必
有
所
生
長
。
故
平
旦
未
與
物
接
、其
氣
清
明
之
際
、

良
心
猶
必
有
發
見
者
。」

（
６
）「
只
要
…
則
…
」　
「
…
し
さ
え
す
れ
ば
…
だ
」。

（
７
）「
念
念
不
忘
」　
「
一
瞬
も
忘
れ
な
い
」。『
論
語
』「
爲
政
」「
子
曰
。
吾
十
有

五
而
志
于
學
」
集
注
「
古
者
、
十
五
而
入
大
學
。
心
之
所
之
謂
之
志
。
此
所

謂
學
、
即
大
學
之
道
也
。
志
乎
此
、
則
念
念
在
此
而
爲
之
不
厭
矣
。」『
語
類
』

卷
二
三
、一
〇
一
条
、
李
季
札
録
（
Ⅱ557
）「
十
五
志
學
一
章
、
全
在
志
于

學
上
、
當
思
自
家
是
志
於
學
與
否
、
學
是
學
箇
甚
。
如
此
存
心
念
念
不
放
、

自
然
有
所
得
也
。」『
論
語
』「
衞
靈
公
」「
子
張
問
行
。
子
曰
。
言
忠
信
、
行

篤
敬
、
雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
。
言
不
忠
信
、
行
不
篤
敬
、
雖
州
里
行
乎
哉
。
立

則
見
其
參
於
前
也
。
在
輿
則
見
其
倚
於
衡
也
。
夫
然
後
行
。」
集
注
「
其
者
、

指
忠
信
篤
敬
而
言
。
參
、
讀
如
毋
往
參
焉
之
參
、
言
與
我
相
參
也
。
衡
、
軛

也
。
言
其
於
忠
信
篤
敬
念
念
不
忘
、
隨
其
所
在
、
常
若
有
見
、
雖
欲
頃
刻
離

之
而
不
可
得
。」「
念
念
」
の
語
は
、
仏
教
語
に
由
来
し
、
本
来
「
念
」
に
は
、

１
、「
刹
那
」、
す
な
わ
ち
極
め
て
短
い
時
間
、
２
、
心
の
わ
ず
か
な
は
た
ら

き
、
の
二
つ
の
系
統
の
意
味
が
あ
る
。
１
の
意
と
し
て
は
、
例
え
ば
、『
文

殊
師
利
問
經
』
卷
一
「
念
念
生
滅
者
、
一
切
諸
行
念
念
生
、
生
者
必
滅
、
此

謂
一
切
諸
法
念
念
生
滅
」（
大
正
一
四
、四
九
八
下
）
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
２
の
意
と
し
て
は
、
智
顗
の
「
一
念
三
千
」（
一
念
に
三
千
世
間
が
具

わ
っ
て
い
る
こ
と
）、
す
な
わ
ち
『
摩
訶
止
觀
』
卷
五
「
夫
一
心
具
十
法
界
、

一
法
界
又
具
十
法
界
百
法
界
、
一
界
具
三
十
種
世
間
、
百
法
界
即
具
三
千
種

世
間
、
此
三
千
在
一
念
心
」（
大
正
四
六
、五
四
上
）
な
ど
が
あ
る
。
漢
語
と

し
て
熟
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
両
者
の
意
味
は
結
合
し
て
い
っ

た
よ
う
で
あ
り
、
例
え
ば
、
北
周
の
『
無
上
秘
要
』
卷
五
に
、「
志
學
之
士
、

當
知
人
身
之
中
、自
有
三
萬
六
千
神
。
…
日
日
存
之
、時
時
相
續
、念
念
不
忘
、

長
生
不
死
。
不
能
長
存
、
八
節
勿
替
。
能
念
身
神
、
康
強
無
病
」
と
見
え
る
。

（
８
）「
存
養
」　
『
中
庸
章
句
』「
右
第
一
章
。
子
思
述
所
傳
之
意
以
立
言
。
首
明

道
之
本
原
出
於
天
而
不
可
易
、
其
實
體
備
於
己
而
不
可
離
、
次
言
存
養
省
察

之
要
、終
言
聖
神
功
化
之
極
。」『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
。
盡
其
心
者
、

知
其
性
也
。
知
其
性
、
則
知
天
矣
。
存
其
心
、
養
其
性
、
所
以
事
天
也
。」

（
９
）「
信
向
」　
「
信
を
も
っ
て
心
を
よ
せ
る
」。『
語
類
』
卷
二
〇
、四
七
条
、
林

夔
孫
録（
Ⅱ454

）「『
或
問
』謂
朋
來
講
習
之
樂
爲
樂
。
曰
。
不
似
伊
川
説
得
大
。

蓋
此
箇
道
理
天
下
所
公
共
、
我
獨
曉
之
、
而
人
曉
不
得
、
也
自
悶
人
。
若
「
有

朋
自
遠
方
來
」、則
信
向
者
衆
、故
可
樂
。」『
論
衡
』「
量
知
」「
是
醫
無
方
術
、

以
心
意
治
病
也
、
百
姓
安
肯
信
嚮
、
而
人
君
任
用
使
之
乎
。」

（
１０
）「
堯
舜
之
可
爲
」　
「
堯
や
舜
に
も
な
る
こ
と
が
で
き
る
」。『
孟
子
』「
告
子
」

下
「
曹
交
問
曰
。
人
皆
可
以
爲
堯
舜
、
有
諸
。
孟
子
曰
。
然
。」
集
注
「
人

皆
可
以
爲
堯
舜
、
疑
古
語
、
或
孟
子
所
嘗
言
也
。」

（
１１
）「
聖
賢
之
可
學
」　
「
聖
賢
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」。
周
濂
溪
『
通
書
』「
聖

學
」「
聖
可
學
乎
。
曰
。
可
。
有
要
乎
。
曰
。
有
。
請
聞
焉
。
曰
。
一
爲
要
。

一
者
無
欲
也
。
無
欲
則
靜
虚
動
直
。
靜
虚
則
明
、
明
則
通
。
動
直
則
公
、
公

則
溥
。
明
通
公
溥
、
庶
矣
乎
。」

（
１２
）「
菽
粟
之
必
飽
、
布
帛
之
必
煖
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。
有
布
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縷
之
征
、
粟
米
之
征
、
力
役
之
征
。
君
子
用
其
一
、
緩
其
二
。
用
其
二
而
民

有
殍
、
用
其
三
而
父
子
離
。」
集
注
「
征
賦
之
法
、
歳
有
常
數
。
然
布
縷
取

之
於
夏
、
粟
米
取
之
於
秋
、
力
役
取
之
於
冬
、
當
各
以
其
時
。
若
并
取
之
、

則
民
力
有
所
不
堪
矣
。」
同
「
盡
心
」
上
「
聖
人
治
天
下
、使
有
菽
粟
如
水
火
。

菽
粟
如
水
火
、
而
民
焉
有
不
仁
者
乎
。」
集
注
「
水
火
、
民
之
所
急
、
宜
其

愛
之
而
反
不
愛
者
多
故
也
。
尹
氏
曰
。
言
禮
義
生
於
富
足
、
民
無
常
産
、
則

無
常
心
矣
。」『
管
子
』「
重
令
」「
菽
粟
不
足
、末
生
不
禁
、民
必
有
飢
餓
之
色
、

而
工
以
雕
文
刻
鏤
相

也
、
謂
之
逆
。
布
帛
不
足
、
衣
服
毋
度
、
民
必
有
凍

寒
之
傷
、
而
女
以
美
衣
錦
繡
綦
組
相

也
、
謂
之
逆
。」

（
１３
）「
外
物
所
勝
」　
「
外
物
」
は
、
卷
一
四
、八
〇
条
、
八
二
条
、
一
三
二
条
、

一
三
六
条
に
既
出
。
一
三
二
条
「
問
章
句
云
外
物
不
能
搖
故
靜
。」『
孟
子
』

「
告
子
」
上
「
曰
。
耳
目
之
官
不
思
、
而
蔽
於
物
、
物
交
物
、
則
引
之
而
已
矣
。

心
之
官
則
思
、
思
則
得
之
、
不
思
則
不
得
也
。
此
天
之
所
與
我
者
、
先
立
乎

其
大
者
、則
其
小
者
弗
能
奪
也
。
此
爲
大
人
而
已
矣
。」集
注「
官
之
爲
言
司
也
。

耳
司
聽
、
目
司
視
、
各
有
所
職
而
不
能
思
、
是
以
蔽
於
外
物
。
既
不
能
思
而

蔽
於
外
物
、
則
亦
一
物
而
已
。
又
以
外
物
交
於
此
物
、
其
引
之
而
去
不
難
矣
。

心
則
能
思
、
而
以
思
爲
職
。
凡
事
物
之
來
、
心
得
其
職
、
則
得
其
理
、
而
物

不
能
蔽
。
失
其
職
、
則
不
得
其
理
、
而
物
來
蔽
之
。」

（
１４
）「
若
存
若
亡
」　

あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
。
あ
る
の
か
な
い
の
か
は
っ
き

り
し
な
い
。『
老
子
』
第
四
一
章
「
上
士
聞
道
、
勤
而
行
之
。
中
士
聞
道
、

若
存
若
亡
。
下
士
聞
道
、
大
笑
之
。
不
笑
不
足
以
爲
道
。」『
語
類
』
卷

一
八
、四
六
条
、
蕭
佐
録
（
Ⅱ401

）「
誠
意
不
立
、
如
何
能
格
物
。
所
謂
立

誠
意
者
、
只
是
要
著
實
下
工
夫
、
不
要
若
存
若
亡
。」
卷
六
一
、四
三
条
、
金

去
僞
録
（
Ⅳ1468

）「
問
。
可
欲
之
謂
善
至
聖
而
不
可
知
之
謂
神
。
曰
。
善
、

渾
全
底
好
人
、
無
可
惡
之
惡
、
有
可
喜
可
欲
之
善
。「
有
諸
己
之
謂
信
」、
眞

箇
有
此
善
。
若
不
有
諸
己
、
則
若
存
若
亡
、
不
可
謂
之
信
。」

（
１５
）「
如
何
會
信
、
如
何
能
必
行
」　
『
易
』
序
卦
傳
「
有
其
信
者
必
行
之
。」

（
１６
）「
千
書
萬
書
、
只
是
教
人
求
放
心
。
聖
賢
教
人
、
其
要
處
皆
一
」　
『
孟
子
』

「
告
子
」
上
「
學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
。」
集
注
「
…
故
程
子
曰
。

聖
賢
千
言
萬
語
、
只
是
欲
人
將
已
放
之
心
約
之
、
使
反
復
入
身
來
、
自
能
尋

向
上
去
、
下
學
而
上
達
也
。
此
乃
孟
子
開
示
切
要
之
言
、
程
子
又
發
明
之
、

曲
盡
其
指
、
學
者
宜
服
膺
而
勿
失
也
。」
貫
休
『
禪
月
集
』
卷
五
「
寄
大
願

和
尚
」「
峴
首
故
人
清
信
在
、
千
書
萬
書
取
不
諾
。」

９
条

　

問
。
顧
諟
天
之
明
命
、
言
常
目
在
之
、
如
何
。
曰
。
顧
諟
、
是
看
此
也
。
目
在
、

是
如
目
存
之
、
常
知
得
有
此
理
、
不
是
親
眼
看
。
立
則
見
其
參
於
前
、
在
輿
則
見

其
倚
於
衡
、
便
是
這
模
樣
。
只
要
常
常
提
撕
在
這
裏
、
莫
使
他
昏
昧
了
。
子
常
見

得
孝
、
父
常
見
得
慈
、
與
國
人
交
常
見
得
信
。　

〔
校
勘
〕

○
「
是
如
目
存
之
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
是
如
」
を
双
行
小
字
に
作
る
。

○
「
立
則
見
其
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
則
見
」
を
双
行
小
字
に
作
る
。

○
「
在
這
裏
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

五
五



○
「

」　

朝
鮮
古
写
本
は
下
に
「
淳
録
同
」
の
三
字
あ
り
。

〔
訳
〕

　

質
問
す
る
。「「
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
」
に
つ
い
て
、
古
注
に
「
常
に
目
す

る
に
之
に
在
り
」
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
お
っ
し
ゃ
る
。

「「
顧
諟
」
と
は
、
こ
れ
を
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
目
在
」
と
は
、
目
を
そ

こ
に
お
い
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
、
常
に
こ
の
理
（
明
命
）
が
あ
る
こ
と
を
知
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
実
際
に
自
分
の
目
で
見
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。（『
論

語
』
に
い
う
）「
立
ち
て
は
則
ち
其
の
前
に
參
す
る
を
見
、
輿
に
在
り
て
は
則
ち

其
の
衡
に
倚
る
を
見
る
」
と
い
う
の
が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
常

に
（
明
命
を
）
し
っ
か
り
と
覚
醒
さ
せ
て
、
そ
れ
を
昏
迷
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

子
は
常
に
孝
を
認
識
し
、
父
は
常
に
慈
を
認
識
し
、
人
民
と
交
わ
る
時
に
は
常
に

信
を
認
識
す
る
（
と
い
う
の
は
、
し
っ
か
り
と
明
命
を
覚
醒
さ
せ
て
い
る
状
態
で

あ
る
）。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
親
眼
」　

自
分
の
眼
で
。

（
２
）「
立
則
見
其
參
於
前
、
在
輿
則
見
其
倚
於
衡
」　
「
立
っ
て
い
る
時
に
は
、
そ

れ
（
忠
信
と
篤
敬
）
が
目
の
前
に
常
に
あ
る
よ
う
に
見
て
、
輿
に
乗
っ
て
い

る
時
は
、
そ
れ
が
軛
に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。」『
論
語
』「
衞

靈
公
」「
子
張
問
行
。
子
曰
。
言
忠
信
、
行
篤
敬
、
雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
。
言

不
忠
信
、
行
不
篤
敬
、
雖
州
里
行
乎
哉
。
立
則
見
其
參
於
前
也
。
在
輿
則
見

其
倚
於
衡
也
。
夫
然
後
行
。」
集
注
「
其
者
、
指
忠
信
篤
敬
而
言
。
參
、
讀

如
毋
往
參
焉
之
參
、
言
與
我
相
參
也
。
衡
、
軛
也
。
言
其
於
忠
信
篤
敬
、
念

念
不
忘
、
隨
其
所
在
、
常
若
有
見
、
雖
欲
頃
刻
離
之
而
不
可
得
。
然
後
一
言

一
行
、
自
然
不
離
於
忠
信
篤
敬
、
而
蠻
貊
可
行
也
。」

（
３
）「
模
樣
」　

か
た
ち
、す
が
た
、様
子
。
卷
一
四
、一
六
条
、五
五
条
に
既
出
。『
南

齊
書
』
卷
五
七
、魏
虜
傳
「
羣
臣
瞻
見
模
樣
、莫
不
僉
然
欲
速
造
、朕
以
寡
昧
、

亦
思
造
盛
禮
。」

（
４
）「
只
要
」　
「
只
要
」
は
、「
た
だ
…
し
さ
え
す
れ
ば
」
と
限
定
を
表
し
、
後

句
に
そ
れ
を
承
け
る
型
式
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
単
用
で
「
ひ
た
す
ら
…
す

る
」。

（
５
）「
在
這
裏
」　

三
字
で
動
作
の
強
調
を
表
す
。
本
巻
七
条
の
注（
１
）を
参
照
。

（
６
）「
子
常
見
得
孝
、
父
常
見
得
慈
、
與
國
人
交
常
見
得
信
」　
『
大
學
章
句
』
傳

三
章
「
詩
云
。
穆
穆
文
王
、
於
、
緝
熙
敬
止
。
爲
人
君
、
止
於
仁
。
爲
人
臣
、

止
於
敬
。
爲
人
子
、
止
於
孝
。
爲
人
父
、
止
於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
。」

注
「『
詩
』
文
王
之
篇
。
穆
穆
、深
遠
之
意
。
於
、歎
美
辭
。
緝
、繼
續
也
。
熙
、

光
明
也
。
敬
止
、
言
其
無
不
敬
而
安
所
止
也
。
引
此
而
言
聖
人
之
止
無
非
至

善
。」

１０
条

　

問
。
顧
、
謂
常
目
在
之
。
天
命
至
微
、
恐
不
可
目
在
之
、
想
只
是
顧
其
發
見
處
。

曰
。
只
是
見
得
長
長
地
在
面
前
模
樣
。
立
則
見
其
參
於
前
、在
輿
則
見
其
倚
於
衡
、

豈
是
有
物
可
見
。　

義
剛
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〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

質
問
す
る
。「「
顧
」
と
は
、
常
に
眼
差
し
を
そ
こ
に
お
い
て
お
く
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
天
命
は
あ
ま
り
に
も
微
か
で
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
が
、
思
う
に
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。」
お

っ
し
ゃ
る
。「
た
だ
常
に
面
前
に
（
明
命
の
）
イ
メ
ー
ジ
を
認
識
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。（『
論
語
』
に
い
う
）「
立
ち
て
は
則
ち
其
の
前
に
參
す
る
を
見
、
輿

に
在
り
て
は
則
ち
其
の
衡
に
倚
る
を
見
る
」
と
は
、
ど
う
し
て
（
実
際
に
）
目
に

見
え
る
も
の
が
そ
こ
に
あ
ろ
う
か
（
忠
信
や
篤
敬
と
い
う
も
の
が
実
際
に
目
に
見

え
よ
う
か
）。」　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）「
天
命
至
微
」　

韓
愈『
論
語
筆
解
』「
爲
政
」「
子
曰
。吾
五
十
而
知
天
命
。（
双

行
小
注「
孔
曰
。知
天
命
之
終
始
。」）
韓
曰
。天
命
深
微
至
賾
、非
原
始
要
終
一

端
而
已
。仲
尼
五
十
學
易
、窮
理
盡
性
、以
至
於
命
、故
曰
知
天
命
。」胡
宏
『
五

峰
集
』卷
二「
與
彪
德
美
」「
天
命
至
微
、自
非
亞
聖
大
賢
、孰
敢
便
爲
已
貫
通
。」

（
２
）「
長
長
地
」　
「
常
常
地
」
に
同
じ
。
卷
一
四
、二
〇
条
に
既
出
。

（
３
）「
發
見
」　

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。
卷
一
四
、一
五
に
既
出
。

１１
条

　

問
。
常
目
在
之
意
。
先
生
以
手
指
曰
。
如
一
件
物
在
此
、
惟
恐
人
偸
去
、
兩
眼

常
常
覰
在
此
相
似
。　

友
仁

〔
校
勘
〕

○
「
問
。
常
目
在
之
意
。」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
。
顧
諟
天
之
明
命
、
章
句
言
顧

謂
常
目
在
之
也
。
未
明
常
目
在
之
意
。」
と
す
る
。

○
「
惟
恐
人
偸
去
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
惟
恐
人
偸
將
去
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
常
に
目
す
る
こ
と
之
に
在
り
」
の
意
味
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
は
手
で

指
し
示
し
て
仰
っ
た
。「
ち
ょ
う
ど
、
一
つ
の
物
が
こ
こ
に
あ
っ
て
、
人
が
盗
み

去
る
の
で
は
、
と
心
配
し
て
、
両
目
の
視
線
が
常
に
そ
こ
へ
注
が
れ
て
い
る
と
い

う
の
と
同
じ
こ
と
だ
。」　

郭
友
仁
録

〔
注
〕

（
１
）「
常
目
在
」　
『
書
経
』
周
書
「
太
甲
」
上
「
先
王
顧
諟
天
之
明
命
。」
孔
安

国
伝
「
顧
、
謂
常
目
在
之
。」、『
大
学
章
句
』
伝
一
章
「
大
甲
曰
。
顧
諟
天

之
明
命
。」
朱
注
「
顧
、
謂
常
目
在
之
也
。」

（
２
）「
如
…
相
似
」　
「
ち
ょ
う
ど
…
の
よ
う
だ
」の
意
。『
語
類
』巻
六
、一
二
七
条
、

曾
祖
道
録
（
Ⅰ120

）「
義
如
利
刀
相
似
、
都
割
斷
了
許
多
牽
絆
。」

（
３
）「
一
件
」�　
「
件
」
は
事
柄
や
物
を
数
え
る
量
詞
。�

（
４
）「
偸
去
」　
「
盗
み
去
る
」
の
意
。『
語
類
』
巻
一
二
一
、七
条
、
沈
僴
録
（
Ⅷ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

五
七



2919

）「
如
自
家
有
一
大
光
明
寶
藏
、
被
人
偸
將
去
、
此
心
還
肯
放
捨
否
。」

１２
条

　

問
。
如
何
目
在
之
。
曰
。
常
在
視
瞻
之
間
、
蓋
言
存
之
而
不
忘
。　

����

〔
校
勘
〕

○
「
問
。
如
何
目
在
之
。」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
。
顧
諟
天
之
明
命
、
顧
如
何
是

目
在
之
。」
と
作
る
。

○
「
蓋
言
存
之
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
蓋
」
字
を
「
盖
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

��

質
問
。「『
目
す
る
こ
と
之
に
在
り
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
先

生
「
常
に
じ
っ
と
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、『
之
を
存
し
て
忘
れ
ず
』
の
こ
と

を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
視
瞻
」　

じ
っ
と
見
る
の
意
。『
禮
記
』「
曲
禮
」
上
「
將
入
戶
、
視
必
下
。

入
戶
奉
扁
、
視
瞻
毋
回
。」

（
２
）「
存
之
而
不
忘
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
下
「
孟
子
曰
。
君
子
所
以
異
於
人
者
、

以
其
存
心
也
。
君
子
以
仁
存
心
、
以
禮
存
心
。」
朱
注
「
以
仁
禮
存
心
、
言

以
是
存
於
心
而
不
忘
也
。」

１３
条

　

因
說
天
之
明
命
曰
。
這
箇
物
事
、
即
是
氣
、
便
有
許
多
道
理
在
裏
。
人
物
之
生
、

都
是
先
有
這
箇
物
事
、
便
是
天
當
初
分
付
底
。
既
有
這
物
事
、
方
始
具
是
形
以
生
、

便
有
皮
包
裹
在
裏
。
若
有
這
箇
、
無
這
皮
殼
、
亦
無
所
包
裹
。
如
草
木
之
生
、
亦

是
有
箇
生
意
了
、
便
會
生
出
芽
蘖
、
芽
蘖
出
來
、
便
有
皮
包
裹
著
。
而
今
儒
者
只

是
理
會
這
箇
、
要
得
順
性
命
之
理
。
佛
、
老
也
只
是
理
會
這
箇
物
事
。
老
氏
便
要

常
把
住
這
氣
、
不
肯
與
他
散
、
便
會
長
生
久
視
。
長
生
久
視
也
未
見
得
、
只
是
做

得
到
、
也
便
未
會
死
。
佛
氏
也
只
是
見
箇
物
事
、
便
放
得
下
、
所
以
死
生
禍
福
都

不
動
。
只
是
他
去
作
弄
了
。

　

又
曰
。
各
正
性
命
、
保
合
太
和
、
聖
人
於
乾
卦
發
此
兩
句
、
最
好
。
人
之
所
以

爲
人
、
物
之
所
以
爲
物
、
都
是
正
箇
性
命
。
保
合
得
箇
和
氣
、
性
命
便
是
當
初
合

下
分
付
底
。
保
合
、
便
是
有
箇
皮
殼
包
裹
在
裏
。
如
人
以
刀
破
其
腹
、
此
箇
物
事

便
散
、
却
便
死
。　

夔
孫

〔
校
勘
〕

○
「
這
箇
物
事
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
便
有
許
多
道
理
在
裏
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○「
便
有
皮
包
裹
著
」��

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
著
」を「
着
」

に
作
る
。

○
「
不
肯
與
他
散
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
與
」
を
「
得
」
に
作
る
。

京
都
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○
「
保
合
太
和
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
保
合
大
和
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
天
の
明
命
」
の
話
が
出
た
折
に
先
生
が
仰
っ
た
。「
こ
れ
（
天
の
明
命
）
は
、

気
で
あ
っ
て
、
多
く
の
道
理
が
中
に
あ
る
ん
だ
。
人
や
物
が
生
ず
る
と
、
皆
ま
ず

こ
れ
（「
天
の
明
命
」）
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
天
が
最
初
に
付
与
し
た
も
の

に
他
な
ら
な
い
の
だ
。
ま
ず
こ
れ
（「
天
の
明
命
」）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
始
め

て
こ
の
形
を
備
え
て
生
じ
、そ
し
て
皮
が
（
天
の
明
命
を
）
中
に
包
み
込
む
の
だ
。

も
し
こ
れ
が
あ
っ
て
、
こ
の
外
殻
が
無
か
っ
た
ら
、
包
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

草
木
の
生
ず
る
際
の
こ
と
を
言
え
ば
、
そ
の
場
合
も
や
は
り
、
こ
の
生
き
よ
う
と

す
る
意
志
が
あ
れ
ば
、
若
葉
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
若
葉
が
出
て
来
た
ら
、

皮
状
の
も
の
が
包
み
込
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
今
の
儒
者
は
ひ
た
す
ら
こ
れ
（「
天

の
明
命
」）
に
取
り
組
み
、
性
命
の
道
理
に
従
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

仏
教
徒
や
道
教
徒
も
ひ
た
す
ら
こ
れ
に
取
り
組
む
。（
し
か
し
）
道
教
徒
は
こ
の

「
気
」
を
守
ろ
う
と
し
て
、
そ
れ
を
離
散
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
、
す
ぐ
に
不
老

不
死
に
な
れ
る
、
と
す
る
。
不
死
の
者
な
ど
見
た
こ
と
が
な
い
し
、
た
と
え
や
り

抜
い
た
と
し
て
も
、
死
な
な
い
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
。
仏
教
徒
も
ひ
た
す
ら

こ
れ
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
が
、（
彼
ら
は
認
識
し
た
上
で
）
す
ぐ
に
放
下
し
て

し
ま
う
の
で
、
そ
れ
故
生
死
や
吉
凶
に
動
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
、
と
す
る
。
し

か
し
仏
教
徒
は
（「
天
の
明
命
」
を
）
い
じ
く
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

　

ま
た
仰
っ
た
。「『
各
お
の
性
命
を
正
し
、太
和
を
保
合
す
。』（『
周
易
』乾
卦
彖
伝
）

と
言
っ
て
、
聖
人
が
乾
卦
に
お
い
て
こ
の
両
句
を
提
唱
し
て
い
る
の
は
、
と
て
も

よ
い
。
人
の
人
た
る
所
以
、
物
の
物
た
る
所
以
と
い
う
の
は
、
皆
い
ず
れ
も
そ
の

性
命
を
正
す
こ
と
に
こ
そ
あ
る
の
だ
。
こ
の
『
和
気
』
を
『
保
合
』
す
れ
ば
、『
性

命
』
は
最
初
に
稟
受
し
た
ま
ま
の
も
の
に
他
な
ら
な
く
な
る
の
だ
。『
保
合
』
と

い
う
の
は
、
こ
の
皮
が
中
に
包
み
込
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
ち
ょ
う
ど
人

が
刀
剣
で
腹
を
引
き
裂
く
と
、
こ
れ
（
気
）
が
散
じ
て
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
よ

う
な
も
の
だ
。��

林
虁
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
因
說
…
」��

…
の
話
が
出
た
折
に
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』

三
三
五
頁
参
照
。

（
２
）「
天
之
明
命
」　
『
大
学
章
句
』
伝
一
章
「
大
甲
曰
。
顧
諟
天
之
明
命
。」

（
３
）「
這
箇
物
事
、
即
是
氣
、
便
有
許
多
道
理
在
裏
。」　
「
明
命
」
は
「
気
」
で

あ
っ
て
、「
理
」
は
そ
の
「
気
」
と
し
て
の
「
明
命
」
の
中
に
あ
る
、
と
い

う
こ
と
を
説
く
。
本
条
は
、「
気
」
が
「
理
」
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
説

く
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、『
語
類
』
全
体
を
通
じ
て
、
朱
子
の
理
気
の
先

後
に
対
す
る
見
解
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。「
気
」
が
「
理
」
に
先

行
す
る
よ
う
に
説
く
も
の
と
し
て
は
、『
語
類
』
巻
一
、六
条
、
董
銖
録
（
Ⅰ

2

）「
天
下
未
有
無
理
之
氣
、
亦
未
有
無
氣
之
理
。
氣
以
成
形
而
理
亦
賦
焉
。」

が
挙
げ
ら
れ
、「
理
」
が
先
行
す
る
よ
う
に
説
く
も
の
と
し
て
は
、
巻
一
、九

条
、
林
虁
孫
録
（
Ⅰ2

）「
問
理
與
氣
。
曰
。
有
是
理
便
有
是
氣
。」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ま
た
両
者
に
先
後
は
な
い
と
説
く
も
の
と
し
て
は
、巻
一
、一
一
条
、

萬
人
傑
録
（
Ⅰ3
）「
或
問
。
必
有
是
理
、
然
後
有
是
氣
、
如
何
。
曰
。
此
本

無
先
後
之
可
言
。
…
無
是
氣
則
是
理
亦
無
掛
塔
處
。」
が
あ
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

五
九



（
４
）「
當
初
」　

最
初
に
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
〇
四
条
、
滕
璘
録
、（
Ⅰ303

）

に
既
出
。

（
５
）「
便
有
皮
包
裹
在
裏
」　
「
包
裹
」
は
包
み
込
む
、
の
意
。『
語
類
』
巻

一
一
九
、七
条
、
黃
義
剛
録
（
Ⅶ2869

）「
先
生
曰
。
聖
人
便
是
一
片
赤
骨

立
底
天
理
、
光
明
照
耀
、
更
無
蔽
障
。
顏
子
則
是
有
一
重
皮
了
。
但
其
他
人

則
被
這
皮
子
包
裹
得
厚
、
剝
了
一
重
又
一
重
、
不
能
得
便
見
那
裏
面
物
事
。」

な
お
心
と
性
に
関
す
る
以
下
の
発
言
に
照
ら
せ
ば
、
心
は
包
裹
す
る
も
の
、

性
は
包
裹
さ
れ
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
皮
、
皮
殻
（
気
）

に
よ
っ
て
包
裹
さ
れ
る
も
の
と
は
理
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。『
語
類
』巻
五
、

六
四
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅰ91

）「
曰
。
若
以
穀
譬
之
、
穀
便
是
心
、
那
爲
粟
、

爲
菽
、
爲
禾
、
爲
稻
底
、
便
是
性
。
康
節
所
謂
心
者
性
之
郛
郭
、
是
也
。
包

裹
底
是
心
、
發
出
不
同
底
是
性
。」『
語
類
』
巻
九
五
、八
八
条
、
林
夔
孫
録

（
Ⅵ2438

）「
心
性
以
穀
種
論
、
則
包
裹
底
是
心
。
有
秫
種
、
有
粳
種
、
隨
那

種
發
出
不
同
、
這
便
是
性
。」

（
６
）「
如
草
木
之
生
、
亦
是
有
箇
生
意
了
」　
「
生
意
」
は
、
物
が
生
き
よ
う
と
す

る
意
志
。『
語
類
』
巻
二
〇
、九
一
条
、
呉
雉
録
（
Ⅱ465

）
に
「
又
曰
。
以

穀
種
譬
之
、
一
粒
穀
、
春
則
發
生
、
夏
則
成
苗
、
秋
則
結
實
、
冬
則
收
藏
、

生
意
依
舊
包
在
裏
面
。
每
箇
穀
子
裏
、
有
一
箇
生
意
藏
在
裏
面
、
種
而
後
生

也
。
仁
義
禮
智
亦
然
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
朱
子
は
生
命
の
発
育
を
こ
の
「
生

意
」の
働
き
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
朱
子
は
こ
の「
生
意
」を
、

生
命
が
持
つ
原
理
と
し
て
の
「
生
理
」
と
区
別
し
て
理
解
し
、『
語
類
』
巻
四
、

二
七
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ61

）
に
「
竹
椅
便
有
竹
椅
之
理
。
枯
槁
之
物
、
謂

之
無
生
意
、
則
可
。
謂
之
無
生
理
、
則
不
可
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
枯
れ
た

植
物
は
、「
生
理
」
は
あ
っ
て
も
、「
生
意
」
は
持
た
な
い
、
と
考
え
る
。

（
７
）「
便
有
皮
包
裹
著
」��「
著
」
は
動
作
の
完
了
を
現
す
助
辞
。

（
８
）「
順
性
命
之
理
」　
『
周
易
』
説
卦
伝
「
昔
者
聖
人
之
作
易
也
、
將
以
順
性
命

之
理
、
是
以
立
天
之
道
曰
陰
興
陽
。」

（
９
）「
把
住
」　

守
る
、
の
意
。『
語
類
』
巻
九
五
、一
四
一
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅵ

2450

）「
内
外
夾
持
、
如
有
人
在
裏
面
把
住
、
一
人
在
門
外
把
持
、
不
由
他

不
上
去
。」

（
１０
）「
不
肯
與
他
散
」　

気
の
聚
散
に
よ
っ
て
生
死
を
説
く
こ
と
か
ら
、
気
の
拡

散
は
死
を
意
味
す
る
。『
荘
子
』
外
篇
「
知
北
游
」「
人
之
生
、
氣
之
聚
也
。

聚
則
爲
生
、
散
則
爲
死
。」『
語
類
』
巻
三
、一
七
条
、
湯
泳
録
（
Ⅰ36

）「
氣

聚
則
生
、
氣
散
則
死
。」
気
を
散
じ
さ
せ
な
い
と
は
、
不
死
を
希
求
す
る
立

場
を
意
味
し
、
こ
こ
で
は
道
教
の
養
生
法
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１１
）「
長
生
久
視
也
未
見
得
、
只
是
做
得
到
、
也
便
未
會
死
」　
『
朱
子
語
類
考
文

解
義
』
は
こ
の
部
分
を
、「
也
未
見
得
、
謂
未
見
其
長
生
者
。」
と
解
釈
す
る
。

ま
た
、「
長
生
久
視
」
の
語
は
、『
老
子
』
五
九
章
「
早
服
謂
之
重
積
德
、
重

積
德
則
無
不
克
、
無
不
克
則
莫
知
其
極
、
莫
知
其
極
、
可
以
有
國
。
有
國
之

母
、
可
以
長
久
。
是
謂
深
根
固
柢
、
長
生
久
視
之
道
。」
に
基
づ
く
。「
做
得

到
」は
や
り
抜
く
。朱
子
の
道
教
と
仏
教
に
対
す
る
批
判
は
以
下
を
参
照
。『
語

類
』
卷
一
二
六
、一
六
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅷ3013

）「
老
氏
只
是
要
長
生
、
節

病
易
見
。
釋
氏
於
天
理
大
本
處
見
得
些
分
數
、
然
却
認
爲
己
有
、
而
以
生
爲

寄
。」
ま
た
朱
子
は
、
以
下
に
引
く
用
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
い
た
ず
ら

に
長
く
生
き
長
ら
え
る
こ
と
を
、
道
理
を
体
得
す
る
こ
と
よ
り
も
価
値
の
低

い
も
の
と
考
え
て
お
り
、
こ
こ
に
「
只
是
做
得
到
、
也
便
未
會
死
」
と
す
る

京
都
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立
場
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。『
語
類
』巻
二
六
、八
二
条
、李
壯
祖
録（
Ⅱ

661
）「
若
人
而
聞
道
、則
生
也
不
虛
、死
也
不
虛
。
若
不
聞
道
、則
生
也
枉
了
。

死
也
枉
了
。」

（
１２
）「
放
得
下
」��「
放
下
」
で
既
出
。
放
り
出
す
、
や
め
る
、
執
着
を
絶
つ
。『
語

類
』
巻
一
五
、一
〇
七
条
、
董
銖
録
、（
Ⅰ303

）。『
岩
波
仏
教
辞
典
』「
放
り

投
げ
て
落
と
す
、
放
棄
す
る
の
意
。
仏
教
語
と
し
て
は
、
心
身
に
ま
つ
わ
る

一
切
の
執
着
、
ま
た
そ
の
原
因
と
な
る
す
べ
て
の
も
の
を
捨
離
す
る
こ
と
。」

（
１３
）「
作
弄
」��

弄
ぶ
、
い
じ
く
る
、
の
意
。『
語
類
』
巻
一
二
六
、一
三
四
条
、

沈
僩
録
（
Ⅷ3035

）「
後
來
達
磨
入
中
國
…
到
得
後
來
…
不
必
看
經
、
不

必
靜
坐
、
越
弄
得
來
闊
、
其
實
只
是
作
弄
這
些
精
神
。」

（
１４
）「
各
正
性
命
、
保
合
太
和
」　
『
周
易
』
乾
卦
彖
伝
「
乾
道
變
化
、
各
正
性

命
、
保
合
太
和
、
乃
利
貞
。」『
本
義
』「
變
者
、
化
之
漸
。
化
者
、
變
之
成
。

物
所
受
爲
性
、
天
所
賦
爲
命
。
太
和
、
陰
陽
會
合
沖
和
之
氣
也
。
各
正
者
、

得
於
有
生
之
初
。
保
合
者
、全
於
已
生
之
後
。
此
言
乾
道
變
化
、无
所
不
利
、

而
萬
物
各
得
其
性
命
以
自
全
。
以
釋
利
貞
之
義
也
。」

１４
条

　

而
今
人
會
說
話
行
動
、
凡
百
皆
是
天
之
明
命
、
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
、
也
是

天
之
明
命
。　

夔
孫

〔
校
勘
〕

○
「
而
今
人
會
説
話
行
動
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
人
」
を
「
人
之
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

今
、
人
が
し
ゃ
べ
っ
た
り
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
ら
の
一
切

全
て
が
「
天
の
明
命
」
で
あ
り
、「
人
心
惟
れ
危
う
し
、
道
心
惟
れ
微
か
な
り
」

も
や
は
り
「
天
の
明
命
」
で
あ
る
。　

林
虁
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
凡
百
」　

一
切
、
の
意
。　
『
語
類
』
卷
八
〇
、三
六
条
、
邵
浩
録
（
Ⅵ

2074

）「
伯
恭
凡
百
長
厚
、
不
肯
非
毀
前
輩
、
要
出
脫
回
護
。」

（
２
）「
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
」　
『
尚
書
』「
大
禹
謨
」「
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
、

惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
。」

　
　

傳
二
章
釋
新
民

１５
条

　

苟
日
新
一
句
是
爲
學
入
頭
處
。
而
今
爲
學
、且
要
理
會
苟
字
。
苟
能
日
新
如
此
、

則
下
面
兩
句
工
夫
方
能
接
續
做
去
。
而
今
學
者
只
管
要
日
新
、
却
不
去
苟
字
上
面

著
工
夫
。
苟
日
新
、
苟
者
、
誠
也
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
「
苟
日
新
一
句
」　

朝
鮮
古
写
本
は
冒
頭
に
「
盤
銘
三
句
」
の
四
字
が
多
い
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

六
一



○
「
上
面
著
工
夫
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。

○
「
却
不
去
苟
字
上
面
著
工
夫
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本

は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。

○
「
苟
日
新
、
苟
者
、
誠
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
苟
日
新
、
苟
、
誠
也
。
要
緊

在
此
一
字
。」
と
な
っ
て
お
り
、
一
六
条
の
内
容
と
共
通
し
て
い
る
。

○
「
泳
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
泳
○
賀
孫
録
同
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
苟
に
日
に
新
た
」
の
一
句
は
学
問
に
お
け
る
と
っ
か
か
り
の
箇
所
だ
。
今
、

学
問
を
す
る
に
際
し
て
は
、ひ
と
ま
ず「
苟
」の
字
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
。

本
当
に
日
に
新
た
に
す
る
こ
と
が
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
後
の
二

句
の
工
夫
（
日
日
に
新
た
、
又
た
日
に
新
た
）
は
続
い
て
い
け
る
の
だ
。
今
の
学

者
は
ひ
た
す
ら
「
日
に
新
た
」
に
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
、「
苟
」
の
字
に
即
し

て
工
夫
し
よ
う
と
し
な
い
。「
苟
に
日
に
新
た
」
に
お
け
る
「
苟
に
」
と
は
「
誠
」

の
こ
と
だ
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）「
苟
日
新
」　
『
大
学
章
句
』
伝
二
章
「
湯
之
盤
銘
曰
。
苟
日
新
、
日
日
新
、

又
日
新
。」
朱
注
「
苟
、
誠
也
。
湯
以
人
之
洗
濯
其
心
以
去
惡
、
如
沐
浴
其

身
以
去
垢
。
故
銘
其
盤
、
言
誠
能
一
日
有
以
滌
其
舊
染
之
汗
而
自
新
、
則
當

因
其
已
新
者
、
而
日
日
新
之
、
又
日
新
之
、
不
可
略
有
間
斷
也
。」

（
２
）「
入
頭
」　

と
っ
か
か
り
。『
朱
文
公
文
集
』巻
五
三「
答
胡
季
随
」第
一
書「
易

傳
平
淡
縝

極
好
看
、
然
亦
極
難
看
。
大
抵
講
學
湏
先
有
一
入
頭
處
、
方
好

下
工
夫
。」

（
３
）「
却
不
去
苟
字
上
面
著
工
夫
」　
「
去
」
は
心
理
的
な
方
向
を
表
す
助
字
。
三

浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
三
四
頁
。「
上
面
」
は
、～
の
上
、～
の
と
こ
ろ
、

～
に
即
し
て
。「
著
」
は
用
い
る
、
行
う
。

（
４
）「
泳
」　
『
朱
子
語
録
姓
氏
』
に
出
現
す
る
「
泳
」
に
は
胡
泳
と
湯
泳
の
二
名

が
有
り
、
両
者
を
区
別
す
る
為
に
、
胡
泳
の
場
合
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
記
録
者

名
を
記
す
。
従
っ
て
「
泳
」
一
文
字
の
場
合
は
湯
泳
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
頁
九
五
。

１６
条

　

苟
、
誠
也
。
要
緊
在
此
一
字
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
本
条
を
独
立
し
た
一
条
と
せ
ず
、
一
五
条
の
末
尾
に
同
文
が
見

え
る
。

〔
訳
〕

　
「
苟
」
と
は
「
誠
」
と
い
う
こ
と
だ
。
重
点
は
こ
の
一
字
に
あ
る
。　

葉
賀
孫

録
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〔
注
〕

（
１
）「
苟
、誠
也
。」��『
大
学
章
句
』
伝
二
章
「
湯
之
盤
銘
曰
。
苟
日
新
、日
日
新
、

又
日
新
。」
朱
注
「
苟
、
誠
也
。」

（
２
）「
要
緊
」　

重
点
の
こ
と
。
既
出
。『
語
類
』巻
一
四
、三
七
条
、葉
賀
孫
録（
Ⅰ

255

）
参
照
。

１７
条

　

苟
日
新
。
須
是
真
箇
日
新
、
方
可
日
日
新
、
又
日
新
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
「
須
」
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
真
箇
日
新
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
苟
に
日
に
新
た
」に
つ
い
て
。
本
当
に
日
に
新
た
に
し
て
こ
そ
、は
じ
め
て「
日

日
に
新
た
に
、
又
た
日
に
新
た
に
」
で
き
る
の
だ
。��

湯
泳
録

１８
条

　

舊
來
看
大
學
日
新
處
、
以
爲
重
在
後
兩
句
、
今
看
得
重
在
前
一
句
。
苟
字
多
訓

誠
字
。　

璘

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
）
以
前
『
大
学
』
の
「
日
新
」
の
箇
所
を
見
て
、重
点
は
後
の
二
句
（「
日

日
新
、
又
日
新
」）
に
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
今
は
、
重
点
は
前
の
一
句
に
あ

る
と
わ
か
っ
た
。「
苟
」の
字
は「
誠
」字
に
訓
詁
す
る
こ
と
が
多
い
。　

滕
璘
録
。

１９
条

　

苟
字
訓
誠
、
古
訓
釋
皆
如
此
、
乍
看
覺
差
異
。
人
誠
能
有
日
新
之
功
、
則
須
日

有
進
益
。
若
暫
能
日
新
、
不
能
接
續
、
則
前
日
所
新
者
、
却
間
斷
衰
頽
了
、
所
以

不
能
日
日
新
、
又
日
新
也
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
須
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
却
間
斷
衰
頽
了
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
斷
」
を
「
断
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
苟
」
の
字
を
「
誠
」
と
訓
詁
す
る
の
は
、
古
の
訓
詁
で
は
い
ず
れ
も
そ
の
よ

う
で
あ
る
が
、
一
見
す
る
限
り
、
や
や
違
和
感
を
覚
え
る
が
、
し
か
し
人
に
本
当

に
「
日
新
」
の
工
夫
が
あ
れ
ば
、
日
々
進
歩
が
あ
る
に
違
い
無
い
。
も
し
か
り
そ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

六
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め
に
「
日
新
」
し
た
だ
け
で
、
継
続
で
き
な
け
れ
ば
、
前
日
に
新
た
に
し
た
こ
と

は
、
途
切
れ
て
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
故
「
日
々
に
新
た
に
し
、
又
日
に

新
た
」
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。　

萬
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
苟
字
訓
誠
、
古
訓
釋
皆
如
此
」　
『
周
易
』
繋
辞
下
伝
「
苟
非
其
人
」『
周

易
集
解
』
引
虞
翻
注
「
苟
、
誠
。」

（
２
）「
衰
頹
」�

劣
っ
て
い
る
様
を
言
う
。『
語
類
』
巻
四
、九
二
条
、
徐
舛
録
（
Ⅰ

77

）「
稟
得
精
英
之
氣
、
便
爲
聖
、
爲
賢
、
便
是
得
理
之
全
、
得
理
之
正
。

…
稟
得
衰
頹
薄
濁
者
、
便
爲
愚
不
肖
、
爲
貧
、
爲
賤
、
爲
夭
。」

２０
条

　

苟
日
新
、
新
是
對
舊
染
之
汗
而
言
。
日
日
新
、
又
日
新
、
只
是
要
常
常
如
此
、

無
間
斷
也
。
新
與
舊
、非
是
去
外
面
討
來
。
昨
日
之
舊
、乃
是
今
日
之
新
。
道
夫
云
。

這
正
如
孟
子
操
存
舍
亡
說
、
存
與
亡
、
非
是
有
兩
物
。
曰
。
然
。
只
是
在
一
念
間

爾
。
如
顧
諟
天
之
明
命
、
上
下
文
都
說
明
德
、
這
裏
却
說
明
命
。
蓋
天
之
所
以
與

我
、
便
是
明
命
。
我
之
所
得
以
爲
性
者
、
便
是
明
德
。
命
與
德
皆
以
明
爲
言
、
是

這
箇
物
本
自
光
明
、
顯
然
在
裏
、
我
却
去
昏
蔽
了
他
、
須
用
日
新
。
說
得
來
、
又

只
是
箇
存
心
。
所
以
明
道
云
、
聖
賢
千
言
萬
語
、
只
是
欲
人
將
已
放
之
心
約
之
使

反
覆
入
身
來
。
自
能
尋
向
上
去
、
下
學
而
上
達
也
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
苟
日
新
」��

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
三
字
無
し
。

○
「
無
間
斷
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
斷
」
を
「
断
」
に
作
る
。

○
「
孟
子
操
存
舍
亡
說
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
孟
子
操
存
舍
亡
之
說
」
に
作
る
。

○
「
只
是
在
一
念
間
爾
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
這
只
是
在
一
念
間
爾
」
に
作
る
。

○
「
如
顧
諟
天
之
明
命
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
只
如
顧
諟
天
之
明
命
」
に
作
る
。

○
「
這
裏
却
說
」
万
暦
本
、和
刻
本
は
「
裏
」
字
を
「
裡
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
蓋
天
之
所
以
與
我
」��

万
暦
本
、和
刻
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
蓋
」
字
を
「
盖
」

に
作
る
。

○
「
是
這
箇
物
本
自
光
明
」　

万
曆
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
字
を
「
个
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
須
用
日
新
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
却
須
用
日
新
」
に
作
る
。
ま
た
万
曆
本
、

和
刻
本
は
「
須
」
字
を
「
湏
」
に
作
る
。

○
「
說
得
來
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
到
恁
地
說
得
來
」
に
作
る
。

○
「
反
覆
入
身
來
」　
「
反
」
を
朝
鮮
古
写
本
は
「
及
」
に
作
る
。「
覆
」
を
朝
鮮

古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
復
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
苟
に
日
に
新
た
」
の
「
新
」
と
は
、
旧
来
の
染
み
つ
い
た
汚
れ
に
対
し
て
言

っ
て
い
る
。『
日
日
新
た
に
、
又
た
日
に
新
た
に
』
と
は
、
た
だ
、
常
に
こ
の
よ

う
に
し
て
、
途
切
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。「
新
」
と
「
旧
」
と

は
外
面
に
向
か
っ
て
探
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
。
昨
日
「
旧
」
で
あ
っ
た
も
の

が
、今
日
に
は「
新
」と
な
る
の
だ
。
楊
道
夫
は
言
っ
た
。「
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど『
孟

子
』
の
『
操
れ
ば
則
ち
存
し
、舍
つ
れ
ば
則
ち
亡
く
す
』
の
説
が
、「
存
」
と
「
亡
」
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の
二
つ
の
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
（
放
心
を
存
す
る
か
否
か
の
一
事
で
し
か
な

い
）、
と
い
う
の
と
似
て
い
ま
す
。」
先
生
が
仰
っ
た
。「
そ
の
通
り
だ
。
自
分
の

意
識
の
中
で
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。『
諟
の
天
の
明
命
を
顧
み
る
』
の
前
後
の

文
は
み
な
明
徳
を
説
く
の
に
、
こ
の
部
分
は
明
命
を
説
く
。
思
う
に
、
天
が
自
分

に
与
え
る
も
の
が
つ
ま
り
明
命
で
、
自
分
が
得
て
性
と
す
る
も
の
が
、
つ
ま
り
明

徳
な
の
だ
。『
命
』
と
『
徳
』
と
は
ど
ち
ら
も
『
明
』
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
が
、

そ
れ
は
こ
れ
ら
が
元
々
光
り
輝
い
て
い
て
、顕
然
と
（
心
の
）
中
に
あ
る
の
だ
が
、

私
た
ち
は
そ
れ
を
昏
ま
し
蔽
っ
て
し
ま
う
の
で
、『
日
に
新
た
に
』
し
な
い
と
い

け
な
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
た
（『
孟
子
』
盡
心

篇
の
）『
心
を
存
す
』で
も
あ
る
。だ
か
ら
明
道
は
以
下
の
よ
う
に
言
っ
た
の
だ
。『
古

の
聖
賢
の
膨
大
な
教
え
は
、
要
す
る
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
良
心
を
探
し
求
め
て
取

り
収
め
、
繰
り
返
し
我
が
身
に
入
れ
さ
せ
る
も
の
だ
。
自
ら
「
放
心
」
を
求
め
て

向
上
で
き
た
な
ら
ば
、（
孔
子
の
言
う
）
下
学
上
達
と
い
え
よ
う
。』
と
。」　

楊
道

夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
舊
染
之
汗
」　

心
の
汚
れ
を
指
す
。『
大
学
章
句
』
伝
二
章
「
湯
之
盤
銘
曰
。

苟
日
新
、
日
日
新
、
又
日
新
。」
朱
注
「
湯
以
人
之
洗
濯
其
心
以
去
惡
、
如

沐
浴
其
身
以
去
垢
、
故
銘
其
盤
、
言
誠
能
一
日
有
以
滌
其
舊
染
之
汗
而
自
新
、

則
當
因
其
已
新
者
、
而
日
日
新
之
、
又
日
新
之
、
不
可
略
有
間
斷
也
。」

（
２
）「
去
外
面
討
來
」　
「
討
」
は
探
す
、
求
め
る
。

（
３
）「
操
存
舍
亡
」��『
孟
子
』「
告
子
」上「
孔
子
曰
。
操
則
存
、舍
則
亡
。
出
入
無
時
、

莫
知
其
郷
。」

（
４
）「
只
是
在
一
念
間
爾
」　
「
存
す
る
も
亡
ず
る
も
、
た
だ
一
念
の
間
に
あ
り
、

全
て
は
一
念
の
あ
り
方
次
第
に
係
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
。『
語
類
』
巻

一
五
、一
〇
七
条
、
董
銖
録
、（
Ⅰ303

）「
一
念
纔
放
下
、
便
是
失
其
正
。
自

古
無
放
心
底
聖
賢
、
然
一
念
之
微
、
所
當
深
謹
、
纔
說
知
至
後
不
用
誠
意
、

便
不
是
。」

（
５
）「
上
下
文
都
說
明
德
」　
『
大
学
』
の
伝
の
「
大
甲
曰
。
顧
諟
天
之
明
命
。」

の
部
分
の
上
文
は
「
康
誥
曰
。
克
明
德
。」
で
あ
り
、直
後
の
文
は
「
帝
典
曰
。

克
明
峻
德
。」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
徳
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

（
６
）「
這
箇
物
本
自
光
明
」　
「
本
自
」
は
本
よ
り
。「
自
」
は
単
に
二
音
節
に
す

る
た
め
に
添
え
ら
れ
た
も
の
。
三
浦
國
雄
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
七
一
頁
、

巻
一
四
、九
二
条
、
一
一
五
条
に
既
出
。

（
７
）「
又
只
是
箇
存
心
」　
『
孟
子
』「
盡
心
」上「
存
其
心
、養
其
性
、所
以
事
天
也
。」

朱
注
「
存
、
謂
操
而
不
舍
。」

（
８
）「
説
得
來
」　
「
言
う
な
ら
ば
」。
校
勘
で
指
摘
し
た
通
り
、朝
鮮
古
写
本
は「
説

得
來
」
を
「
到
恁
地
説
得
來
」
に
作
る
。
そ
の
場
合
は
「
こ
こ
に
ま
で
説
き

至
っ
た
な
ら
ば
」「
結
局
の
と
こ
ろ
」
の
意
。

（
９
）「
明
道
云
…
」��

『
二
程
遺
書
』
巻
一
「
聖
賢
千
言
萬
語
、
只
是
欲
人
將
已
放

之
心
、
約
之
使
反
復
入
身
來
。
自
能
尋
向
上
去
、
下
學
而
上
達
也
。」
本
巻

八
条
の
注
参
照
。

（
１０
）「
已
放
之
心
」��

失
っ
て
し
ま
っ
た
良
心
。『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
學
問
之

道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
。」
朱
注
は
『
孟
子
』「
告
子
」
上
の
こ
の
部
分

の
注
に
こ
の
明
道
語
を
引
く
。

（
１１
）「
反
覆
」��

繰
り
返
す
こ
と
。『
周
易
』
乾
卦
象
伝
「
終
日
乾
乾
、反
復
道
也
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

六
五



朱
子
本
義
「
反
復
、
重
復
践
行
之
意
。」

（
１２
）「
下
學
而
上
達
」��

『
論
語
』「
憲
問
」「
子
曰
。
不
怨
天
、
不
尤
人
。
下
學
而

上
達
。
知
我
者
其
天
乎
。」
朱
注
引
程
子
說
曰
「
學
者
須
守
下
學
上
達
之
語
、

乃
學
之
要
。
蓋
凡
下
學
人
事
、
便
是
上
達
天
理
。
然
習
而
不
察
、
則
亦
不
能

以
上
達
矣
。」

（
１３
）「
楊
道
夫
」��

字
仲
愚
、
建
甯
人
。
既
出
。

２１
条

　

湯
日
日
新
。
書
云
、
終
始
惟
一
、
時
乃
日
新
。
這
箇
道
理
須
是
常
接
續
不
已
、

方
是
日
新
。
才
有
間
斷
、
便
不
可
。
盤
銘
取
沐
浴
之
義
。
蓋
爲
早
間
盥
濯
才
了
、

晩
下
垢
汗
又
生
、
所
以
常
要
日
新
。　

德
明

〔
校
勘
〕

○
「
湯
日
日
新
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
湯
之
日
新
」
に
作
る
。

○
「
這
箇
道
理
」��

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
這
个
道
理
」
に
作
る
。

○「
須
是
常
接
續
不
已
」��

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は「
湏
是
常
接
續
不
已
」

に
作
る
。

○
「
才
有
間
斷
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
才
有
間
断
」
に
作
る
。

○
「
蓋
爲
早
間
盥
濯
才
了
」�

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

湯
（
の
盤
銘
）
に
は
「
日
日
に
新
た
」、『
尚
書
』（「
咸
有
一
德
」）
に
は
「
終

始
惟
れ
一
、
時
れ
乃
ち
日
に
新
た
」
と
言
う
。
こ
の
意
味
は
、
常
に
持
続
し
て
休

む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
始
め
て
「
日
に
新
た
」
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

わ
ず
か
で
も
途
切
れ
て
し
ま
え
ば
、
も
う
だ
め
だ
。（
湯
の
）
盤
銘
は
沐
浴
の
意

味
を
取
っ
て
い
る
。
思
う
に
早
朝
に
沐
浴
し
て
や
っ
と
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
も
、

晩
に
は
垢
が
ま
た
生
ず
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
い
つ
も
「
日
に
新
た
」
に
せ
ね
ば

な
ら
な
い
の
だ
。��

廖
德
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
終
始
惟
一
、
時
乃
日
新
」��

『
尚
書
』「
咸
有
一
德
」「
今
嗣
王
新
服
厥
命
。

惟
新
厥
德
。
終
始
惟
一
。
時
乃
日
新
。」
集
伝
「
終
始
有
常
、
而
無
閒
斷
、

是
乃
所
以
日
新
也
。」

（
２
）「
盤
銘
取
沐
浴
之
義
」��

『
大
學
章
句
』
伝
二
章
「
湯
之
盤
銘
曰
。
苟
日
新
、

日
日
新
、又
日
新
。」
朱
注
「
盤
、沐
浴
之
盤
也
。
銘
、名
其
器
以
自
警
之
辭
也
。

苟
、誠
也
。
湯
以
人
之
洗
濯
其
心
以
去
惡
、如
沐
浴
其
身
以
去
垢
。
故
銘
其
盤
、

言
誠
能
一
日
有
以
滌
其
舊
染
之
汗
而
自
新
、
則
當
因
其
已
新
者
、
而
日
日
新

之
、
又
日
新
之
、
不
可
畧
有
間
斷
也
。」

（
３
）「
盥
濯
」　

盥
で
洗
う
こ
と
を
言
う
。『
語
類
』
巻
四
〇
、一
一
条
、
黄
義
剛

録
（
Ⅲ1026

）「
林
恭
甫
問
浴
沂
事
。
曰
。
想
當
時
也
真
是
去
浴
。
但
古
人

上
巳
祓
禊
、
只
是
盥
濯
手
足
、
不
是
解
衣
浴
也
。」

（
４
）「
晩
下
」　

お
そ
く
な
っ
て
か
ら
。『
字
海
便
覧
』「
晩
下
ト
ハ
、
バ
ン
カ
タ
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ト
云
フ
コ
ト
ナ
リ
」

２２
条

　

徐
仁
父
問
。
湯
之
盤
銘
曰
。
日
日
新
。
繼
以
作
新
民
。
日
新
是
明
德
事
、
而
今

屬
之
作
新
民
之
上
。
意
者
、
申
言
新
民
必
本
於
在
我
之
自
新
也
。
曰
。
然
。
莊
子

言
、
語
道
而
非
其
序
、
則
非
道
矣
。
橫
渠
云
、
如
中
庸
文
字
、
直
須
句
句
理
會
過
、

使
其
言
互
相
發
。
今
讀
大
學
、
亦
然
。
某
年
十
七
八
時
、
讀
中
庸
大
學
、
每
早
起

須
誦
十
遍
。
今
大
學
可
且
熟
讀
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
繼
以
作
新
民
」��

朝
鮮
古
写
本
は
「
継
以
作
新
民
」
に
作
る
。

○
「
而
今
屬
之
作
新
民
之
上
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
屬
」
を
「
属
」
に
作
る
。

○
「
直
須
句
句
理
會
過
」��

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
須
」
字
を
「
湏
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

〔
訳
〕

　

徐
容
が
質
問
し
た
。「
湯
の
盤
銘
は
『
日
日
に
新
た
』
と
言
い
、
そ
の
す
ぐ
後

に
『
新
た
に
す
る
民
を
作
す
』
と
言
い
ま
す
。『
日
新
』
と
は
『
明
徳
』
の
こ
と

で
す
が
、今
『
日
新
』
を
『
新
た
に
す
る
民
を
作
す
』
の
上
に
属
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
は
、『
民
を
新
た
に
す
る
』
と
い
う
こ
と
が
必
ず
、
自
分
が
自
ら
新
た
に

す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
こ
と
を
、
丁
寧
に
説
い
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。」
先
生
「
そ
の
通
り
だ
。
荘
子
は
『
道
を
語
り
て
其
の
序
に
非
ざ
れ
ば
、

則
ち
道
に
非
ず
』
と
言
い
、
張
載
は
『
中
庸
の
文
字
は
一
句
一
句
考
え
て
玩
味
し

て
い
き
、
そ
の
言
葉
を
互
い
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
明
ら
か
に
さ
せ
る
の
が
よ
い
。』

と
言
う
。
今『
大
学
』を
読
む
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
私
は
十
七
、八
歳
の
時
に『
中

庸
』
や
『
大
学
』
を
読
む
時
、
い
つ
も
早
起
き
し
て
必
ず
十
回
声
に
出
し
て
読
ん

だ
。
今
、
諸
君
も
と
り
あ
え
ず
『
大
学
』
を
熟
読
し
て
み
な
さ
い
。」��

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
徐
仁
父
」　

徐
容
、
字
仁
父
、
永
嘉
人
、
徐

の
弟
。『
考
亭
淵
源
録
』
巻

一
四
、『
朱
子
實
紀
』
巻
八
、『
儒
林
宗
派
』
巻
一
〇
は
い
ず
れ
も
朱
子
の
弟

子
に
数
え
る
。

（
２
）「
作
新
民
」　
『
大
学
章
句
』
伝
二
章
「
康
誥
曰
。
作
新
民
」
朱
注
「
鼓
之
舞

之
之
謂
作
、
言
振
起
其
自
新
之
民
也
。」

（
３
）「
莊
子
言
、
語
道
而
非
其
序
、
則
非
道
矣
」　
『
荘
子
』「
天
下
」「
語
道
而
非

其
序
者
、
非
其
道
也
。
語
道
而
非
其
道
者
、
安
取
道
。」�

（
４
）「
橫
渠
云
、
如
中
庸
文
字
、
直
須
句
句
理
會
過
、
使
其
言
互
相
發
。」　
『
近

思
録
』
と
『
中
庸
輯
略
』
は
共
に
こ
の
語
を
引
い
て
「
如
中
庸
文
字
輩
、
直

須
句
句
理
會
過
、
使
其
言
互
相
發
明
。」
と
し
て
い
る
。

（
５
）「
某
年
十
七
八
時
、
讀
中
庸
大
學
」��

朱
子
が
若
年
に
お
い
て
辛
苦
し
な
が

ら
読
書
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
の
記
録
が
あ
る
。『
語
類
』
巻

一
〇
四
、八
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅶ2612

）「
某
是
自
十
六
七
時
下
工
夫
讀
書
、

彼
時
四
旁
皆
無
津
涯
、
只
自
恁
地
硬
著
力
去
做
。
至
今
日
雖
不
足
道
、
但
當

時
也
是
喫
了
多
少
辛
苦
、
讀
了
書
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

六
七



23
条

　

鼓
之
舞
之
之
謂
作
。
如
擊
鼓
然
、自
然
使
人
跳
舞
踴
躍
。
然
民
之
所
以
感
動
者
、

由
其
本
有
此
理
。
上
之
人
既
有
以
自
明
其
明
德
、
時
時
提
撕
警
策
、
則
下
之
人
觀

瞻
感
發
、
各
有
以
興
起
其
同
然
之
善
心
、
而
不
能
已
耳
。　

僩

〔
校
勘
〕

〇
「
僩
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
除
く
全
て
の
版
本
は
「
僴
」
に
作
る
。

〇
「
上
之
人
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
但
上
之
人
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
鼓
舞
す
る
こ
と
を
、（
新
民
を
）
起
こ
す
、
と
い
う
。」
こ
れ
は
太
鼓
を
打
つ

場
合
の
よ
う
な
も
の
で
、
自
然
と
周
り
の
も
の
を
躍
ら
せ
て
奮
い
立
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。
し
か
し
民
が
感
動
す
る
の
も
、
民
に
も
と
も
と
こ
の
理
が
備
わ

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
上
位
者
（
為
政
者
）
が
す
で
に
自
ら
の
明
徳
を
明
ら
か

に
し
、
ま
た
常
に
（
下
の
も
の
）
を
目
覚
め
さ
せ
て
励
ま
せ
ば
、
下
の
も
の
た
ち

は
そ
れ
を
見
て
感
動
奮
発
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
皆
、
同
じ
く
備
え
て
い
る
自
己
の
善

心
を
喚
起
し
、
や
め
よ
う
と
し
て
も
や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。　

沈

僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
鼓
之
舞
之
之
謂
作
」　
『
大
学
章
句
』伝
二
章「
康
誥
曰
。
作
新
民
。」朱
注「
鼓

之
舞
之
之
謂
作
。
言
振
起
其
自
新
之
民
也
。」「
鼓
之
舞
之
」
は
『
易
』
に
本

づ
く
。『
易
』「
繋
辞
上
」「
子
曰
。
聖
人
立
象
以
盡
意
、…
鼓
之
舞
之
以
盡
神
。」

孔
頴
達
疏
「
鼓
之
舞
之
以
盡
神
者
、此
一
句
總
結
立
象
盡
意
、繫
辭
盡
言
之
美
。

聖
人
立
象
以
盡
其
意
、
繫
辭
則
盡
其
言
、
可
以
説
化
百
姓
之
心
、
百
姓
之
心

自
然
樂
順
、
若
鼓
舞
然
、
而
天
下
從
之
。」

（
２
）「
擊
鼓
」「
踴
躍
」　
「
踴
躍
」
は
躍
り
起
こ
っ
て
、勢
い
よ
く
進
む
こ
と
。『
詩

経
』「
邶
風
」「
撃
鼓
」「
擊
鼓
其
鏜
、
踊
躍
用
兵
。」

（
３
）「
跳
舞
」　
『
毛
詩
注
疏
』「
関
雎
」
大
序
「
情
動
於
中
、
而
形
於
言
。
言
之

不
足
、
故
嗟
歎
之
。
嗟
歎
之
不
足
、
故
永
歌
之
。
永
歌
之
不
足
、
不
知
手
之

舞
之
、
足
之
蹈
之
也
。」

（
４
）「
提
撕
警
策
」　
「
提
撕
」
は
「
提
醒
」、「
提
省
」、「
提
警
」、「
喚
醒
」
な
ど

と
同
義
。
精
神
を
覚
醒
さ
せ
る
、
励
ま
す
。「
警
策
」
は
む
ち
で
打
っ
て
い

ま
し
め
る
、
励
ま
す
、
の
意
。

（
５
）「
同
然
之
善
心
」��

『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
至
於
心
、
獨
無
所
同
然
乎
。
心

之
所
同
然
者
、
何
也
。
謂
理
也
、
義
也
。
聖
人
先
得
我
心
之
所
同
然
耳
。
故

理
義
之
悅
我
心
、
猶
芻
豢
之
悅
我
口
。」

（
６
）「
各
有
以
興
起
其
同
然
之
善
心
、
而
不
能
已
」　
「
不
能
已
」
に
つ
い
て
は
以

下
を
参
照
。『
大
学
或
問
』「
既
有
是
物
、
則
其
所
以
爲
是
物
者
、
莫
不
各
有

當
然
之
則
、而
自
不
容
已
。
是
皆
得
於
天
之
所
賦
、而
非
人
之
所
能
爲
也
。」「
身

之
所
接
、
則
有
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
・
長
幼
・
朋
友
之
常
、
是
皆
必
有
當
然

之
則
、
而
自
不
容
已
、
所
謂
理
也
。」
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周
雖
舊
邦
、
其
命
維
新
。
自
新
新
民
、
而
至
於
天
命
之
改
易
、
可
謂
極
矣
。
必

如
是
而
後
爲
止
於
至
善
也
。　

僩

〔
校
勘
〕

〇
「
僩
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
む
全
て
の
版
本
は
「
僴
」
に
作
る
。

〇
「
天
命
之
改
易
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
天
命
之
新
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
周
は
旧
邦
で
あ
る
が
、
そ
の
天
命
は
新
た
で
あ
る
。」
自
ら
を
新
た
に
し
て
民

を
新
た
に
し
、
そ
し
て
天
命
が
改
ま
る
事
態
に
ま
で
至
っ
た
の
は
、（
新
民
の
）

極
地
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
か
な
ら
ず
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、「
至
善
に
止

ま
る
」
こ
と
に
な
る
の
だ
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
周
雖
舊
邦
、
其
命
維
新
」　
『
大
学
章
句
』
伝
二
章
「
詩
曰
。
周
雖
舊
邦
、

其
命
惟
新
。」
朱
注
「
詩
大
雅
文
王
之
篇
。
言
周
國
雖
舊
、
至
於
文
王
、
能

新
其
德
以
及
於
民
、
而
始
受
天
命
也
。」『
大
学
或
問
』「
曰
。
詩
之
言
周
雖

舊
邦
、
其
命
維
新
、
何
也
。
曰
。
言
周
之
有
邦
、
自
后
稷
以
來
千
有
餘
年
、

至
於
文
王
、
聖
徳
日
新
而
民
亦
丕
變
。
故
天
命
之
以
有
天
下
。
是
其
邦
雖
舊
、

而
命
則
新
也
。
蓋
民
之
視
效
在
君
、
而
天
之
視
聽
在
民
、
君
徳
既
新
、
則
民

徳
必
新
、
民
徳
既
新
、
則
天
命
之
新
亦
不
旋
日
矣
。」

（
２
）「
可
謂
極
矣
」　
『
大
学
章
句
』
伝
二
章
「
是
故
君
子
無
所
不
用
其
極
。」
朱

注
「
自
新
・
新
民
、
皆
欲
止
於
至
善
也
。」

25
条

　

其
命
維
新
、
是
新
民
之
極
、
和
天
命
也
新
。　

大
雅

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　
「
そ
の
天
命
は
新
た
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
民
を
新
た
に
す
る
こ
と
を
究
極

な
と
こ
ろ
ま
で
行
え
ば
、
天
命
さ
え
も
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
だ
。　

余
大
雅
録

〔
注
〕

（
１
）「
和
天
命
也
新
」��

「
和
…
也
…
」
で
「
…
さ
え
も
」「
…
す
ら
も
」。「
和
」

は
現
代
中
国
語
の
「
連
」
と
同
じ
。『
宋
元
語
言
詞
典
』「
和
、連
、連
同
。」（
頁

五
五
一
）

　
　

傳
三
章
釋
止
於
至
善

26
条

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

六
九



　

緡
蠻
黄
鳥
、
止
于
丘
隅
。
物
亦
各
尋
箇
善
處
止
、
可
以
人
而
不
如
鳥
乎
。　

德

明〔
校
勘
〕

〇
「
箇
」　

万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
个
」
に
作
る
。

〇
「
善
處
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕　

　
「
緡め
ん

蛮ば
ん

と
鳴
く
黄
鳥
は
、
丘
隅
に
止
ま
る
」。
物
で
さ
え
そ
れ
ぞ
れ
良
い
と
こ
ろ

を
見
つ
け
て
そ
こ
に
止
ま
る
の
に
、「
人
間
が
か
え
っ
て
鳥
に
及
ば
な
い
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
」。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
緡
蠻
黄
鳥
、
止
于
丘
隅
」「
可
以
人
而
不
如
鳥
乎
」　
『
大
学
章
句
』
伝
三

章
「
詩
云
。
緡
蠻
黄
鳥
、
止
于
丘
隅
。
子
曰
。
於
止
、
知
其
所
止
、
可
以
人

而
不
如
鳥
乎
。」
朱
注
「
緡
、
詩
作
綿
。
詩
小
雅
綿
蠻
之
篇
。
緡
蠻
、
鳥
聲
。

丘
隅
、岑
蔚
之
處
。子
曰
以
下
、孔
子
説
詩
之
辭
。言
人
當
知
所
當
止
之
處
也
。」

「
岑
蔚
」
は
、
草
や
樹
が
深
く
茂
る
様
子
。

27
条

　

於
緝
熙
敬
止
。
緝
熙
是
工
夫
、
敬
止
是
功
效
收
殺
處
。　

〔
校
勘
〕

〇
「
收
殺
處
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
「

」　

伝
経
堂
本
は
「
寓
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
あ
あ
、
い
つ
も
輝
き
、
敬つ
つ

し
ん
で
止と
ど

ま
る
。」「
い
つ
も
輝
く
」
と
い
う
の
は

工
夫
で
あ
り
、「
敬つ
つ

し
ん
で
止と
ど

ま
る
」
と
い
う
の
は
、
修
養
の
効
果
が
最
終
的
に

現
れ
る
と
こ
ろ
だ
。　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
於
緝
煕
敬
止
」　
『
大
学
章
句
』伝
三
章「
詩
云
。
穆
穆
文
王
、於
緝
熙
敬
止
。

爲
人
君
、
止
於
仁
。
爲
人
臣
、
止
於
敬
。
爲
人
子
、
止
於
孝
。
爲
人
父
、
止

於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
。」
朱
注
「
於
緝
之
於
、
音
烏
。
詩
、
文
王
之
篇
。

穆
穆
、
深
遠
之
意
。
於
、
歎
美
辭
。
緝
、
繼
續
也
。
熙
、
光
明
也
。
敬
止
、

言
其
無
不
敬
而
安
所
止
也
。
引
此
而
言
聖
人
之
止
、
無
非
至
善
。
五
者
乃
其

目
之
大
者
也
。
學
者
於
此
、
究
其
精
微
之
蘊
、
而
又
推
類
以
盡
其
餘
、
則
於

天
下
之
事
、
皆
有
以
知
其
所
止
而
無
疑
矣
。」

（
２
）「
收
殺
」　
『
語
類
』
で
は
初
出
。「
收
煞
」
と
同
じ
。
収
斂
、
収
束
。
巻

二
〇
、一
一
○
条
、沈
僩
録
（II469

）「
故
生
氣
到
此
、自
是
收
斂
、若
更
生
去
、

則
無
收
殺
了
。」
巻
二
九
、六
一
条
、
呂
燾
録
（II742

）「
如
此
等
人
、
雖
是

京
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術
報
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志
意
髙
遠
、
然
非
聖
人
有
以
裁
正
之
、
則
一
向
狂
去
、
更
無
收
殺
、
便
全
不

濟
事
了
。」

28
条

　

或
言
。
大
學
以
知
止
爲
要
。
曰
。
如
君
便
要
止
於
仁
、
臣
便
要
止
於
敬
、
子
便

止
於
孝
、
父
便
止
於
慈
。
若
不
知
得
、
何
緣
到
得
那
地
位
。
只
這
便
是
至
善
處
。

　

道
夫
問
。
至
善
、
是
無
過
不
及
恰
好
處
否
。
曰
。
只
是
這
夾
界
上
些
子
。
如
君

止
於
仁
、
若
依
違
牽
制
、
懦
而
無
斷
、
便
是
過
、
便
不
是
仁
。
臣
能
陳
善
閉
邪
、

便
是
敬
、
若
有
所
畏
懼
、
而
不
敢
正
君
之
失
、
便
是
過
、
便
不
是
敬
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

〇
「
曰
。
如
君
便
要
止
於
仁
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

〇
「
便
」　

朝
鮮
整
版
本
は
本
条
の
「
便
」
を
全
て
「

」
に
作
る
。　

〇
「
子
便
止
於
孝
、
父
便
止
於
慈
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
子
便
要
止
於
孝
、
父
便

要
止
於
慈
」
に
作
る
。

〇
「
至
善
處
」、「
恰
好
處
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
「
無
斷
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
斷
」
を
「
断
」
に
作
る
。

〇
「
而
不
敢
正
君
之
失
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
以
外
の
諸
本
は
「
而
」
字
な
し
。

朝
鮮
整
版
本
は
「
正
」
を
「
匡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
は
い
っ
た
。「『
大
学
』は「
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
る
」を
要
と
し
ま
す
ね
。」

（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
例
え
ば
君
で
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
仁
に
止
ま
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
臣
で
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
敬
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
子
で
あ

れ
ば
す
な
わ
ち
孝
に
止
ど
ま
り
、
父
で
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
慈
に
止
ま
る
の
だ
。
も

し
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
よ
う
な
境
地
に
到
達

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
他
で
も
無
い
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
こ
そ
が
、
つ
ま
り
「
至

善
」
と
い
う
と
こ
ろ
な
の
だ
。」

　

私
、
道
夫
は
問
う
た
。「「
至
善
」
と
い
う
の
は
、
過
で
も
不
及
で
も
な
い
、
ち

ょ
う
ど
い
い
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
た
だ

過
と
不
及
の
間
に
あ
る
、
ほ
ん
の
す
こ
し
の
隙
間
だ
け
だ
。
例
え
ば
主
君
は
仁
に

止
ま
る
に
つ
い
て
は
、
も
し
周
り
を
気
に
し
て
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
態
度
を
取
り
、

勇
気
を
も
っ
て
決
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
つ
ま
り
過
で
あ
り
、

仁
で
は
な
い
。
も
し
臣
下
は
良
い
行
い
を
主
君
に
勧
め
、
主
君
の
良
か
ら
ぬ
意
念

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
は
つ
ま
り
敬
で
あ
る
。
も
し
主
君
を
恐
れ
て
そ

の
過
失
を
正
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
れ
は
つ
ま
り
過
で
あ
り
、
敬
で
は
な

い
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
如
君
便
要
止
於
仁
、臣
便
要
止
於
敬
」
云
　々
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
爲

人
君
、止
於
仁
。
爲
人
臣
、止
於
敬
。
爲
人
子
、止
於
孝
。
爲
人
父
、止
於
慈
。

與
國
人
交
、
止
於
信
。」

（
２
）「
地
位
」　

境
地
、
レ
ベ
ル
。
巻
一
四
、一
二
八
条
を
参
照
。

（
３
）「
無
過
不
及
恰
好
處
」　
「
恰
好
」
は
「
丁
度
い
い
」
の
意
。

（
４
）「
只
是
這
夾
界
上
些
子
」　
「
夾
界
」
は
境
界
。「
這
夾
界
上
些
子
」
は
、
過

と
不
及
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
わ
ず
か
の
部
分
。
過
で
も
な
く
不
及
で
も
な
い
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

七
一



ち
ょ
う
ど
良
い
と
こ
ろ
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
夾
界
上
謂
過
不
及
兩
間
。

不
入
於
此
、則
便
入
于
彼
。如
非
不
及
、則
便
入
於
過
也
。夾
謂
兩
邊
相
夾
也
。」

『
朱
子
語
類
』
で
の
類
義
語
と
し
て
は
、「
兩
夾
界
處
」・「
夾
界
半
路
」
が
あ

る
。
巻
一
二
、三
四
条
、
周
謨
録
（I203

）「
學
者
之
於
善
惡
、
亦
要
於
兩
夹

界
處
攔
截
分
曉
、勿
使
纎
惡
間
絶
善
端
。」
巻
二
七
、四
九
条
、陳
淳
録
（II681

）

「
信
是
枝
葉
受
生
氣
底
、恕
是
夾
界
半
路
来
徃
底
。
信
是
定
底
、就
那
地
頭
說
。

發
出
忠
底
心
、
便
是
信
底
言
、
無
忠
便
無
信
了
。」（
徐
時
儀
『「
朱
子
語
類
」

同
義
近
義
詞
語
考
』（『
寧
波
大
学
学
報
（
人
文
科
学
版
）』
第
二
五
巻
第
四
期
、

二
〇
一
二
年
七
月
）
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
「
兩
隔
界
頭
」、「
半
間
半
界
」、「
半

間
不
界
」、「
不
間
不
界
」
な
ど
の
類
義
語
が
あ
る
）

（
５
）「
些
子
」　

い
さ
さ
か
。
ほ
ん
の
少
し
。

（
６
）「
依
違
牽
制
」　
「
依
違
」
と
は
、
或
い
は
依
り
或
い
は
違
う
、
つ
ま
り
意
見
・

態
度
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
曖
昧
な
態
度
を
取
る
こ
と
。『
漢
書
』
巻
三
六
「
劉

歆
伝
」「
今
聖
上
德
通
神
明
、
繼
統
揚
業
、
亦
閔
文
學
錯
亂
、
學
士
若
兹
、

雖
昭
其
情
、
猶
依
違
謙
讓
、
樂
與
士
君
子
同
之
。」
顔
師
古
注
「
依
違
、
言

不
專
決
也
。」「
牽
制
」
と
は
、
引
か
れ
な
ず
む
、
つ
ま
り
ル
ー
ル
や
周
り
の

も
の
な
ど
に
縛
ら
れ
、
自
由
に
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
。『
漢
書
』
巻
九
「
元

帝
紀
」「
少
而
好
儒
、
及
即
位
、
徵
用
儒
生
、
委
之
以
政
。
貢
・
薛
・
韋
・
匡
、

迭
爲
宰
相
。
而
上
牽
制
文
義
、
優
游
不
斷
。」
顔
師
古
注
「
爲
文
義
所
牽
制
、

故
不
斷
決
。」

（
７
）「
陳
善
閉
邪
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
責
難
於
君
謂
之
恭
、
陳
善
閉
邪
謂

之
敬
、吾
君
不
能
謂
之
賊
。」
朱
注
「
范
氏
曰
…
開
陳
善
道
以
禁
閉
君
之
邪
心
、

惟
恐
其
君
或
陷
於
有
過
之
地
者
、
敬
君
之
至
也
。」

（
８
）「
正
君
之
失
」　
『
孟
子
』「
離
婁
上
」「
惟
大
人
爲
能
格
君
心
之
非
。
君
仁
莫

不
仁
、
君
義
莫
不
義
、
君
正
莫
不
正
、
一
正
君
而
國
定
矣
。」　

29
条

　

問
。
至
善
、
如
君
之
仁
、
臣
之
敬
、
父
之
慈
、
子
之
孝
者
、
固
如
此
。
就
萬
物

中
細
論
之
、則
其
類
如
何
。
曰
。
只
恰
好
底
便
是
。
坐
如
尸
、便
是
坐
恰
好
底
。

立
如
齊
、
便
是
立
恰
好
底
。　

淳　

同

〔
校
勘
〕

〇
「
便
」　

朝
鮮
整
版
本
は
本
条
の
「
便
」
を
全
て
「

」
に
作
る
。　

〇
「
立
如
齊
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
齊
」
を
「
齋
」
に
作
る
。

〇
「

同
」　

呂
留
良
本
は
「

」
を
「
寓
」
に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は
「

録
同
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

問
う
た
。「「
至
善
」
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
君
の
仁
で
あ
る
こ
と
、
臣
の
敬
で

あ
る
こ
と
、
父
の
慈
で
あ
る
こ
と
、
子
の
孝
で
あ
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
の
こ
と

で
す
が
、
も
し
万
事
万
物
に
つ
い
て
細
か
く
議
論
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
他
で
も
無
い
（
過

不
及
な
く
）
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ
ろ
が
つ
ま
り
そ
れ
だ
。「
神
主
の
よ
う
に
坐
る
」

と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
坐
る
時
の
ち
ょ
う
ど
い
い
座
り
方
だ
。「
斎
戒
し
て
い
る

京
都
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よ
う
に
立
つ
」
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
立
つ
時
の
ち
ょ
う
ど
い
い
立
ち
方
だ
。」　

陳
淳
録
。
徐

の
記
録
は
同
じ

〔
注
〕

（
１
）「
坐
如
尸
」、「
立
如
齊
」　
『
礼
記
』「
曲
礼
」
上
「
坐
如
尸
、
立
如
齊
」。
孔

頴
達
疏
「
坐
如
尸
者
、
尸
居
神
位
、
坐
必
矜
莊
。
言
人
雖
不
爲
尸
、
若
所
在

坐
法
、必
當
如
尸
之
坐
。
…
立
如
齊
者
、人
之
倚
立
、多
慢
不
恭
、故
戒
之
云
、

倚
立
之
時
、雖
不
齊
、亦
當
如
祭
前
之
齊
、必
須
磬
折
屈
身
。」「
齊
」
は
「
齋
」

と
同
じ
。

30
条

　

周
問
。
注
云
、
究
其
精
微
之
藴
、
而
又
推
類
以
通
其
餘
。
何
也
。
曰
。
大
倫
有

五
、
此
言
其
三
、
蓋
不
止
此
。
究
其
精
微
之
藴
、
是
就
三
者
裏
面
窮
究
其
藴
。

推
類
以
通
其
餘
、
是
就
外
面
推
廣
、
如
夫
婦
・
兄
弟
之
類
。
淳
。

　

謨
録
云
。
須
是
就
君
仁
臣
敬
、
子
孝
父
慈
與
國
人
信
上
推
究
精
微
、
各
有
不
盡

之
理
。
此
章
雖
人
倫
大
目
、
亦
只
舉
得
三
件
。
必
須
就
此
上
推
廣
所
以
事
上
當
如

何
、
所
以
待
下
又
如
何
。
尊
卑
大
小
之
間
、
處
之
各
要
如
此
。

〔
校
勘
〕

〇
「
周
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
に
作
る
。

〇
「
何
也
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
何
謂
也
」
に
作
る
。

〇�

「
蓋
不
止
此
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」

に
作
る
。

〇
「
裏
面
」、「
外
面
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
裏
靣
」、「
外
靣
」
に
作
る
。

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

〇
「
淳
」　

伝
経
堂
本
は
「
湻
」
に
作
る
。

〇
「
國
人
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
國
」
を
「
国
」
に
作
る
。

〇
「
各
有
不
盡
之
理
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
各
無
不
盡
之
理
」
に
作
る
。

〇
「
大
小
之
間
」　

成
化
本
、
鮮
整
版
本
は
「
小
大
之
間
」
に
作
る
。

〇
「
處
之
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
朝
鮮
古
写
本
に
「
謨
録
云
」
以
下
は
無
し
。

〔
訳
〕

　

周
謨
が
問
う
た
。「
注
に
は
、「
そ
の
精
微
な
る
奥
義
を
探
究
し
、
ま
た
類
推
し

て
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
も
通
じ
る
よ
う
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
人
間
に
も
っ

と
も
重
要
な
倫
理
関
係
は
五
つ
あ
る
が
、
本
文
は
こ
こ
で
三
つ
し
か
言
及
し
て
お

ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
は
ず
だ
。「
そ
の
精
微
な
る
奥
義
を
探
究
」
す
る
と
い
う

の
は
、
こ
の
三
つ
の
中
で
そ
の
奥
義
を
探
究
し
尽
く
す
こ
と
だ
。「
類
推
し
て
ほ

か
の
と
こ
ろ
に
も
通
じ
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
の
は
、外
へ
推
し
広
げ
て
行
き
、

夫
婦
・
兄
弟
な
ど
に
も
た
ど
り
着
く
こ
と
だ
。」　

陳
淳
録
。

　

周
謨
の
記
録
で
先
生
は
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
か
な
ら
ず
君
仁
・
臣
敬
・
子

孝
・
父
慈
と
国
人
信
に
つ
い
て
そ
の
精
微
な
る
と
こ
ろ
を
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
探
究
し
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
理
が
あ
る
の
だ
。
こ

の
章
は
人
倫
の
要
目
に
つ
い
て
も
、
た
だ
三
つ
し
か
挙
げ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

七
三



必
ず
そ
れ
ら
か
ら
推
し
広
げ
、
上
の
者
に
ど
う
事
え
る
べ
き
か
、
下
の
者
に
ど
う

接
す
る
べ
き
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
た
ど
り
着
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尊
卑
、
大

小
の
間
に
あ
る
様
々
な
人
間
関
係
に
も
、
こ
の
よ
う
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」　

記
録
者
名
欠

〔
注
〕

（
１
）「
周
問
」　

周
謨
、
字
舜
弼
、
南
康
人
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）「
注
云
。
究
其
精
微
之
蘊
、而
又
推
類
以
通
其
餘
」　
『
大
学
章
句
』伝
三
章「
詩

云
。「
穆
穆
文
王
、
於
緝
熙
敬
止
。」
爲
人
君
、
止
於
仁
。
爲
人
臣
、
止
於
敬
。

爲
人
子
、
止
於
孝
。
爲
人
父
、
止
於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
。」
朱
注
「
於

緝
之
於
、
音
烏
。
詩
、
文
王
之
篇
。
穆
穆
、
深
遠
之
意
。
於
、
歎
美
辭
。
緝
、

繼
續
也
。
熙
、
光
明
也
。
敬
止
、
言
其
無
不
敬
而
安
所
止
也
。
引
此
而
言
聖

人
之
止
、
無
非
至
善
。
五
者
乃
其
目
之
大
者
也
。
學
者
於
此
、
究
其
精
微
之

蘊
、
而
又
推
類
以
盡
其
餘
、
則
於
天
下
之
事
、
皆
有
以
知
其
所
止
而
無
疑
矣
。」

『
大
学
或
問
』「
曰
。
五
者
之
目
、
詞
約
而
義
該
矣
。
子
之
說
、
乃
復
有
所
謂

究
其
精
微
之
蘊
而
推
類
以
通
之
者
、
何
其
言
之
衍
而
不
切
耶
。
曰
。
舉
其
徳

之
要
而
總
名
之
、
則
一
言
足
矣
。
論
其
所
以
爲
是
一
言
者
、
則
其
始
終
本
末
、

豈
一
言
之
所
能
盡
哉
。
…
又
况
傳
之
所
陳
。
姑
以
見
物
各
有
止
之
凡
例
、
其

於
大
倫
之
目
、
猶
且
闕
其
二
焉
。
苟
不
推
類
以
通
之
、
則
亦
何
以
盡
天
下
之

理
哉
。」　

（
３
）「
大
倫
有
五
」　

人
間
に
も
っ
と
も
重
要
な
人
間
関
係
は
、
君
臣
・
父
子
・

夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
の
五
つ
あ
る
。『
孟
子
』「
滕
文
公
」
上
「
聖
人
有
憂
之
、

使
契
爲
司
徒
、教
以
人
倫
。
父
子
有
親
、君
臣
有
義
、夫
婦
有
别
、長
幼
有
序
、

朋
友
有
信
。」

（
４
）「
淳
。
謨
録
云
」　
『
四
書
纂
疏
』（『
大
学
』
伝
三
章
小
注
）
は
陳
淳
と
周
謨

の
記
録
を
合
わ
せ
、
一
条
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
人
は
朱
子

の
一
箇
所
で
の
発
言
の
、
前
半
と
後
半
を
そ
れ
ぞ
れ
記
録
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

（
５
）「
各
有
不
盡
之
理
」　

成
化
本
と
朝
鮮
整
版
本
に
従
い
、「
各
無
不
盡
之
理
」

と
す
る
場
合
、
そ
の
訳
は
「
そ
う
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
探
求
し
尽
く
せ
な
い
理

は
な
い
の
だ
」
と
な
る
。
な
お
、『
四
書
纂
疏
』
で
の
本
条
の
引
用
で
も
、「
各

無
不
盡
之
理
」
と
な
っ
て
い
る
。

31
条

　

問
。
如
切
如
磋
者
、
道
學
也
。
如
琢
如
磨
者
、
自
修
也
。
此
是
詩
人
美
武
公
之

本
旨
耶
、姑
借
其
詞
以
發
學
問
自
修
之
義
耶
。曰
。武
公
大
段
是
有
學
問
底
人
。

抑
之
一
詩
、
義
理
精
密
。
詩
中
如
此
者
甚
不
易
得
。　

儒
用

〔
校
勘
〕

〇
「
自
修
也
」、「
自
修
之
義
」　

成
化
本
、万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
修
」

を
「
脩
」
に
作
る
。

〇
「
本
旨
耶
、
姑
借
其
詞
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
本
旨
、
抑
姑
借
其
詞
」
に
作
る
。

〇�

「
以
發
學
問
自
修
之
義
耶
」��

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
耶
」

を�

「
邪
」
に
作
る
。

〇「
武
公
大
段
是
有
學
問
底
人
」��

朝
鮮
古
写
本
は「
武
公
」を「
衞
武
公
」に
作
る
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
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六
十
五
号

七
四



〇
「
大
段
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
呂
留
良
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、

和
刻
本
は
「
段
」
を
「
叚
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

問
う
た
。「「（
骨
や
角
を
）
切
る
よ
う
に
、
擦
る
よ
う
に
」
と
い
う
の
は
、
学

問
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「（
玉
や
石
を
）
の
み
で
打
つ
よ
う
に
、
磨

き
を
か
け
る
よ
う
に
」
と
い
う
の
は
、
自
ら
修
養
を
重
ね
る
こ
と
で
あ
る
。」
こ

の
文
言
は
、
詩
人
が
も
と
も
と
衛
の
武
公
を
賛
美
す
る
つ
も
り
で
書
い
た
も
の
で

し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
た
だ
こ
れ
を
借
り
て
進
学
と
修
養
の
道
理
を
述
べ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
武
公
は
相
当
学
問
の
あ
る
人

だ
。（
彼
が
書
い
た
）『
抑
』
の
詩
は
、そ
の
義
理
は
非
常
に
精
密
で
あ
る
。『
詩
経
』

の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
は
極
め
て
得
難
い
。」　

李
儒
用
録　

〔
注
〕

（
１
）「
如
切
如
磋
者
、
道
學
也
。
如
琢
如
磨
者
、
自
修
也
」　
『
大
学
章
句
』
伝
三

章
「
詩
云
。
瞻
彼
淇
澳
、
菉
竹
猗
猗
。
有
斐
君
子
、
如
切
如
磋
、
如
琢
如
磨
。

瑟
兮
僩
兮
、赫
兮
喧
兮
。
有
斐
君
子
、終
不
可
諠
兮
。
如
切
如
磋
者
、道
學
也
。

如
琢
如
磨
者
、
自
脩
也
。」
朱
注
「
切
以
刀
鋸
、
琢
以
椎
鑿
、
皆
裁
物
使
成

形
質
也
。
磋
以
鑢

、
磨
以
沙
石
、
皆
治
物
使
其
滑
澤
也
。
治
骨
角
者
、
既

切
而
復
磋
之
。
治
玉
石
者
、
既
琢
而
復
磨
之
。
皆
言
其
治
之
有
緒
、
而
益
致

其
精
也
。
…
道
、言
也
。
學
、謂
講
習
討
論
之
事
。
自
脩
者
、省
察
克
治
之
功
。

…
道
學
自
脩
、
言
其
所
以
得
之
之
由
。」
な
お
「
道
學
」、「
自
修
」
に
つ
い

て
は
、『
毛
詩
注
疏
』
に
お
け
る
鄭
玄
の
箋
は
「
道
其
學
而
成
也
。

其
規
諌
、

以
禮
自
脩
、
如
玉
石
之
見
琢
磨
也
」
と
、
孔
頴
達
の
疏
は
「
云
。
如
切
如
磋
、

道
學
也
。
郭
璞
曰
。
象
骨
須
切
磋
而
爲
器
、
人
須
學
問
以
成
徳
。
又
云
。
如

琢
如
磨
、
自
脩
也
。
郭
璞
曰
。
玉
石
之
被
琢
磨
、
猶
人
自
脩
飾
也
」
と
解
釈

し
て
い
る
。

（
２
）「
此
是
詩
人
美
武
公
之
本
旨
耶
」　
『
毛
詩
注
疏
』
衞
風
「
淇
奥
」
序
「
淇
奥
、

美
武
公
之
徳
也
。
有
文
章
、
又
能

其
規
諌
、
以
禮
自
防
。
故
能
入
相
于
周
。

美
而
作
是
詩
也
。」『
詩
集
伝
』
衞
風
「
淇
奥
」
序
「
淇
奥
、美
武
公
之
徳
也
。」

（
３
）「
本
旨
」　

本
来
の
趣
旨
・
意
味
。

（
４
）「
大
段
」　

大
い
に
、
た
い
そ
う
。

（
５
）「
抑
之
一
詩
」　
『
毛
詩
注
疏
』「
大
雅
・
抑
」
序
「
抑
、
衞
武
公
刺
厲
王
、

亦
以
自
警
也
。」『
詩
集
伝
』
大
雅
「
抑
」
序
「
抑
、
衛
武
公
刺
厲
王
、
亦
以

自
警
也
。
宣
王
十
六
年
、
衛
武
公
卽
位
、
年
九
十
有
五
而
作
此
詩
、
蓋
追
刺

厲
王
以
自
警
也
。」

32
条

　

至
善
一
章
、
工
夫
都
在
切
磋
琢
磨
上
。　

泳

〔
校
勘
〕

〇
「
至
善
一
章
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
大
學
至
善
一
章
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
至
善
」
の
一
章
は
、
そ
の
工
夫
は
す
べ
て
「
切
磋
琢
磨
」
に
あ
る
。　

湯
泳

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

七
五



録33
条

　

既
切
而
復
磋
之
、
既
琢
而
復
磨
之
、
方
止
於
至
善
。
不
然
、
雖
善
、
非
至
也
。

節〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

切
っ
た
ら
さ
ら
に
擦
り
、
の
み
で
打
っ
て
か
ら
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
そ
れ
で

初
め
て
至
善
に
止
ま
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
善
に
到
達
で

き
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
至
極
の
善
で
は
な
い
の
だ
。　

甘
節
録

34
条

　

傳
之
三
章
、緊
要
只
是
如
切
如
磋
、如
琢
如
磨
。
如
切
可
謂
善
矣
、又
須
當
磋
之
、

方
是
至
善
。
如
琢
可
謂
善
矣
、
又
須
當
磨
之
、
方
是
至
善
。
一
章
主
意
、
只
是
説

所
以
止
於
至
善
工
夫
、
爲
下
不
可
諠
兮
之
語
拖
帶
説
。
到
道
盛
德
至
善
、
民
不
能

忘
、
又
因
此
語
一
向
引
去
。
大
概
是
反
覆
嗟
咏
、
其
味
深
長
。
他
經
引
詩
、
或
未

甚
切
、
只
大
學
引
得
極
細
密
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

〇
「
傳
之
三
章
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
大
學
傳
之
三
章
」
に
作
る
。

〇
「
民
不
能
忘
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
忘
」
を
「

」
に
作
る
。

〇�

「
大
概
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
を
含
む
全
て
の
版
本
は
「
概
」
を
「
槩
」
に

作
る
。

〇
「
深
長
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「
㴱
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

伝
の
第
三
章
は
、
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
と
こ
ろ
は
た
だ
「
切
る
よ
う
に
擦
る

よ
う
に
、
の
み
で
打
つ
よ
う
に
磨
き
を
か
け
る
よ
う
に
」
だ
け
だ
。
切
る
か
の
よ

う
に
す
れ
ば
そ
れ
で
も
善
と
は
い
え
る
が
、
さ
ら
に
擦
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

れ
で
こ
そ
至
善
な
の
だ
。
の
み
で
打
つ
か
の
よ
う
に
す
れ
ば
そ
れ
で
善
と
い
え
る

が
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
で
こ
そ
至
善
な
の
だ
。
こ
の
一
章

の
趣
旨
は
、
た
だ
如
何
に
し
て
至
善
に
止
ま
る
か
の
工
夫
を
説
く
と
こ
ろ
だ
け
に

あ
り
、下
の「
誼わ
す

れ
ら
れ
な
い
」と
い
う
文
言
に
持
っ
て
い
こ
う
と
す
る
の
だ
。「
崇

高
な
道
徳
は
至
善
で
あ
り
、
民
は
こ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ

て
い
る
」
に
至
っ
て
は
、ま
た
こ
の
文
言
か
ら
直
接
導
き
出
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
。

お
お
か
た
は
繰
り
返
し
て
詠
い
、
そ
の
味
わ
い
は
奥
深
く
含
蓄
が
あ
る
も
の
だ
。

ほ
か
の
経
書
が
『
詩
経
』
を
引
用
す
る
時
は
、
十
分
に
切
実
で
は
な
い
場
合
が
あ

る
が
、『
大
学
』の
引
用
だ
け
は
き
め
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
考
慮
を
入
れ
て
い
る（
た

め
不
切
実
な
と
こ
ろ
が
な
い
）。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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人
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六
十
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（
１
）「
拖
帶
」　

引
っ
張
っ
て
行
く
。

（
２
）「
一
向
」　

ひ
た
す
ら
。
も
っ
ぱ
ら
。

（
３
）「
大
概
」　

お
お
か
た
。
ひ
と
と
お
り
。

（
４
）「
其
味
深
長
」　
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
詩
云
。
瞻
彼
淇
澳
、
菉
竹
猗
猗
。

…
此
以
沒
世
不
忘
也
。」
朱
注
「
此
兩
節
咏
歎
淫
泆
、其
味
深
長
、當
熟
玩
之
。」

『
二
程
遺
書
』
巻
一
九
「
先
生
云
。
某
自
十
七
八
讀
論
語
。
當
時
已
曉
文
義
。

讀
之
愈
久
、
但
覺
意
味
深
長
。」

35
条

　

魏
元
壽
問
切
磋
琢
磨
之
説
。
曰
。
恰
似
剥
了
一
重
、又
有
一
重
。
學
者
做
工
夫
、

消
磨
舊
習
、
幾
時
便
去
教
盡
。
須
是
只
管
磨

、
教
十
分
淨
潔
。
最
怕
如
今
於
眼

前
道
理
略
理
會
得
些
、
便
自
以
爲
足
、
更
不
著
力
向
上
去
、
這
如
何
會
到
至
善
田

地
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

〇
「
魏
元
壽
問
切
磋
琢
磨
之
説
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
魏
元
壽
問
止
於
至
善
傳
、

擧
切
磋
琢
磨
之
説
」
に
作
る
。

〇
「
去
教
盡
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
去
得
盡
」
に
作
る
。

〇
「
十
分
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
十
方
」
に
作
る
。

〇
「
便
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「

」
に
作
る
。

〇
「
更
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
㪅
」
に
作
る
。

〇
「
著
力
」　

成
化
本
、
万
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」　

　

に
作
る
。

〇
「
向
上
去
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
去
」
を
「
云
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

魏
元
壽
が「
切
磋
琢
磨
」の
説
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。（
先
生
は
）お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
こ
れ
は
あ
た
か
も
、
一
層
を
取
り
除
い
た
ら
、
ま
た
一
層
を
取
り
除
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
学
ぶ
者
は
修
養
の
工
夫
を
重
ね
て
、
身
に
付
け
て

し
ま
っ
た
悪
い
習
慣
を
な
く
そ
う
と
す
る
が
、
一
体
い
つ
に
な
っ
た
ら
残
ら
ず
に

取
り
除
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
ひ
た
す
ら
磨
き
を
か
け
、
十
分
に
き

れ
い
に
な
る
ま
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
い
け
な
い
の
は
、
一
旦

目
の
前
の
道
理
が
や
や
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
れ
で
十
分
だ
と
思
い
、
さ

ら
に
努
力
し
て
上
に
進
も
う
と
し
な
い
こ
と
だ
。
こ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
至
善
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
到
達
で
き
る
だ
ろ
う
か
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
魏
元
壽
」　

魏
椿
、
字
は
元
壽
、
建
寧
府
建
陽
県
の
人
。『
朱
子
門
人
』
頁

三
五
八
。

（
２
）「
恰
似
」�

あ
た
か
も
…
の
よ
う
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
…
の
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）「
消
磨
舊
習
」　
「
消
磨
」
は
こ
す
り
去
る
。
払
拭
す
る
。『
語
類
』
巻
五
、

三
四
条
、
廖
謙
録
（
Ⅰ86

）「
古
人
學
問
便
要
窮
理
知
至
、
直
是
下
工
夫
消

磨
惡
去
、
善
自
然
漸
次
可
復
。」

（
４
）「
只
管
磨

」　
「
磨

」
は
「
磨
礱
」
と
同
じ
。
と
ぎ
み
が
く
。『
字
海
便
覧
』

「
磨

ト
ハ
、
ミ
ガ
ク
コ
ト
ナ
リ
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

七
七



（
５
）「
教
」　

使
役
を
表
す
言
葉
。
さ
せ
る
。

（
６
）「
田
地
」　

段
階
、
レ
ベ
ル
。「
地
位
」、「
地
歩
」
な
ど
と
同
じ
。

36
条

　

骨
角
却
易
開
解
、
玉
石
儘
著
得
磨
揩
工
夫
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

〇
「
開
解
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
解
」
を
「
觧
」
に
作
る
。

〇
「
著
得
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

骨
、
角
は
切
り
分
け
た
り
削
っ
た
り
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
玉
や
石
は
た
い
そ

う
手
間
を
か
け
て
磨
き
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
骨
角
却
易
開
解
」
云
　々
『
大
学
或
問
』「
曰
。
切
磋
琢
磨
、
何
以
爲
學
問

自
脩
之
别
也
。
曰
。
骨
角
脉
理
可
尋
而
切
磋
之
功
易
、
所
謂
始
條
理
之
事
也
。

玉
石
渾
全
堅
確
而
琢
磨
之
功
難
、
所
謂
終
條
理
之
事
也
。」

（
２
）「
開
解
」　

分
割
し
た
り
一
部
を
取
り
除
い
た
り
す
る
こ
と
。

（
３
）「
儘
著
」　
「
儘
」
は
き
わ
め
て
、
あ
れ
こ
れ
と
、
の
意
。「
著
」
は
付
け
る
、

行
う
の
意
。
巻
一
四
、三
〇
条
を
参
照
。

（
４
）「
磨
揩
」　
「
揩
磨
」
と
同
じ
。
こ
す
り
磨
く
、
磨
き
を
か
け
る
。
巻

一
四
、一
五
条
を
参
照
。

37
条

　

瑟
、
矜
莊
貌
。
僩
、
武
貌
。
恂
慄
、
嚴
毅
貌
。
古
人
直
是
如
此
嚴
整
、
然
後
有

那
威
儀
烜
赫
著
見
。　

德
明

〔
校
勘
〕

〇
「
僩
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
む
全
て
の
版
本
は
「
僴
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
瑟
」
は
誇
り
高
く
お
ご
そ
か
な
さ
ま
。「
僩
」
は
勇
ま
し
い
さ
ま
。「
恂
慄
」

は
厳
粛
で
力
強
い
さ
ま
。
古
の
人
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
厳
か
で
し
っ
か
り
し
て

お
り
、
し
か
る
の
ち
に
そ
の
輝
く
威
厳
と
礼
儀
正
し
さ
が
表
れ
て
く
る
の
だ
。　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
瑟
、
矜
莊
貌
」
云
　々
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
瑟
兮
僩
兮
、
赫
兮
喧
兮
。

有
斐
君
子
、
終
不
可
諠
兮
。」
朱
注
「
瑟
、
嚴
密
之
貌
。
僩
、
武
毅
之
貌
。」

（
２
）「
直
是
」�「
直
」
は
、
ま
さ
に
、
ま
っ
た
く
、
の
意
。『
禅
語
辞
典
』「
直
是
」

「
ま
さ
に
。」
巻
一
四
、一
六
四
条
を
参
照
。

（
３
）「
威
儀
烜
赫
」　
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
瑟
兮
僩
兮
者
、
恂
慄
也
。
赫
兮
喧

京
都
府
立
大
学
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兮
者
、
威
儀
也
。」
朱
注
「
赫
喧
、
宣
著
盛
大
之
貌
。
…
威
、
可
畏
也
。
儀
、

可
象
也
。」『
毛
詩
注
疏
』
衛
風
「
淇
奥
」
は
「
赫
兮
喧
兮
」
を
「
赫
兮
咺
兮
」

に
作
る
。

38
条

　

問
。
解
瑟
爲
嚴
密
、
是
就
心
言
、
抑
就
行
言
。
曰
。
是
就
心
言
。
問
。
心
如
何

是
密
處
。
曰
。
只
是
不
粗
疏
、
恁
地
縝
密
。　

〔
校
勘
〕

〇
「
解
瑟
爲
嚴
密
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
大
學
解
瑟
爲
嚴
密
」
に
作
る
。
万
暦
本
、

和
刻
本
は
「
解
」
を
「
觧
」
に
作
る
。

〇
「
密
處
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
處
」
を
「

」
に
作
る
。

〇
「
粗
疏
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
麄
踈
」
に
作
る
。
万
暦
本
、
朝
鮮
整

版
本
は
「
疏
」
を
「
踈
」
に
作
る
。
呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
は
「
疏
」
を
「
疎
」

に
作
る
。

〇
「

」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
淳
〇

同
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

問
う
た
。「「
瑟
」
を
「
厳
密
」
と
解
釈
し
た
の
は
、
心
に
つ
い
て
い
う
の
で
し

ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
行
い
に
つ
い
て
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
が
）
お
っ
し

ゃ
っ
た
。「
心
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
。」
問
う
た
。「
心
は
如
何
に
し
て
密
と
い

え
る
の
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
た
だ
粗
雑
で
さ
え
な
け

れ
ば
、
か
く
も
緻
密
に
な
れ
る
の
だ
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
恁
地
」　

こ
の
よ
う
に
。
巻
一
四
、一
八
条
に
既
出
。

39
条

　

僩
、
武
毅
之
貌
、
能
剛
强
卓
立
。
不
如
此
怠
惰
闒
颯
。　
　

僩

〔
校
勘
〕

〇
「
僩
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
む
全
て
の
版
本
は
「
僴
」
に
作
る
。

〇
「
怠
惰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
息
惰
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「「
僩
」
と
は
、
勇
ま
し
く
て
力
強
い
様
子
の
こ
と
」、（
周
り
に
邪
魔
さ
れ
ず
に
）

力
強
く
、
人
々
か
ら
抜
き
ん
出
て
し
っ
か
り
と
立
て
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
で
き
な

け
れ
ば
、
人
間
は
怠
け
て
何
の
取
る
べ
き
と
こ
ろ
も
な
い
も
の
に
な
る
。　

沈
僩

録〔
注
〕

（
１
）「
僩
、武
毅
之
貌
」　
『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
詩
云
。
瞻
彼
淇
澳
、菉
竹
猗
猗
。

有
斐
君
子
、
如
切
如
磋
、
如
琢
如
磨
。
瑟
兮
僩
兮
、
赫
兮
喧
兮
。
有
斐
君
子
、

終
不
可
諠
兮
。」
朱
注
「
僩
、
武
毅
之
貌
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

七
九



（
２
）「
不
如
此
怠
惰
闒
颯
」�『
字
海
便
覧
』「
怠
惰
闒
颯
ト
ハ
、
オ
コ
タ
リ
テ
、
ツ

タ
ナ
キ
貌
ナ
リ
。」「
闒
颯
」
は
「
闒

」
と
同
じ
。
つ
ま
ら
な
い
。
見
ど
こ

ろ
が
な
い
。
巻
一
三
九
、一
七
条
、呂
燾
録
（
Ⅷ3301

）「
有
人
後
生
氣
盛
時
、

說
盡
萬
千
道
理
、
晚
年
只
恁
地
闒

底
。」
同
巻
、
一
一
六
条
、
呂
燾
録
（
Ⅷ

3321

）「
文
字
奇
而
穏
方
好
。
不
奇
而
穏
、
只
是
闒

。」

４０
条

　

問
。
瑟
者
、
武
毅
之
貌
。
恂
慄
、
戰
懼
之
貌
。
不
知
人
當
戰
懼
之
時
、
果
有
武

毅
之
意
否
。
曰
。
人
而
懷
戰
懼
之
心
、
則
必
齋
莊
嚴
肅
、
又
烏
可
犯
。　

壯
祖

〔
校
勘
〕

○
「
問
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
問
」
の
下
に
「
淇
澳
詩
瑟
兮
僩
兮
者
恂
慄
也
注
云
」

の
十
三
字
が
あ
る
。

○
「
恂
慄
戰
懼
之
貌
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
而
恂
慄
則
戰
懼
之
貌
也
」
に
作
る
。

○
「
壯
祖
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
處
謙
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
瑟
と
は
武
毅
の
貌
、
恂
慄
と
は
戦
懼
の
貌
、
と
あ
り
ま
す
が
、

人
は
戦お
の

の
き
懼
れ
て
い
る
と
き
に
、
剛
毅
な
心
持
ち
で
い
ら
れ
る
こ
と
な
ど
あ
る

で
し
ょ
う
か
。」
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「
人
が
戦
の
き
懼
れ
る
心
を
懐
い
て
い
る

と
き
に
は
、
必
ず
厳
粛
な
気
持
ち
に
な
る
も
の
で
、
ど
う
し
て
他
人
が
ど
う
こ
う

で
き
よ
う
か
（
そ
れ
は
余
人
が
入
り
込
め
な
い
厳
粛
さ
な
の
だ
）。」　

李
壮
祖
録

〔
注
〕

（
１
）「
瑟
者
云
云
」　
『
大
學
章
句
』
に
は
「
瑟
、
嚴
密
之
貌
。
僴
、
武
毅
之
貌
。」

と
あ
っ
て
、「
瑟
」
は
「
嚴
密
」
と
し
、「
僴
」
の
ほ
う
を
「
武
毅
」
と
す
る
。

ま
た
「
恂
慄
、戰
懼
之
貌
」
に
つ
い
て
は
、続
く
『
章
句
』
に
「
恂
慄
、戰
懼
也
。」

と
す
る
。

（
２
）「
齋
莊
」　
「
齋
莊
」
は
厳
粛
に
つ
つ
し
む
さ
ま
。『
史
記
』
卷
六
「
秦
始
皇

本
紀
」「
遂
登
會
稽
宣
省
習
俗
、黔
首
齋
莊
、群
臣
誦
功
。」『
河
南
程
氏
遺
書
』

巻
一
五
、五
四
条
「
一
者
無
他
、
只
是
整
齊
嚴
肅
、
則
心
便
一
。」

（
３
）
朝
鮮
古
写
本
の
記
録
者
「
處
謙
」
は
李
壮
祖
の
字
。

４１
条

　

問
。
恂
慄
、
何
以
知
爲
戰
懼
。
曰
。
莊
子
云
、
木
處
、
則
恂
慄
危
懼
。　

廣

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
恂
慄
、
と
い
う
の
は
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
戦
き
懼
れ
る
こ
と
だ

と
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
の
お
答
え
。「
荘
子
に
「
木
の
上
に
い
る
と
、

び
く
び
く
し
て
お
そ
れ
お
の
の
く
」
と
言
っ
て
い
る
。」　

輔
廣
録
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〔
注
〕

（
１
）「
莊
子
云
」　

現
在
の
『
莊
子
』
は
「
恂
慄
危
懼
」
で
は
な
く
「
惴
慄
恂
懼
」

に
作
る
。『
莊
子
』「
齊
物
論
」「
民
濕
寢
則
腰
疾
偏
死
、
鰌
然
乎
哉
。
木
處

則
惴
慄
恂
懼
、
猨
猴
然
乎
哉
。
三
者
孰
知
正
處
。」
こ
の
「
恂
」
の
字
を
、

朱
子
は
は
じ
め
『
論
語
』
鄕
黨
の
「
孔
子
於
鄕
黨
恂
恂
如
也
」
の
「
恂
」（
同

所
集
注
「
信
實
貌
」）
と
同
じ
と
考
え
て
い
た
が
、
の
ち
鄭
玄
が
「
峻
」
と

す
る
（『
禮
記
』「
大
学
」
鄭
注
「
恂
字
或
作
峻
、
讀
如
嚴
峻
之
峻
、
言
其
容

貌
嚴
栗
也
」）
の
に
従
っ
た
の
は
、
こ
の
『
莊
子
』
の
「
木
處
則
惴
慄
恂
懼
」

を
読
ん
で
そ
の
よ
う
に
考
え
た
、
と
し
て
い
る
。『
語
類
』
卷
一
七
、五
七
条
、

楊
道
夫
録
（
Ⅱ388

）「
且
如
恂
字
、
鄭
氏
讀
爲
峻
、
某
始
者
言
此
只
是
恂
恂

如
也
之
恂
。
何
必
如
此
。
及
讀
莊
子
、
見
所
謂
木
處
則
惴
慄
恂
懼
、
然
後
知

鄭
氏
之
音
爲
當
。
如
此
等
處
、
某
於
或
問
中
不
及
載
也
。
要
之
、
如
這
般
處

須
是
讀
得
書
多
、
然
後
方
見
得
。」『
大
学
章
句
』
伝
三
章
、
朱
注
「
恂
、
鄭

氏
讀
作
峻
。」

４２
条

　

大
率
切
而
不
磋
、
亦
未
到
至
善
處
。
琢
而
不
磨
、
亦
未
到
至
善
處
。
瑟
兮
僴
兮
、

則
誠
敬
存
於
中
矣
。
未
至
於
赫
兮
喧
兮
、
威
儀
輝
光
著
見
於
外
、
亦
未
爲
至
善
。

此
四
句
是
此
段
緊
切
處
、
專
是
説
至
善
。
蓋
不
如
此
、
則
雖
善
矣
、
未
得
爲
至
善

也
。
至
於
民
之
不
能
忘
、
若
非
十
分
至
善
、
何
以
使
民
久
而
不
能
忘
。
古
人
言
語

精
密
有
條
理
如
此
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
「
蓋
不
如
此
」　

朝
鮮
古
写
本
、万
暦
本
、和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
喧
兮
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
烜
兮
」
に
作
る
。

朝
鮮
古
寫
本
は
「

兮
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

お
よ
そ
骨
を
切
り
出
し
て
も
み
が
か
な
け
れ
ば
、
や
は
り
ま
だ
至
善
の
と
こ
ろ

に
ま
で
は
到
達
し
て
い
な
い
。
玉
を
切
り
出
し
て
も
み
が
か
な
け
れ
ば
、
や
は
り

ま
だ
至
善
の
と
こ
ろ
に
ま
で
は
到
達
し
て
い
な
い
。
厳
粛
剛
直
で
あ
れ
ば
、
誠
敬

は
そ
の
中
に
あ
る
の
だ
が
、
厳
粛
な
立
居
振
舞
の
も
つ
輝
き
が
は
っ
き
り
と
外
に

あ
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
や
は
り
ま
だ
至
善
と
は
い
え
な

い
。
こ
の
「
如
切
如
磋
、
如
琢
如
磨
、
瑟
兮
僴
兮
、
赫
兮
喧
兮
」
と
い
う
四
句
が
、

こ
の
段
の
中
の
肝
要
な
箇
所
で
あ
り
、
ひ
と
え
に
至
善
を
説
い
て
い
る
の
だ
。
思

う
に
こ
の
四
句
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
、
た
と
え
善
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
至

善
と
は
な
し
え
な
い
の
だ
。「
民
が
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
い
う
部
分
に

つ
い
て
も
、
も
し
十
分
に
至
善
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
民
に
対
し
て
い
つ
ま
で

も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
こ
ん
な
ふ
う

に
古
人
の
文
章
と
い
う
も
の
は
精
密
で
き
っ
ち
り
道
理
が
通
っ
て
い
る
も
の
な
の

だ
。　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
誠
敬
」　
『
語
類
』
卷
六
、三
〇
条
、
王
過
録
（
Ⅰ103

）「
先
生
問
諸
友
、

誠
敬
二
字
如
何
分
。
各
舉
程
子
之
説
以
對
。
先
生
曰
。
敬
是
不
放
肆
底
意
思
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）
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誠
是
不
欺
妄
底
意
思
。」

（
２
）「
威
儀
」　
『
大
學
章
句
』
傳
三
章
「
赫
兮
喧
兮
者
、
威
儀
也
。」
朱
注
「
威

可
畏
也
、
儀
可
象
也
。
引
詩
而
釋
之
、
以
明
明
明
徳
者
之
止
於
至
善
、
道
學

自
脩
、
言
其
所
以
得
之
之
由
。
恂
慄
威
儀
、
言
其
徳
容
表
裏
之
盛
。」『
書
經
』

「
顧
命
」「
思
夫
人
自
亂
于
威
儀
」
集
傳
「
威
者
有
威
可
畏
、
儀
者
有
儀
可
象
、

舉
一
身
之
則
而
言
也
。
蓋
人
受
天
地
之
中
以
生
。
是
以
有
動
作
威
儀
之
則
。

成
王
思
夫
人
之
所
以
爲
人
者
自
治
於
威
儀
耳
也
。」

（
３
）「
輝
光
」　
『
周
易
』「
大
畜
」「
彖
曰
。
大
畜
、剛
健
篤
實
輝
光
、日
新
其
德
。」

（
４
）「
古
人
言
語
精
密
」　
『
朱
文
公
文
集
』
續
集
卷
二
「
答
蔡
季
通
」「
古
人
文

字
精
密
如
此
、
而
後
人
讀
之
鹵
莽
如
此
。
甚
可
歎
也
。」

（
５
）「
條
理
」　
『
孟
子
』「
萬
章
」
下
「
孔
子
之
謂
集
大
成
。
集
大
成
也
者
、
金

聲
而
玉
振
之
也
。
金
聲
也
者
、
始
條
理
也
。
玉
振
之
也
者
、
終
條
理
也
。
始

條
理
者
、智
之
事
也
。
終
條
理
者
、聖
之
事
也
。」
集
注
「
條
理
、猶
言
脈
絡
。」

４３
条

　

民
之
不
能
忘
也
、
只
是
一
時
不
忘
、
亦
不
是
至
善
。
又
曰
。
瑟
兮
僴
兮
、
赫
兮

喧
兮
者
、
有
所
主
於
中
、
而
不
能
發
於
外
、
亦
不
是
至
善
。
務
飾
於
外
、
而
無
主

於
中
、
亦
不
是
至
善
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
寫
本
巻
一
六
は
本
条
を
載
せ
な
い
。

○「
喧
兮
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、和
刻
本
は「
諠
兮
」に
作
る
。
朝
鮮
整
版
本
は「
咺

兮
」
に
作
る
。

○
「
飾
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「「
民
の
忘
る
能
は
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
が
、
一
時
的
に
忘
れ
な
い
だ
け
で
は
、

や
は
り
至
善
で
は
な
い
。」
ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「「
瑟
た
り
僴
た
り
、
赫
た
り

喧
た
り
」
と
あ
る
の
は
、心
の
中
で
そ
れ
を
主
宰
す
る
も
の
が
確
立
し
て
い
て
も
、

そ
れ
が
外
に
現
れ
出
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
や
は
り
こ
れ
は
至
善
で
は

な
い
。
外
面
を
飾
る
こ
と
ば
か
り
に
心
を
く
だ
い
て
も
、
肝
腎
の
心
に
主
宰
が
な

け
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
至
善
で
は
な
い
。」　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
主
於
中
、
發
於
外
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
惻
隱
之
心
、
人
皆
有
之
」

集
注
「
恭
者
、敬
之
發
於
外
者
也
。
敬
者
、恭
之
主
於
中
者
也
。」『
禮
記
』「
樂

記
」「
誠
於
中
、
形
於
外
。」

（
２
）「
飾
於
外
」　
『
論
語
』「
學
而
」「
子
曰
巧
言
令
色
鮮
矣
仁
」
集
注
「
巧
好
、

令
善
也
。
好
其
言
、
善
其
色
、
致
飾
於
外
、
務
以
悅
人
、
則
人
欲
肆
而
本
心

之
德
亡
矣
。」

４４
条

　

問
前
王
不
忘
云
云
。
曰
。
前
王
遠
矣
、
盛
德
至
善
、
後
人
不
能
忘
之
。
君
子
賢

其
賢
、
如
堯
舜
文
武
之
德
、
後
世
尊
仰
之
、
豈
非
賢
其
所
賢
乎
。
親
其
親
、
如
周
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后
稷
之
德
、
子
孫
宗
之
、
以
爲
先
祖
先
父
之
所
自
出
、
豈
非
親
其
所
親
乎
。　

〔
校
勘
〕

○
「
周
后
稷
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
周
之
后
稷
」
に
作
る
。

○
「
先
父
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
先
公
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
前
王
忘
れ
ず
」
云
々
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
の
お
答
え
。「
前
王
の
徳
は

遠
い
存
在
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
盛
徳
が
至
善
で
あ
る
の
で
、
後
の
人
は
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。「
君
子
は
其
の
賢
を
賢
と
す
」
と
は
、
た
と
え

ば
尭
・
舜
・
文
王
・
武
王
の
徳
は
、
後
世
に
至
る
ま
で
尊
仰
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
そ
の
賢
で
あ
る
も
の
を
賢
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
。「
其

の
親
を
親
と
す
」
と
は
、
た
と
え
ば
周
の
后
稷
の
徳
を
、
子
孫
が
た
っ
と
び
、
先

祖
先
父
が
そ
こ
か
ら
出
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
が
自
ら

の
親
族
を
親
し
む
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ろ
う
。」　

徐

録

（
１
）「
前
王
不
忘
云
々
」　
『
大
學
章
句
』
傳
三
章
「
詩
云
、
於
戲
前
王
不
忘
。
君

子
賢
其
賢
而
親
其
親
、
小
人
樂
其
樂
而
利
其
利
、
此
以
沒
世
不
忘
也
。」
朱

注
「
詩
、
周
頌
烈
文
之
篇
。
於
戲
、
歎
辭
。
前
王
謂
文
武
也
。
君
子
、
謂
其

後
賢
後
王
。
小
人
、
謂
後
民
也
。
此
言
前
王
所
以
新
民
者
、
止
於
至
善
、
能

使
天
下
後
世
無
一
物
不
得
其
所
。
所
以
既
沒
世
而
人
思
慕
之
、
愈
久
而
不
忘

也
。
此
兩
節
咏
歎
淫
泆
、
其
味
深
長
、
當
熟
玩
之
。」『
毛
詩
』
周
頌
「
烈
文
」

毛
傳
「
前
王
武
王
也
。」
鄭
箋
「
於
乎
先
王
、
文
王
武
王
。」

（
２
）「
前
王
遠
矣
」　

前
王
の
徳
が
遠
く
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
。『
春
秋
左

氏
傳
』
昭
公
元
年
「
劉
子
曰
。
美
哉
禹
功
、
明
德
遠
矣
。
微
禹
、
吾
其
魚
乎
。

吾
與
子
弁
冕
端
委
、
以
治
民
臨
諸
侯
、
禹
之
力
也
。
子
盍
亦
遠
績
禹
功
、
而

大
庇
民
乎
。」
正
義
「
遠
績
禹
功
者
、勸
之
爲
大
功
、使
遠
及
後
世
、若
大
禹
也
。

謂
勸
武
何
不
遠
慕
大
禹
之
績
、
而
立
大
功
以
庇
民
也
。」

（
３
）「
盛
德
」　
『
大
學
章
句
』
傳
三
章
「
盛
徳
至
善
、民
之
不
能
忘
也
。」『
周
易
』

繋
辭
上
傳
「
日
新
之
謂
盛
德
。」

（
４
）「
後
人
」　
『
尚
書
』「
君
奭
」「
我
不
以
後
人
迷
。」
正
義
「
我
不
用
使
後
世

人
迷
惑
、
故
欲
教
之
也
。」

（
５
）「
賢
賢
」　
『
論
語
』「
學
而
」「
子
夏
曰
。
賢
賢
易
色
。」

（
６
）「
親
親
」　
『
中
庸
章
句
』
二
〇
章
「
凡
爲
天
下
國
家
有
九
經
、
曰
、
脩
身
也
、

尊
賢
也
、
親
親
也
、
敬
大
臣
也
、
體
群
臣
也
、
子
庶
民
也
、
來
百
工
也
、
柔

遠
人
也
、
懷
諸
侯
也
。」

（
７
）「
文
武
之
德
」　
『
中
庸
章
句
』
一
八
章
「
武
王
末
受
命
、周
公
成
文
武
之
德
、

追
王
大
王
王
季
、
上
祀
先
公
以
天
子
之
禮
。」

（
８
）「
后
稷
之
德
」　

周
頌「
思
文
」「
思
文
后
稷
、克
配
彼
天
。」同
詩
末
句
鄭
箋「
書

説
、
烏
以
穀
倶
來
、
云
穀
紀
后
稷
之
德
。」
正
義
「
書
説
烏
以
穀
倶
來
、
云

穀
以
記
后
稷
之
德
者
、尚
書
旋
機
鈐
及
合
符
后
皆
有
此
文
。
注
云
、稷
好
農
稼
、

今
烏
銜
穀
、故
云
記
之
也
。」『
詩
集
伝
』
周
頌
「
思
文
」「
思
文
、后
稷
配
天
也
。

周
頌
有
祭
天
之
詩
三
焉
。
其
一
曰
…
其
二
曰
…
其
三
曰
思
文
。
后
稷
配
天
、

此
所
謂
郊
稷
禘
其
祖
之
所
自
出
而
以
其
祖
配
之
者
也
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

八
三



４５
条

　

問
。
君
子
賢
其
賢
而
親
其
親
。
曰
。
如
孔
子
仰
文
武
之
德
、
是
賢
其
賢
。
成
康

以
後
、
思
其
恩
而
保
其
基
緒
、
便
是
親
其
親
。　

木
之

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
訳
〕

　
「
君
子
は
其
の
賢
を
賢
と
し
て
其
の
親
に
親
し
む
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先

生
の
お
答
え
。「
た
と
え
ば
孔
子
が
文
王
・
武
王
の
徳
を
尊
仰
し
た
の
が
、「
其
の

賢
を
賢
と
す
」
だ
。
成
王
・
康
王
以
後
の
子
孫
が
、
そ
の
恩
を
思
っ
て
そ
の
基
礎

を
築
い
た
業
績
を
保
と
う
と
し
た
の
が
、「
其
の
親
に
親
し
む
」
だ
。」　

銭
木
之

録〔
注
〕

（
１
）「
孔
子
仰
文
武
之
徳
」　
『
中
庸
章
句
』
三
〇
章
「
仲
尼
祖
述
堯
舜
、
憲
章
文

武
。」
同
一
八
章
「
武
王
末
受
命
、周
公
成
文
武
之
徳
。」『
禮
記
』「
孔
子
閒
居
」

「
孔
子
曰
。
…
其
在
詩
曰
。
嵩
高
惟
嶽
、
峻
極
于
天
。
…
此
文
武
之
德
也
。」

（
２
）「
思
恩
」　
『
文
選
』
卷
四
七
、
陸
機
「
漢
高
祖
功
臣
頌
」「
俯
思
舊
恩
、
仰

察
五
緯
。」

（
３
）「
基
緒
」　
『
尚
書
』「
太
甲
」
上
「
肆
嗣
王
丕
承
基
緒
。」
孔
傳
「
子
孫
得
大

承
基
業
。」

４６
条

　

或
問
至
善
章
。
曰
。
此
章
前
三
節
是
説
止
字
、
中
一
節
説
至
善
。
後
面
烈
文
一

節
、
又
是
咏
歎
此
至
善
之
意
。　

銖　

〔
校
勘
〕

○
「
中
一
節
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
中
節
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が「
至
善
」の
章
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
の
お
答
え
。「
こ
の
章
は
、

最
初
の
三
節
は
「
至
善
に
止
ま
る
」
の
な
か
の
「
止
」
字
に
つ
い
て
説
明
し
、
あ

い
だ
の
一
節
が
「
至
善
」
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と
の
「
烈
文
」
の
一
節
は
、

こ
れ
に
加
え
て
こ
の
至
善
の
意
味
す
る
も
の
を
詠
嘆
し
て
い
る
の
だ
。」　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
前
三
節
云
々
」　

前
三
節
は
「
詩
云
邦
畿
千
里･･･

詩
云
緡
蠻
黄
鳥･･･

詩
云
穆
穆
文
王･･･

」
の
三
節
、中
一
節
は
「
詩
云
瞻
彼
淇
澳･･･

」
の
一
節
、

烈
文
一
節
は
「
詩
云
於
戯
前
王
不
忘･･･

」
の
一
節
。

京
都
府
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大
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術
報
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傳
四
章
釋
本
末　

４７
条

　

問
。
聽
訟
吾
猶
人
也
、
必
也
使
無
訟
乎
。
曰
。
固
是
以
修
身
爲
本
、
只
是
公
別

底
言
語
多
走
作
。
如
云
凡
人
聽
訟
、
以
曲
爲
直
、
以
直
爲
曲
、
所
以
人
得
以
盡
其

無
實
之
辭
、
聖
人
理
無
不
明
、
明
無
不
燭
、
所
以
人
不
敢
如
此
、
却
是
聖
人
善
聽

訟
、
所
以
人
不
敢
盡
其
無
實
之
辭
、
正
與
經
意
相
反
。
聖
人
正
是
説
聽
訟
我
也
無

異
於
人
、
當
使
其
無
訟
之
可
聽
、
方
得
。
若
如
公
言
、
則
當
云
聽
訟
吾
過
人
遠
矣
、

故
無
情
者
不
敢
盡
其
辭
、始
得
。
聖
人
固
不
會
錯
斷
了
事
。
只
是
它
所
以
無
訟
者
、

却
不
在
於
善
聽
訟
、
在
於
意
誠
心
正
、
自
然
有
以
薫
炙
漸
染
、
大
服
民
志
、
故
自

無
訟
之
可
聽
耳
。
如
成
人
有
其
兄
死
而
不
爲
衰
者
、
聞
子
皐
將
至
、
遂
爲
衰
。
子

皐
何
嘗
聽
訟
、
自
有
以
感
動
人
處
耳
。　

僴

〔
校
勘
〕

○
「
修
身
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
寫
本
、
和
刻
本
は
「
脩
身
」
に
作
る
。

○
「
過
人
遠
矣
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
矣
」
字
が
な
い
。

○
「
無
情
者
不
敢
」　

成
化
本
は
「
不
」
字
の
部
分
を
空
格
と
す
る
。

○�

「
不
爲
衰
」　

萬
暦
本
は
「
衰
」
を
「
哀
」
に
作
る
、下
の
「
衰
」
も
同
じ
。
朝

鮮
古
寫
本
は
「
不
爲
之
衰
」
に
作
る
。

○�

「
子
皐
何
嘗
聽
訟
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
子
皐
」
の
下
に
「
又
」
字
が
あ
り
、「
聽

訟
」
の
下
に
「
了
致
然
只
是
」
の
五
字
が
あ
る
。　
　

○
「
處
耳
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
處
故
耳
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
訟
を
聴
く
は
吾
れ
猶
お
人
の
ご
と
き
な
り
。
必
ず
や
訟
無
か
ら
し
め
ん
や
。」

を
問
う
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
当
然
「
修
身
を
以
て
本
と
為
す
」
の
で

は
あ
る
が
、
し
か
し
君
の
解
釈
の
別
の
箇
所
は
逸
脱
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

も
し
「
凡
人
が
訴
訟
を
扱
う
と
き
に
は
、
曲
が
っ
て
い
る
も
の
を
ま
っ
す
ぐ
だ

と
し
、
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
を
曲
が
っ
て
い
る
と
し
て
し
ま
う
の
で
、
だ
か
ら
当
事

者
に
そ
の
内
実
を
伴
わ
な
い
こ
と
ば
で
主
張
を
通
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の

だ
。
聖
人
は
明
ら
か
に
し
な
い
理
は
な
く
、
そ
の
明
知
は
す
べ
て
の
こ
と
を
照
ら

す
の
で
、
だ
か
ら
当
事
者
が
虚
偽
の
申
し
立
て
を
で
き
な
く
な
る
の
だ
。」
と
言

っ
て
し
ま
う
と
、
聖
人
が
訴
訟
の
扱
い
を
上
手
に
す
る
か
ら
当
事
者
が
内
実
を
伴

わ
な
い
言
葉
で
主
張
を
通
そ
う
と
は
し
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
、
そ
れ
で
は
ま
さ
し
く
経
文
の
意
味
と
は
反
対
に
な
っ
て
し
ま
う
。
聖
人
が
こ

こ
で
ま
さ
に
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、「
訴
訟
の
扱
い
に
つ
い
て
は
自
分
も
人

と
は
ま
っ
た
く
異
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
聴
く
べ
き
訴
訟
が
無
く
な
る
よ
う
に
す

べ
き
な
の
だ
。」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
こ
そ
は

じ
め
て
通
じ
る
の
だ
。
も
し
君
の
言
う
よ
う
な
意
味
だ
と
す
る
な
ら
、経
文
は「
訟

を
聴
く
は
吾
れ
人
に
過
ぎ
た
る
こ
と
遠
し
。
故
に
情
無
き
者
は
敢
て
其
の
辞
を
尽

く
さ
ず
」
と
な
っ
て
い
て
始
め
て
合
致
す
る
。
聖
人
は
も
ち
ろ
ん
事
柄
の
処
断
を

誤
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
聖
人
が
「
訟
無
し
」
と
す
る
理

由
は
、訴
訟
を
う
ま
く
処
理
す
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
は
な
く
、「
意
誠
、心
正
」

と
い
う
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
自
然
と
聖
人
の
薫
陶
が
し
だ
い

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

八
五



に
浸
透
し
て
い
っ
て
、
お
お
い
に
人
々
を
心
服
さ
せ
て
い
く
か
ら
、
だ
か
ら
自
然

と
断
決
す
べ
き
訴
訟
な
ど
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
成
の
国
に

兄
が
死
ん
で
も
喪
服
を
つ
け
な
か
っ
た
男
が
い
た
。
男
は
子
皐
が
長
官
と
し
て
や

っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
。
か
く
て
そ
の
男
は
喪
服
を
つ
け
た
」
と

い
う
話
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
子
皐
が
訴
訟
を
処
理
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
お
の
ず

と
人
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。」　

沈
僴
録

〔
注
〕

（
１
）「
問
」　

こ
こ
で
質
問
者
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
『
大
学
』
の
文
章
に
つ
い
て

漠
然
と
質
問
し
た
の
で
は
な
く
、
朱
子
の
言
及
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
自

身
の
解
釈
を
語
っ
た
上
で
質
問
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
大
學
章
句
』伝
四
章「
子

曰
。
聽
訟
、
吾
猶
人
也
、
必
也
使
無
訟
乎
。
無
情
者
不
得
盡
其
辭
、
大
畏
民

志
、
此
謂
知
本
。」
朱
注
「
猶
人
、
不
異
於
人
也
。
情
、
實
也
。
引
夫
子
之
言
、

而
言
聖
人
能
使
無
實
之
人
不
敢
盡
其
虚
誕
之
辭
。
蓋
我
之
明
德
既
明
、
自
然

有
以
畏
服
民
之
心
志
。
故
訟
不
待
聽
而
自
無
也
。
觀
於
此
言
、
可
以
知
本
末

之
先
後
矣
。」『
論
語
』「
顏
淵
」「
子
曰
。
聽
訟
、
吾
猶
人
也
。
必
也
使
無
訟

乎
。」
集
注
「
范
氏
曰
。
聽
訟
者
、
治
其
末
、
塞
其
流
也
。
正
其
本
、
清
其
源
、

則
無
訟
矣
。
楊
氏
曰
。
子
路
片
言
可
以
折
獄
、
而
不
知
以
禮
遜
爲
國
、
則
未

能
使
民
無
訟
者
也
。
故
又
記
孔
子
之
言
、
以
見
聖
人
不
以
訟
爲
難
、
而
以
使

民
無
訟
爲
貴
。」
な
お
、
こ
の
聴
訟
の
解
釈
を
朱
子
は
「
新
民
」
に
関
係
づ

け
て
説
い
て
い
る
。『
大
学
或
問
』「
是
以
雖
其
聽
訟
無
以
異
於
衆
人
、
而
自

無
訟
之
可
聽
。
蓋
己
德
既
明
、
而
民
德
自
新
、
則
得
其
本
之
效
也
。
或
不
能

然
而
欲
區
區
於
分
爭
辨
訟
之
間
、
以
求
新
民
之
效
、
其
亦
末
矣
。」

（
２
）「
以
修
身
爲
本
」　
『
大
学
章
句
』
經
「
自
天
子
以
至
於
庶
人
、
壹
是
皆
以
脩

身
爲
本
。」

（
３
）「
只
是
」　

し
か
し
。
な
の
に
。
軽
い
転
折
。

（
４
）「
走
作
」　

横
道
に
そ
れ
る
こ
と
。『
語
類
』
卷
一
二
六
、四
七
条
、
葉
賀
孫

録
（
Ⅷ3018

）「
言
釋
氏
之
徒
爲
學
精
專
、
曰
。
便
是
某
常
説
、
吾
儒
這
邊

難
得
如
此
。
看
他
下
工
夫
、
直
是
自
日
至
夜
一
念
走
作
別
處
去
。」

（
５
）「
明
無
不
燭
」　
『
藝
文
類
聚
』
卷
一
四
、沈
約
「
齊
明
帝
諡
議
」「
崢
嶸
之
下
、

澤
靡
不
懐
。
寥
廓
之
上
、
明
無
不
燭
。」

（
６
）「
薰
炙
」　

薫
陶
を
受
け
る
。『
韓
詩
外
傳
』
卷
六
「
名
聲
足
以
薰
炙
之
、
威

強
足
以
一
齊
之
。」

（
７
）「
成
人
有
其
兄
云
々
」　
『
禮
記
』「
檀
弓
」
下
「
成
人
有
其
兄
死
而
不
爲
衰
者
、

聞
子
皐
將
爲
成
宰
、遂
爲
衰
。」
正
義
「
子
皐
、孔
子
弟
子
。」
な
お
「
衰
」
は
、

喪
服
の
う
ち
、
上
半
身
に
身
に
つ
け
る
も
の
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
喪
服
の

こ
と
。『
礼
記
』「
喪
服
」「
斬
衰
裳
。」
鄭
注
「
服
、
上
曰
衰
、
下
曰
裳
。」

４８
条

　

使
他
無
訟
、
在
我
之
事
、
本
也
。
恁
地
看
、
此
所
以
聽
訟
爲
末
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
「
爲
末
」　

朝
鮮
古
寫
本
は
「
之
本
」
に
作
る
。

〔
訳
〕
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当
事
者
に
訴
訟
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
自
身
の

あ
り
よ
う
が
問
題
に
な
る
話
で
あ
っ
て
、「
本
」
で
あ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
訴

え
を
聴
い
て
評
決
を
す
る
こ
と
は
「
末
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）「
此
所
以
」　

同
様
の
表
現
は『
語
類
』巻
三
、一
九
条
、李
閎
祖
録（
Ⅰ37

）「
人

將
死
時
、
熱
氣
上
出
、
所
謂
魂
升
也
。
下
體
漸
冷
、
所
謂
魄
降
也
。
此
所
以

有
生
必
有
死
、
有
始
必
有
終
也
。
夫
聚
散
者
氣
也
。
若
理
則
只
泊
在
氣
上
、

初
不
是
凝
結
自
爲
一
物
。」

４９
条

　

無
情
者
不
得
盡
其
辭
、
便
是
説
那
無
訟
之
由
。
然
惟
先
有
以
服
其
心
志
、
所
以

能
使
之
不
得
盡
其
虚
誕
之
辭
。　

義
剛

〔
校
勘
〕

○
「
惟
先
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
惟
是
先
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

実
情
の
な
い
も
の
に
そ
の
う
そ
を
主
張
を
さ
せ
な
い
、
と
い
う
の
は
つ
ま
り
、

例
の
「
訴
訟
が
な
く
な
る
」
と
い
う
理
由
を
説
明
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
な
が

ら
、
た
だ
ま
ず
先
に
民
の
気
持
ち
を
信
服
さ
せ
て
い
て
こ
そ
、
民
に
そ
の
虚
誕
の

主
張
を
通
さ
せ
な
い
よ
う
に
で
き
る
の
だ
。　

黄
義
剛
録

〔
注
〕

（
１
）「
虚
誕
」　
『
禮
記
』「
中
庸
」
の
鄭
玄
注
に
既
に
「
無
實
者
、多
虚
誕
之
辭
。」

と
見
え
、
朱
子
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
四
七
条
注
（
１
１
）
参
照
。

５０
条

　

大
畏
民
志
者
、
大
有
以
畏
服
斯
民
自
欺
之
志
。　

卓

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し

〔
訳
〕

　

お
お
い
に
民
の
志
を
畏
れ
さ
せ
る
、
と
い
う
の
は
、
こ
の
民
が
自
ら
を
欺
い
て

し
ま
う
と
い
う
心
の
動
き
を
大
い
に
畏
れ
服
さ
し
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。　

黄
卓

録〔
注
〕

（
１
）「
畏
服
」　
「
畏
」を「
畏
服
」と
す
る
の
は
、衛
湜『
禮
記
集
説
』巻
一
五
一「
横

渠
張
氏
曰
。
大
畏
民
志
、
大
畏
服
其
民
志
。」
朱
子
も
同
様
に
章
句
に
お
い

て
「
自
然
有
以
畏
服
民
之
心
志
。」
と
し
て
い
る
。
四
七
条
注
（
１
）
参
照
。

（
２
）「
斯
民
」　
『
孟
子
』「
萬
章
」
上
「
予
將
以
斯
道
覺
斯
民
也
。」

（
３
）「
自
欺
」　
『
大
學
章
句
』
第
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

八
七



臭
、如
好
好
色
、此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
愼
其
獨
也
。」
朱
注
「
自
欺
云
者
、

知
爲
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。」

　
　

傳
五
章
釋
格
物
致
知

５１
条

　

劉
圻
父
説
。
人
心
之
靈
、
莫
不
有
知
、
而
天
下
之
物
、
莫
不
有
理
。
恐
明
明
德

便
是
性
。
曰
。
不
是
如
此
。
心
與
性
自
有
分
別
。
靈
底
是
心
、
實
底
是
性
。
靈
便

是
那
知
覺
底
。
如
向
父
母
則
有
那
孝
出
來
、
向
君
則
有
那
忠
出
來
、
這
便
是
性
。

如
知
道
事
親
要
孝
、
事
君
要
忠
、
這
便
是
心
。
張
子
曰
。
心
統
性
情
者
也
。
此
説

得
最
精
密
。

　

次
日
、
圻
父
復
説
過
。
先
生
曰
。
性
便
是
那
理
。
心
便
是
盛
貯
該
載
、
敷
施
發

用
底
。

　

問
。
表
裏
精
粗
無
不
到
。
曰
。
表
便
是
外
面
理
會
得
底
。
裏
便
是
就
自
家
身
上

至
親
至
切
、
至
隱
至
密
、
貼
骨
貼
肉
處
。
今
人
處
事
、
多
是
自
説
道
、
且
恁
地
也

不
妨
。
這
箇
便
不
是
。
這
便
只
是
理
會
、
不
曾
到
那
貼
底
處
。
若
是
知
得
那
貼
底

時
、
自
是
決
然
不
肯
恁
地
了
。　

義
剛　

子
寰
同

〔
校
勘
〕

○
「
恐
明
明
德
便
是
性
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
恐
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○
「
曰
不
是
如
此
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
先
生
曰
」
に
作
る
。

○
「
盛
貯
該
載
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
該
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
貼
骨
貼
肉
處
」
朝
鮮
古
写
本
は
「
貼
骨
皮
底
」
に
作
る
。

○
「
這
箇
便
不
是
」　

万
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
義
剛　

子
寰
同
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
子
寰
同
」
の
三
字
な
し
。

〔
訳
〕

　

劉
圻
父
が
述
べ
た
。「「
人
の
心
と
い
う
霊
な
る
も
の
に
は
必
ず
知
が
具
わ
っ
て

お
り
、
天
下
の
物
に
は
必
ず
理
が
具
わ
っ
て
い
る
。」（『
大
学
章
句
』
伝
五
章
）

と
有
り
ま
す
。
恐
ら
く
、
明
徳
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
そ
れ
が
性
だ
、
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。」
先
生
「
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
心
と
性
と
に
は
自
ず
と
区

別
が
あ
る
。
霊
な
る
も
の
（
＝
虚
霊
）
が
心
で
あ
り
、
実
な
る
も
の
（
＝
実
理
）

が
性
で
あ
る
。
霊
と
は
、
か
の
知
覚
す
る
主
体
で
あ
る
。
た
と
え
ば
父
母
に
対
し

て
は
、
か
の
孝
が
生
ず
る
、
主
君
に
対
し
て
は
、
か
の
忠
が
生
ず
る
、
と
い
う
場

合
、
そ
の
生
じ
て
く
る
も
の
が
性
だ
。
た
と
え
ば
親
に
事
え
る
に
は
孝
で
あ
る
べ

し
、
君
に
事
え
る
に
は
忠
で
あ
る
べ
し
と
認
識
す
る
場
合
、
そ
の
認
識
す
る
主
体

が
心
だ
。
張
子
は
「
心
は
性
情
を
統
ぶ
る
も
の
な
り
。」
と
言
っ
た
。
こ
の
命
題

は
極
め
て
精
密
で
あ
る
。」

　

翌
日
、
圻
父
は
（
同
じ
話
題
に
）
再
び
言
及
し
た
。
先
生
「
性
と
は
、
か
の
理

に
他
な
ら
な
い
。
心
と
は
、（
理
を
そ
の
中
に
）
収
蔵
し
搭
載
し
、（
理
を
）
あ
ま

ね
く
作
用
さ
せ
発
現
さ
せ
る
も
の
だ
。」

　
「
表
裏
精
粗
、
到
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
。」（『
大
学
章
句
』
伝
五
章
）
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
表
と
は
、外
面
的
な
取
り
組
む
べ
き
事
柄
だ
。
裏
と
は
、

自
己
の
身
に
お
け
る
、
極
め
て
親
身
で
極
め
て
切
実
、
極
め
て
隠
奧
で
極
め
て
深

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
号
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密
、
骨
に
徹
し
肉
に
徹
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
の
人
が
事
に
処
す
る
場
合
、
大

概
は
「
と
り
あ
え
ず
は
こ
の
程
度
で
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
」
等
と
言
う
。
し
か
し

そ
ん
な
の
は
だ
め
だ
。
そ
ん
な
の
で
は
、
た
だ
単
に
取
り
組
み
ま
し
た
、
と
い
う

だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
か
の
と
こ
と
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
に
は
全
く
至
っ
て
い
な

い
。
も
し
も
か
の
と
こ
と
ん
ま
で
認
識
が
及
ん
で
い
た
な
ら
ば
自
ず
と
、
そ
ん
な

（
お
ざ
な
り
な
）
態
度
は
断
じ
て
と
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
。　

黄
義
剛

録　

劉
子
寰
録
も
同
じ

〔
注
〕

（
１
）「
劉
圻
父
」　

劉
子
寰
、
字
圻
父
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。
た
だ
し
『
朱

子
語
録
姓
氏
』
諸
本
の
う
ち
、
成
化
本
、
万
暦
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、

和
刻
本
は
全
て
「
字
所
父
」
に
作
り
、朝
鮮
整
版
本
の
み
「
字
圻
父
」
に
作
る
。

な
お
『
考
亭
淵
源
録
』
巻
二
三
及
び
『
朱
子
実
紀
』
巻
八
は
と
も
に
「
字
圻
父
」

に
作
る
。

（
２
）「
人
心
之
靈
、
莫
不
有
知
」
云
々
。　
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
「
所
謂
致
知

在
格
物
者
、
言
欲
致
吾
之
知
、
在
即
物
而
窮
其
理
也
。
蓋
人
心
之
靈
、
莫
不

有
知
、
而
天
下
之
物
、
莫
不
有
理
。
惟
於
理
有
未
窮
、
故
其
知
有
不
盡
也
。」

（
３
）「
恐
明
明
德
便
是
性
」　
「
明
徳
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
そ
れ
が
性
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。」
明
明
徳
の
営
み
に
よ
っ
て
気
稟
物
欲
を
払
拭
す
れ
ば
、
天
命

の
性
を
回
復
し
得
る
は
ず
だ
、
と
い
う
の
が
質
問
者
の
発
言
の
趣
旨
で
あ
ろ

う
。
同
方
向
の
内
容
を
示
す
資
料
を
挙
げ
て
お
く
。
巻
一
四
、一
一
五
条
、

湯
泳
録
「
明
徳
、
是
我
得
之
於
天
、
而
方
寸
中
光
明
底
物
事
。
統
而
言
之
、

仁
義
禮
智
。
以
其
發
見
而
言
之
、如
惻
隱
・
羞
惡
之
類
。
以
其
見
於
實
用
言
之
、

如
事
親
・
從
兄
是
也
。
如
此
等
徳
、本
不
待
自
家
明
之
。
但
從
來
爲
氣
稟
所
拘
、

物
欲
所
蔽
、一
向
昏
昧
、更
不
光
明
。而
今
却
在
挑
剔
揩
磨
出
來
、以
復
向
來
得

之
於
天
者
、
此
便
是
明
明
徳
。」
本
条
に
お
い
て
、
こ
の
質
問
者
の
発
言
に

対
し
て
朱
熹
が
否
定
的
な
の
は
、
明
徳
と
心
・
性
の
関
係
を
問
題
に
し
た
か

ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
明
徳
と
心
・
性
の
関
係
に
つ
い
て
は〔
補
説
１
〕を
参
照
。

（
４
）「
心
與
性
自
有
分
別
」��

『
語
類
』
巻
四
、三
九
条
、
黄
膀
録
（
Ⅰ64

）「
若
是

指
性
來
做
心
説
、則
不
可
。
今
人
往
往
以
心
來
説
性
。
須
是
先
識
得
、方
可
説
。

（
必
大
録
云
。
若
指
有
知
覺
者
爲
性
、只
是
説
得
心
字
。」
同
、巻
五
、六
〇
条
、

楊
道
夫
録
（
Ⅰ90

）「
景
紹
問
心
性
之
别
。
曰
。
性
是
心
之
道
理
、
心
是
主

宰
於
身
者
。」

（
５
）「
靈
底
是
心
」　
『
語
類
』巻
五
、二
三
条
、陳
淳
録（
Ⅰ85

）「
問
。
靈
處
是
心
、

抑
是
性
。
曰
。
靈
處
只
是
心
、
不
是
性
。
性
只
是
理
。」
同
、
二
七
条
、
甘

節
録
（
Ⅰ85

）「
所
覺
者
、
心
之
理
也
。
能
覺
者
、
氣
之
靈
也
。」
同
、
二
八

条
、
甘
節
録
（
Ⅰ85

）「
心
者
、
氣
之
精
爽
。」
同
、
二
九
条
、
呂
燾
録
（
Ⅰ

85

）「
心
官
至
靈
、
藏
往
知
來
。」

（
６
）「
實
底
是
性
」��『
語
類
』巻
四
、三
九
条
、黄
膀
録（
Ⅰ64

）「
蓋
性
中
所
有
道
理
、

只
是
仁
義
禮
智
、便
是
實
理
。
吾
儒
以
性
爲
實
、釋
氏
以
性
爲
空
。」
同
、巻
五
、

一
四
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅰ83

）「
性
是
實
理
、
仁
義
禮
智
皆
具
。」
同
、
四
五

条
、
林
学
蒙
録
（
Ⅰ88

）「
或
問
心
性
之
别
。
曰
。
…
性
雖
虚
、
都
是
實
理
。

心
雖
是
一
物
、
却
虚
、
故
能
包
含
萬
理
。
…
（
方
子
録
云
。
性
本
是
無
、
却

是
實
理
。
心
似
乎
有
影
象
、
然
其
體
却
虚
。）」

（
７
）「
靈
便
是
那
知
覺
底
」　
「
知
覺
底
」
は
、
知
覚
す
る
者
、
知
覚
す
る
主
体
、

即
ち
心
を
指
す
。『
語
類
』
巻
二
〇
、九
六
条
、
程
端
蒙
録(

Ⅱ465)

「
知
覺

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）
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便
是
心
之
徳
。」
同
、
巻
六
〇
、五
四
条
、
襲
盖
卿
録
（
Ⅳ1432

）「
問
。
合

虛
與
氣
有
性
之
名
、
合
性
與
知
覺
有
心
之
名
。
曰
。
虛
只
是
説
理
。
横
渠
之

言
、大
率
有
未
瑩
處
。
有
心
則
自
有
知
覺
、又
何
合
性
與
知
覺
之
有
。」
な
お
、

知
覚
す
る
の
は
心
で
あ
っ
て
性
で
は
な
い
。
知
覚
を
性
と
す
る
見
解
を
朱
熹

は
明
確
に
否
定
す
る
。『
語
類
』
巻
五
九
、七
条
、
潘
植
録
（
Ⅳ1376

）「
問
。

生
之
謂
性
。
曰
。
告
子
只
説
那
生
來
底
便
是
性
。
手
足
運
行
、
耳
目
視
聽
與

夫
心
有
知
覺
之
類
。
他
却
不
知
生
便
屬
氣
禀
。」

（
８
）「
如
知
道
事
親
要
孝
、
事
君
要
忠
、
這
便
是
心
」　
『
語
類
』
巻

七
八
、一
九
三
条
、
蕭
佐
録
（
Ⅴ2010
）「
道
心
是
知
覺
得
道
理
底
。
人
心
是

知
覺
得
聲
色
臭
味
底
。」

（
９
）「
心
統
性
情
者
也
」　
『
張
載
集
』
拾
遺
、
性
理
拾
遺
「
張
子
曰
。
心
統
性
情

者
也
。」

（
１０
）「
此
説
得
最
精
密
」　
『
語
類
』
巻
一
八
、八
二
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ411

）「
後

來
横
渠
説
得
極
精
。
云
、心
統
性
情
者
也
。」同
巻
五
九
、四
三
条
、周
謨
録（
Ⅳ

1385

）「
故
横
渠
云
。
心
統
性
情
者
也
。
此
説
最
爲
當
。」

（
１１
）「
性
便
是
那
理
」　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
八
、七
二
条
「
性
即
是
理
。」
同
、

巻
二
二
上
、
七
一
条
「
性
即
理
也
。」『
語
類
』
巻
五
、七
〇
条
、
劉
砥
録
（
Ⅰ

93

）「
伊
川
性
即
理
也
、
横
渠
心
統
性
情
、
二
句
、
顛
撲
不
破
。」

（
１２
）「
心
便
是
盛
貯
該
載
」��

邵
雍
『
擊
壤
集
』
序
「
性
者
道
之
形
體
也
、
性
傷

則
道
亦
從
之
矣
。
心
者
性
之
郛
廓
也
、
心
傷
則
性
亦
從
之
矣
。
身
者
心
之
區

宇
也
、身
傷
則
心
亦
從
之
矣
。
物
者
身
之
舟
車
也
、物
傷
則
身
亦
從
之
矣
。」『
語

類
』
巻
四
、三
九
条
、黄

録
（
Ⅰ64

）「
又
曰
。
邵
堯
夫
説
、性
者
道
之
形
體
、

心
者
性
之
郛
郭
。
此
説
甚
好
。
蓋
道
無
形
體
、
只
性
便
是
道
之
形
體
。
然
若

無
箇
心
、却
將
性
在
甚
處
。
須
是
有
箇
心
、便
収
拾
得
這
性
、發
用
出
來
。」
同
、

巻
五
、六
四
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅰ91

）「
曰
。
若
以
穀
譬
之
、
穀
便
是
心
、
那

爲
粟
爲
菽
爲
禾
爲
稻
底
、
便
是
性
。
康
節
所
謂
心
者
性
之
郛
郭
、
是
也
。
包

裹
底
是
心
、
發
出
不
同
底
是
性
。」
同
、
四
八
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅰ88

）「
性

是
理
、
心
是
包
含
該
載
、
敷
施
發
用
底
。」

（
１３
）「
敷
施
發
用
底
」　

類
似
の
表
現
に
つ
い
て
は
前
注
所
引
参
照
。「
敷
施
」
は
、

あ
ま
ね
く
施
す
、ま
ね
く
行
う
。『
書
経
』「
皋
陶
謨
」「
翕
受
敷
施
、九
徳
咸
事
、

俊
乂
在
官
。」
孔
安
国
伝
「
翕
、
合
也
。
能
合
受
三
六
之
徳
而
用
之
、
以
布

施
政
教
、使
九
徳
之
人
皆
用
事
。
謂
天
子
如
此
、則
俊
徳
治
能
之
士
並
在
官
。」

理
が
発
現
す
る
場
は
心
で
あ
る
、
と
す
る
見
解
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。

『
語
類
』
巻
一
八
、九
七
条
、
呂
燾
録
（
Ⅱ416

）「
蓋
理
雖
在
物
而
用
實
在
心

也
。
…
然
則
理
之
體
在
物
而
其
用
在
心
也
。」

（
１４
）「
表
裏
精
粗
」　
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
「
是
以
大
學
始
教
、
必
使
學
者
即
凡

天
下
之
物
、
莫
不
因
其
已
知
之
理
而
益
窮
之
、
以
求
至
乎
其
極
。
至
於
用
力

之
久
、
而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
、
則
衆
物
之
表
裏
精
粗
、
無
不
到
、
而
吾
心
之

全
體
大
用
、
無
不
明
矣
。
此
謂
物
格
、
此
謂
知
之
至
也
。」「
表
裏
精
粗
」
に

つ
い
て
は
〔
補
説
２
〕
を
参
照
。

（
１５
）「
貼
骨
貼
肉
處
」　

骨
肉
に
徹
す
る
、骨
身
に
し
み
る
。「
貼
」
は
、張
り
付
く
、

ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
く
、
密
着
す
る
。
次
の
条
で
は
「
貼
肉
」
は
、
文
字
通
り

「
肌
に
密
着
す
る
」の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
語
類
』巻
二
九
、一
一
二
条
、

沈
僩
録
（
Ⅱ754

）「
問
。
夫
子
安
仁
、
顏
淵
不
違
仁
、
子
路
求
仁
。
曰
。
…

然
都
是
去
得
箇
私
意
了
。
只
是
有
粗
細
。
子
路
譬
如
脫
得
上
面
兩
件
鏖
糟
底

衣
服
了
。
顏
子
又
脫
得
那
近
裏
面
底
衣
服
了
。
聖
人
則
和
那
裏
面
貼
肉
底
汗

京
都
府
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衫
都
脫
得
赤
骨
立
了
。」

（
１６
）「
且
恁
地
也
不
妨
」　

と
り
あ
え
ず
は
こ
の
程
度
で
も
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。

「
恁
地
」
は
文
言
の
「
如
此
」
に
同
じ
。「
也
」
は
、…
も
、…
で
も
。「
不
妨
」

は
、
差
し
支
え
な
い
、
構
わ
な
い
。

（
１７
）「
不
曾
到
那
貼
底
處
」　
「
貼
底
處
」
は
、
底
に
着
く
と
こ
ろ
、
徹
頭
徹
尾
。

「
到
那
貼
底
處
」
は
、
と
こ
と
ん
ま
で
至
る
、
徹
底
的
に
や
り
通
す
。『
語
類
』

巻
七
四
、一
六
一
条
、
踊
淵
録
（
Ⅴ1906

）「
地
卑
、
便
會
廣
。
世
上
更
無
卑

似
地
底
。
又
曰
。
地
卑
、
是
從
貼
底
謹
細
處
做
將
去
、
所
以
能
廣
。」

〔
補
説
１
〕　
「
明
徳
と
心
・
性
」

　

明
徳
と
心
・
性
の
関
係
は
、
如
何
に
把
握
す
べ
き
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
朱
熹

の
見
解
は
、
実
は
必
ず
し
も
を
明
示
的
で
は
な
い
。

　

①�

『
語
類
』
巻
一
四
、六
五
条
（
記
録
者
名
欠
）「
或
問
。
明
德
便
是
仁
義
禮
智

之
性
否
。
曰
。
便
是
。」

　

②�

同
、
巻
一
四
、一
一
五
条
、
湯
泳
録
「
明
徳
、
是
我
得
之
於
天
、
而
方
寸
中

光
明
底
物
事
。
統
而
言
之
、
仁
義
禮
智
。
以
其
發
見
而
言
之
、
如
惻
隱
・
羞

惡
之
類
。」（
注
（
３
）
既
引
）

　

③�

同
、巻
五
、四
四
条
、余
大
雅
録
（
Ⅰ88

）「（
朱
熹
）
曰
。「
…
明
德
合
是
心
、

合
是
性
。」
曰
。「
性
却
實
。
以
感
應
虛
明
言
之
、則
心
之
意
亦
多
。」（
朱
熹
）

曰
。「
此
兩
箇
、
說
著
一
箇
、
則
一
箇
隨
到
、
元
不
可
相
離
、
亦
自
難
與
分
別
。

捨
心
則
無
以
見
性
、
捨
性
又
無
以
見
心
。
…
」

　

④�

同
、
巻
一
四
、八
五
条
、
呂
燾
録
（
Ⅰ
）「
但
要
識
得
這
明
德
是
甚
物
事
、
便

切
身
做
工
夫
、
去
其
氣
禀
物
欲
之
蔽
。
能
存
得
自
家
個
虛
靈
不
昧
之
心
、
足

以
具
衆
理
、
可
以
應
萬
事
、
便
是
明
得
自
家
明
德
了
。」

　

①
や
②
は
、
明
徳
を
性
と
見
な
す
資
料
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
因
み

に
②
に
対
す
る
訳
注
に
お
い
て
、
三
浦
國
雄
氏
も
、「
明
徳
は
性
に
置
換
さ
れ
る
」

云
々
と
の
解
説
を
施
し
て
お
ら
れ
る
（『「
朱
子
語
類
」
抄
』
頁
一
八
一
）。

　

一
方
③
は
、「
明
徳
は
性
よ
り
も
む
し
ろ
心
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

い
う
趣
旨
の
門
人
の
発
言
が
、必
ず
し
も
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。そ
し
て
④
は
、「
虛

靈
不
昧
之
心
」
云
々
の
表
現
と
明
徳
に
対
す
る
朱
熹
の
概
念
規
定
（『
大
学
章
句
』

経
、
朱
注
「
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而
虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者

也
。」）
と
を
照
合
す
れ
ば
、
明
徳
を
心
と
見
な
す
朱
熹
の
立
場
が
看
取
さ
れ
る
。

　

本
条
で
も
、「
靈
底
是
心
、實
底
是
性
」
と
い
う
朱
熹
の
発
言
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

「
明
徳
（
＝
虚
霊
不
昧
）
は
心
で
あ
る
」
と
す
る
立
場
を
読
み
取
っ
て
お
く
べ
き

だ
ろ
う
。

　

な
お
朝
鮮
の
朱
子
学
者
韓
元
震
（
一
六
八
二
～
一
七
五
〇
）
の
『
朱
子
言
論
同

異
攷
』
巻
二
「
心
性
情
」
に
こ
の
点
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
以
下
に
引
い
て

お
く
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
蔵
本
、
括
弧
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足
）。

　

大
學
明
德
註
曰
。
虚
靈
不
昧
、以
具
衆
理
而
應
萬
事
（『
大
学
章
句
』
経
、朱
注
）。

孟
子
盡
心
註
曰
。
心
者
人
之
神
明
、所
以
具
衆
理
而
應
萬
事（『
孟
子
集
注
』「
尽
心
」

上
、
朱
注
）。
答
潘
謙
之
書
曰
。
心
之
知
覺
、
所
以
具
此
理
而
行
此
情
（『
朱
文
公

文
集
』巻
五
五「
答
潘
謙
之
」第
一
書
）。
三
言
之
訓
、無
一
字
不
同
。
而
所
謂
虚
靈
・

神
明
・
知
覺
、
又
是
一
般
名
心
之
語
、
則
明
徳
只
是
心
、
心
即
是
明
徳
者
、
可
見
矣
。

　
（
双
行
原
注
）
心
與
明
德
雖
非
二
物
、其
稱
名
則
不
同
。
謂
之
心
、則
并
舉
氣
稟
。

故
人
不
能
皆
同
。
謂
之
明
德
、
則
只
指
其
光
明
而
不
及
其
氣
稟
、
故
人
不
能
有
異
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

九
一



此
又
不
可
不
知
也
。

〔
補
説
２
〕　
「
表
裏
精
粗
」

　
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
に
は
「
衆
物
之
表
裏
精
粗
」
と
あ
り
、
後
出
の
五
四
条

に
は
「
理
之
表
裏
精
粗
」「
理
固
自
有
表
裏
精
粗
」
と
の
表
現
が
見
え
る
が
、
い

ず
れ
も
同
趣
旨
。
物
に
内
在
す
る
理
の
二
側
面
、
即
ち
「
所
当
然
之
則
」
と
「
所

以
然
之
故
」
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
表
・
粗
」
と
「
裏
・
精
」
で
表
現
し
た
も
の
。

　
『
大
学
或
問
』「
至
於
天
下
之
物
、
則
必
各
有
所
以
然
之
故
與
其
所
當
然
之
則
。

所
謂
理
也
。
人
莫
不
知
、而
或
不
能
使
其
精
粗
隱
顯
、究
極
無
餘
、則
理
所
未
窮
。」

　
『
大
学
或
問
』「
自
其
一
物
之
中
、
莫
不
有
以
見
其
所
當
然
而
不
容
已
、
與
其
所

以
然
而
不
可
易
者
。
必
其
表
裏
精
粗
、
無
所
不
盡
、
而
又
益
推
其
類
以
通
之
。
至

於
一
日
脫
然
而
貫
通
焉
、
則
於
天
下
之
物
、
皆
有
以
究
其
義
理
精
微
之
所
極
、
而

吾
之
聰
明
睿
智
、
亦
皆
有
以
極
其
心
之
本
體
而
無
不
盡
矣
。」

　
「
所
当
然
之
則
」
と
は
、
例
え
ば
「
親
に
事
え
る
に
は
孝
で
あ
る
べ
し
」「
兄
に

事
え
る
に
は
悌
で
あ
る
べ
し
」
が
こ
れ
に
当
た
り
、「
所
以
然
之
故
」
と
は
「
親

に
事
え
る
に
は
何
故
に
孝
で
あ
る
べ
き
か
」「
兄
に
事
え
る
に
は
何
故
に
悌
で
あ

る
べ
き
か
」が
こ
れ
に
当
た
る
。『
語
類
』巻
一
八
、九
三
条
、周
謨
録（
Ⅱ414

）「
問
。

或
問
。
物
有
當
然
之
則
、
亦
必
有
所
以
然
之
故
、
如
何
。
曰
。
如
事
親
當
孝
、
事

兄
當
弟
之
類
、
便
是
當
然
之
則
。
然
事
親
如
何
却
須
要
孝
、
從
兄
如
何
却
須
要
弟
、

此
即
所
以
然
之
故
。」

��『
語
類
』
巻
一
八
、九
四
条
、
輔
広
録
（
Ⅱ414

）「
或
問
。
莫
不
有
以
見
其
所
當

然
而
不
容
已
、
與
其
所
以
然
而
不
可
易
者
。
先
生
問
。
每
常
如
何
看
。
廣
曰
。
所

以
然
而
不
可
易
者
、
是
指
理
而
言
、
所
當
然
而
不
容
已
者
、
是
指
人
心
而
言
。
曰
。

下
句
只
是
指
事
而
言
。
凡
事
、
固
有
所
當
然
而
不
容
已
者
、
然
又
當
求
其
所
以
然

者
何
故
。
其
所
以
然
者
、
理
也
。
…
今
之
學
者
、
但
止
見
一
邊
。
…
且
如
爲
忠
爲

孝
、
爲
仁
爲
義
、
但
只
據
眼
前
理
會
得
箇
皮
膚
便
休
、
都
不
曾
理
會
得
那
徹
心
徹

髓
處
。」

　

巻
一
六
、五
一
条
と
巻
一
八
、九
四
条
の
所
説
を
合
わ
せ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に

整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。

‐　

表
粗
―
―
外
面
理
會
得
底　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
眼
前
理
會
得
箇
皮
膚
―
―
所
當
然

　
　

裏
精
―
―
就
自
家
身
上
至
親
至
切
至
隱
至
密
、
貼
骨
貼
肉
處
―
―
徹
心
徹
髓
處　
　
　

―
―
所
以
然

　

因
み
に
後
出
の
五
六
条
に
は「
表
者
、如
父
慈
子
孝
。」と
あ
り
、五
五
条
に
は「
須

是
表
裏
精
粗
、
無
不
到
。
有
一
種
人
、
只
就
皮
殼
上
做
工
夫
、
却
於
理
之
所
以
然

者
、全
無
是
處
。」
と
あ
る
。
こ
れ
も
、「
表
粗
―
―
所
当
然
」「
裏
精
―
―
所
以
然
」

と
い
う
対
応
関
係
の
証
左
と
な
る
資
料
で
あ
る
。

��

「
今
人
處
事
、
多
是
自
説
道
、
且
恁
地
也
不
妨
。」
云
々
と
は
、
当
為
（「
所
当

然
之
則
」
を
当
為
と
し
て
認
識
す
る
の
み
で
、
な
ぜ
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
理
由（「「
所
以
然
之
故
」）に
対
す
る
切
実
な
認
識
が
欠
如
す
る
場
合
、

人
は
往
々
に
し
て
お
ざ
な
り
な
態
度
に
堕
し
て
し
ま
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
。

　

な
お
「
表
裏
精
粗
」
に
関
し
て
は
佐
野
公
治
『
四
書
学
史
の
研
究
』（
創
文

社
、
一
九
八
八
年
）
四
五
頁
以
下
、
吾
妻
重
二
『
朱
子
学
の
新
研
究
』（
創
文
社
、

二
〇
〇
四
年
）
三
二
五
頁
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。

５２
条
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問
。
因
其
已
知
之
理
推
而
致
之
、
以
求
至
乎
其
極
。
是
因
定
省
之
孝
以
至
於
色

難
養
志
、
因
事
君
之
忠
以
至
於
陳
善
閉
邪
之
類
否
。

　

曰
。
此
只
説
得
外
面
底
。
須
是
表
裏
皆
如
此
。
若
是
做
得
大
者
而
小
者
未
盡
、

亦
不
可
。
做
得
小
者
而
大
者
未
盡
、
尤
不
可
。
須
是
無
分
毫
欠
闕
、
方
是
。

　

且
如
陸
子
靜
説
、
良
知
良
能
、
四
端
根
心
。
只
是
他
弄
這
物
事
。
其
他
有
合
理

會
者
、
渠
理
會
不
得
、
却
禁
人
理
會
。
鵝
湖
之
會
、
渠
作
詩
云
。
易
簡
工
夫
終
久

大
。
彼
所
謂
易
簡
者
、
苟
簡
容
易
爾
、
全
看
得
不
子
細
。

　

乾
以
易
知
者
、
乾
是
至
健
之
物
、
至
健
者
、
要
做
便
做
、
直
是
易
。
坤
是
至
順

之
物
、
順
理
而
爲
、
無
所
不
能
、
故
曰
簡
。
此
言
造
化
之
理
。
至
於
可
久
則
賢
人

之
德
、
可
久
者
、
日
新
而
不
已
。
可
大
則
賢
人
之
業
、
可
大
者
、
富
有
而
無
疆
。

易
簡
有
幾
多
事
在
、
豈
容
易
苟
簡
之
云
乎
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
問
因
其
已
知
之
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
」
の
下
に
「
先
生
所
補
格
物
章
云
」

の
八
文
字
有
り
。

○
「
此
言
造
化
之
理
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
言
」
字
が
な
い
。

○
「
人
傑
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
下
に
双
行
小
注
が
有
り
、
鵝
湖
の
会
に
お

け
る
陸
九
淵
詩
の
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
今
、
句
読
点
を
補
う
）。「
按

陸
詩
云
。
墟
墓
興
哀
宗
廟
欽
、
斯
人
千
古
不
磨
心
。
涓
流
積
至
滄
溟
水
、
拳

石
崇
成
泰
華
岑
。易
簡
工
夫
終
久
大
、支
離
事
業
竟
浮
沉
。欲
知
自
下
升
高
處
、

真
偽
先
須
辨
只
今
。」

〔
訳
〕

　

質
問
「「
自
分
が
已
に
知
っ
た
理
に
拠
っ
て
そ
れ
を
推
し
極
め
て
い
き
、
そ
の

極
処
に
ま
で
至
る
こ
と
を
求
め
る
」（『
大
学
章
句
』
伝
五
章
）
に
つ
い
て
。
こ
れ

は
、
定
（
夜
に
は
寝
床
を
整
え
る
）
や
省
（
朝
に
は
ご
機
嫌
を
伺
う
）
に
よ
る
孝

か
ら
更
に
進
ん
で
、
色
難か

た

し
（
孝
子
の
真
情
が
そ
の
動
作
容
貌
に
自
ず
と
現
れ
出

る
こ
と
こ
そ
が
難
し
い
）
や
養
志
（
父
母
の
志
の
あ
る
と
こ
ろ
を
汲
ん
で
父
母
に

お
事
え
す
る
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
至
り
、（
単
に
）
主
君
に
お
事
え
す
る
と

い
う
忠
か
ら
更
に
進
ん
で
、
善
を
陳の

べ
て
邪
を
閉
ざ
す
（
主
君
に
善
道
を
述
べ
勧

め
て
邪
悪
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
至
る
、
と
い
う
た
ぐ
い

の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
君
が
挙
げ
て
い
る
の
は
外
面
的
な
事
柄
（
＝
表
・
粗
に
属
す
る
事
柄
）

に
過
ぎ
な
い
。
是
非
と
も
表
裏
全
て
に
わ
た
っ
て
そ
う
あ
る
べ
き
な
の
だ
。
仮
に

大
き
な
も
の
（
大
綱
）
の
方
は
で
き
て
い
て
も
小
さ
な
も
の
（
個
別
の
道
理
）
の

方
に
遺
漏
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
だ
め
だ
。
小
さ
な
も
の
の
方
は
で
き
て
い

て
も
大
き
な
も
の
の
方
に
遺
漏
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
一
番
だ
め
だ
。
是
非

と
も
（
表
裏
に
わ
た
っ
て
）
毛
筋
ば
か
り
の
欠
落
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

て
、
そ
れ
で
こ
そ
よ
い
の
だ
。

　

例
え
ば
陸
子
靜
は
「
良
知
良
能
」
を
説
き
、「
四
端
は
心
に
根
ざ
す
」
と
説
く
。

彼
は
単
に
そ
れ
ら
の
も
の
（
良
知
良
能
や
四
端
）
を
弄
ん
だ
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
以
外
に
も
取
り
組
む
べ
き
事
柄
は
あ
る
の
に
、
彼
は
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
人
が
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
を
禁
じ
さ
え
し

た
の
だ
。
鵝
湖
の
会
に
際
し
て
彼
が
作
っ
た
詩
に
云
う
。「
易
簡
の
工
夫
は
終
に

久
大
な
り
。」
し
か
し
彼
が
言
う
と
こ
ろ
の
易
簡
と
は
、
苟お

ざ
な
り簡
で
容た

や
す
い易
と
い
う
こ

と
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
全
く
も
っ
て
と
ら
え
方
が
緻
密
で
は
な
い
の
だ
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

九
三



　
「
乾
は
易
を
以
て
知

つ
か
さ
どる
」
と
は
、
乾
は
こ
の
上
な
く
健
（
剛
健
）
な
る
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
上
な
く
健
で
あ
る
か
ら
に
は
、
や
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
直
ち
に

成
し
遂
げ
て
し
ま
い
、全
く
も
っ
て「
易
」な
の
だ
。
坤
は
こ
の
上
な
く
順（
柔
順
）

な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
理
に
順
っ
て
為
す
か
ら
、
で
き
な
い
こ
と
は
な
く
、
そ
れ

故
に
「
簡
」
と
言
う
の
だ
。
こ
れ
は
造
化
の
理
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
久
遠

に
持
続
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
賢
人
の
德
で
あ
る
」
と
い
う
語
の
、
久

遠
に
持
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
日
々
に
新
た
に
し
て
已
ま
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。「
広
大
た
り
得
れ
ば
、
そ
れ
は
賢
人
の
業
で
あ
る
」
と
い
う
語
の
、
広
大

た
り
得
る
と
は
、
全
て
を
内
に
包
含
し
て
辺
際
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。「
易
簡
」

に
は
一
体
い
か
ば
か
り
（
多
く
）
の
事
柄
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
が
一
体
ど
う
し
て
容
易
苟
簡
の
意
な
ど
で
あ
り
得
よ
う
か
。　

萬
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
因
其
已
知
之
理
」
云
　々
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
「
是
以
大
學
始
教
、
必

使
學
者
即
凡
天
下
之
物
、莫
不
因
其
已
知
之
理
而
益
窮
之
、以
求
至
乎
其
極
。」

（
２
）「
定
省
之
孝
」　
『
礼
記
』「
曲
礼
」
上
「
凡
爲
人
子
之
禮
、
冬
溫
而
夏
淸
、

昏
定
而
晨
省
。」
鄭
玄
注
「
安
、
定
其
牀
衽
也
。
省
、
問
其
安
否
何
如
。」

（
３
）「
色
難
」　
『
論
語
』「
為
政
」「
子
夏
問
孝
。
子
曰
。
色
難
。
有
事
、弟
子
服
其
勞
。

有
酒
食
、先
生
饌
。
曾
是
以
爲
孝
乎
。」朱
注「
食
音
嗣
。
色
難
、謂
事
親
之
際
、

惟
色
爲
難
也
。
食
、
飯
也
。
先
生
、
父
兄
也
。
饌
、
飲
食
之
也
。
曾
、
猶
嘗

也
。
蓋
孝
子
之
有
深
愛
者
、必
有
和
氣
。
有
和
氣
者
、必
有
愉
色
。
有
愉
色
者
、

必
有
婉
容
。
故
事
親
之
際
、惟
色
爲
難
耳
。
服
勞
奉
養
、未
足
爲
孝
也
。
舊
説
、

承
順
父
母
之
色
爲
難
、
亦
通
。」

（
４
）「
養
志
」��

『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
孟
子
曰
。
事
孰
爲
大
。
事
親
爲
大
。
…

曾
子
養
曾
皙
、必
有
酒
肉
。
將
徹
、必
請
所
與
。
問
有
餘
、必
曰
有
。
曾
皙
死
、

曾
元
養
曾
子
、
必
有
酒
肉
。
將
徹
、
不
請
所
與
。
問
有
餘
、
曰
亡
矣
、
將
以

復
進
也
。
此
所
謂
養
口
體
者
也
。
若
曾
子
、則
可
謂
養
志
也
。
事
親
若
曾
子
者
、

可
也
。」
朱
注
「
曾
晳
、名
點
、曾
子
父
也
。
曾
元
、曾
子
子
也
。
曾
子
養
其
父
、

每
食
必
有
酒
肉
。
食
畢
將
徹
去
、
必
請
於
父
曰
。
此
餘
者
與
誰
。
或
父
問
此

物
尚
有
餘
否
、
必
曰
有
。
恐
親
意
更
欲
與
人
也
。
曾
元
不
請
所
與
。
雖
有
言

無
。
其
意
、將
以
復
進
於
親
、不
欲
其
與
人
也
。
此
但
能
養
父
母
之
口
體
而
已
。

曾
子
則
能
承
順
父
母
之
志
而
不
忍
傷
之
也
。」

（
５
）「
事
君
之
忠
」　
『
論
語
』「
八
佾
」「
定
公
問
。
君
使
臣
、
臣
事
君
、
如
之
何
。

孔
子
對
曰
。
君
使
臣
以
禮
、
臣
事
君
以
忠
。」『
孝
経
』「
士
章
」「
故
以
孝
事

君
則
忠
、
以
敬
事
長
則
順
。」『
礼
記
』「
祭
義
」「
事
君
不
忠
、
非
孝
也
。」

（
６
）「
陳
善
閉
邪
」　
『
孟
子
』「
離
婁
」
上
「
故
曰
。
責
難
於
君
謂
之
恭
、
陳
善

閉
邪
謂
之
敬
、
吾
君
不
能
謂
之
賊
。」
本
巻
二
八
条
に
既
出
。

（
７
）「
做
得
大
者
而
小
者
未
盡
」「
做
得
小
者
而
大
者
未
盡
」　

後
出
の
五
四
条

に
は
「
表
・
粗
―
―
下
面
許
多
―
―
細
下
工
夫
」「
裏
・
精
―
―
上
面
一
截

―
―
大
體
」
と
整
理
し
得
る
よ
う
な
発
言
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
語
類
』
巻

三
四
、一
五
九
条
、
董
銖
録
（
Ⅲ893

）
に
は
「
道
有
大
小
精
粗
。
大
者
精

者
，
固
道
也
。
小
者
粗
者
、
亦
道
也
。
觀
中
庸
言
、
大
哉
聖
人
之
道
、
洋
洋

乎
發
育
萬
物
、
峻
極
於
天
、
此
言
道
之
大
處
。
優
優
大
哉
、
禮
儀
三
百
威
儀

三
千
、
是
言
道
之
小
處
。」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
こ
こ
で
は
、「
表
・

粗
―
―
小
物
―
―
多
く
の
個
別
的
な
行
為
」「
裏
・
精
―
―
大
者
―
―
大
綱（
当

為
の
当
為
た
る
所
以
）」
と
い
う
方
向
で
理
解
し
て
お
く
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
号

九
四



（
８
）「
須
是
無
分
毫
欠
闕
、方
是
」　
「
須
是
…
方
是
」
は
、ぜ
ひ
と
も
…
で
あ
っ
て
、

そ
れ
で
こ
そ
よ
い
。

（
９
）「
且
如
陸
子
靜
説
」
云
　々

陸
九
淵
（
字
子
静
、
号
象
山
、
一
一
三
九
～

一
一
九
三
）『
陸
九
淵
集
』
巻
一
「
與
曾
宅
之
」「
孟
子
曰
。
所
不
慮
而
知
者
、

其
良
知
也
。
所
不
學
而
能
者
、
其
良
能
也
。
此
天
之
所
與
我
者
。
我
固
有
之
。

非
由
外
鑠
我
也
。」
同
、
巻
二
「
與
陶
贊
仲
」「
孟
子
曰
。
仁
義
禮
智
根
於
心
。

其
生
色
也
、
然
見
於
面
、
施
於
背
、
施
於
四
體
、
四
體
不
言
而
喩
。」（
前
者

は
『
孟
子
』「
尽
心
」
上
に
拠
る
。
後
者
も
同
じ
く
『
孟
子
』「
尽
心
」
上
か

ら
の
引
用
。）

（
１０
）「
其
他
有
合
理
會
者
、
渠
理
會
不
得
、
却
禁
人
理
會
」　

以
下
に
示
す
通
り

朱
熹
は
、「
陸
九
淵
は
自
己
の
内
面
・
涵
養
の
み
を
重
視
し
外
面
・
省
察
を

軽
視
す
る
」「
専
ら
生
知
安
行
の
み
に
立
脚
し
て
学
知
以
下
を
無
視
す
る
」

「
門
人
に
読
書
さ
せ
な
い
」「
陸
九
淵
門
下
は
窮
理
に
取
り
組
ま
な
い
」
等
と

批
判
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
『
語
類
』
巻
一
二
四
。
二
七
条
、
湯
泳
録
（
Ⅷ

2974

）「
聖
賢
之
教
、無
内
外
本
末
上
下
。
今
子
静
、却
要
理
會
内
、不
管
外
面
。」

二
八
条
、滕
璘
録
（
Ⅷ2974

）「
陸
子
静
云
、涵

是
主
人
翁
、省
察
是
奴
婢
。」

三
七
条
、
黄

録
（
Ⅷ2976

）「
今
陸
氏
、
…
只
是
專
主
生
知
安
行
、
而
學

知
以
下
、
一
切
皆
廢
。
又
只
管
理
會
一
貫
、
理
會
一
。」
四
七
条
、
沈
僩
録

（
Ⅷ2978

）「
因
坐
中
有
江
西
士
人
問
爲
學
、
曰
。
公
們
都
被
陸
子
靜
誤
、
教

莫
要
讀
書
、
誤
公
一
生
。」
五
八
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅷ2984

）「
從
陸
子
靜
學
、

如
楊
敬
仲
輩
、持
守
得
亦
好
、若
肯
去
窮
理
、須
窮
得
分
明
。
然
它
不
肯
讀
書
、

只
任
一
己
私
見
、
有
似
箇
稊
稗
。」（
楊
敬
仲
は
楊
簡
、
稊
稗
は
穀
物
に
似
た

雑
草
、
ま
が
い
も
の
）

（
１１
）「
鵝
湖
之
會
」��

淳
熈
二
年（
一
一
七
五
）、鵝
湖
寺（
江
南
東
路
信
州
鉛
山
県
）

に
お
い
て
、
呂
祖
謙
（
字
伯
恭
、
号
東
萊
）
の
仲
介
に
よ
り
、
朱
熹
と
陸
九

齢
（
字
子
寿
、
号
復
斎
）・
陸
九
淵
（
字
子
静
、
号
象
山
）
兄
弟
が
対
面
し
、

学
問
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て
討
論
し
た
。『
陸
九
淵
集
』
巻
三
六
「
年
譜
」
淳

熈
二
年
（
一
一
七
五
）
乙
未
先
生
三
十
七
歳
条
「
呂
伯
恭
約
先
生
與
季
兄
復

齋
、會
朱
元
晦
諸
公
于
信
之
鵝
湖
寺
。
…
鵝
湖
之
會
、論
及
教
人
。
元
晦
之
意
、

欲
令
人
泛
觀
博
覽
而
後
歸
之
約
。
二
陸
之
意
、
欲
先
發
明
人
之
本
心
而
後
使

之
博
覽
。
朱
以
陸
之
教
人
爲
太
簡
。
陸
以
朱
之
教
人
爲
支
離
。
此
頗
不
合
。」

（
１２
）「
易
簡
工
夫
終
久
大
」��

『
陸
九
淵
集
』
巻
二
五
「
鵝
湖
和
教
授
兄
韻
」「
墟

墓
興
哀
宗
廟
欽
、斯
人
千
古
不
磨
心
。
涓
流
積
至
滄
溟
水
、拳
石
崇
成
泰
華
岑
。

易
簡
工
夫
終
久
大
、
支
離
事
業
竟
浮
沈
。
欲
知
自
下
升
高
處
、
真
偽
先
須
辨

只
今
。」

（
１３
）「
乾
以
易
知
」
云
　々
『
易
経
』「
繫
辞
上
伝
」「
乾
道
成
男
、
坤
道
成
女
。

乾
知
大
始
、坤
作
成
物
。
乾
以
易
知
、坤
以
簡
能
。」
朱
熹
『
周
易
本
義
』「
知

猶
主
也
。
…
乾
、
健
而
動
、
即
其
所
知
便
能
始
物
、
而
无
所
難
、
故
爲
以
易

而
知
大
始
。
坤
、
順
而
靜
、
凡
其
所
能
皆
從
乎
陽
而
不
自
作
、
故
爲
以
簡
而

能
成
物
。」

（
１４
）「
乾
是
至
健
之
物
」
云
　々
『
易
経
』「
説
卦
伝
」「
乾
、
健
也
。
坤
、
順
也
。」

同
「
繫
辞
下
伝
」「
夫
乾
、
天
下
之
至
健
也
、
德
行
恆
易
以
知
險
。
夫
坤
、

天
下
之
至
順
也
、
德
行
恆
簡
以
知
阻
。」
朱
熹
『
周
易
本
義
』「
至
健
則
所
行

无
難
、
故
易
。
至
順
則
所
行
不
煩
、
故
簡
。
然
其
於
事
皆
有
以
知
其
難
而
不

敢
易
以
處
之
也
。
是
以
其
有
憂
患
、
則
健
者
如
自
高
臨
下
而
知
其
險
。
順
者

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

九
五



如
自
下
趨

而
知
其
阻
。
蓋
雖
易
而
能
知
險
、
則
不
陷
於
險
矣
。
既
簡
而
又

知
阻
、
則
不
用
於
阻
矣
。
所
以
能
危
能
懼
而
无
易
者
之
傾
也
。」

（
１５
）「
直
是
易
」　
「
直
是
」
は
、
全
く
も
っ
て
。
本
巻
三
七
条
に
既
出
。

（
１６
）「
此
言
造
化
之
理
」　
「
繫
辞
上
伝
」
の
う
ち
「
乾
道
成
男
、
坤
道
成
女
。」

以
下
は
、
天
地
陰
陽
に
よ
る
造
化
の
理
を
述
べ
た
も
の
、「
易
則
易
知
、
簡

則
易
從
。」以
下
は
人
の
営
為
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
次
注
を
参
照
。

な
お
「
造
化
之
理
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
北
斉
書
』
巻

四
五
、文
苑
伝
「
樊
遜
」「
臣
聞
…
造
化
之
理
、既
寂
寞
而
無
傳
。
報
應
之
來
、

固
難
得
而
妄
說
。」『
礼
記
』「
中
庸
」
孔
穎
達
疏
「
道
之
至
極
、如
造
化
之
理
、

雖
聖
人
、
不
知
其
所
由
。
故
云
、
及
其
至
也
、
雖
聖
人
、
亦
有
所
不
知
焉
。」

（
１７
）「
可
久
則
賢
人
之
德
」　
『
易
経
』「
繫
辞
上
伝
」「
易
則
易
知
、
簡
則
易
從
。

易
知
則
有
親
、
易
從
則
有
功
。
有
親
則
可
久
、
有
功
則
可
大
。
可
久
則
賢
人

之
德
、
可
大
則
賢
人
之
業
。
易
簡
而
天
下
之
理
得
矣
。」
朱
熹
『
周
易
本
義
』

「
人
之
所
爲
、
如
乾
之
易
、
則
其
心
明
白
而
人
易
知
。
如
坤
之
簡
、
則
其
事

要
約
而
人
易
從
。易
知
則
與
之
同
心
者
多
、故
有
親
。易
從
則
與
之
協
力
者
衆
、

故
有
功
。
有
親
則
一
於
内
、
故
可
久
。
有
功
則
兼
於
外
、
故
可
大
。
德
謂
得

於
己
者
。業
謂
成
於
事
者
。上
言
乾
坤
之
德
不
同
、此
言
人
法
乾
坤
之
道
至
此
、

則
可
以
爲
賢
矣
。」

（
１８
）「
可
久
者
、日
新
而
不
已
」「
可
大
者
、富
有
而
無
疆
」　
『
易
経
』「
繫
辞
上
伝
」

「
盛
德
大
業
、至
矣
哉
。
富
有
之
謂
大
業
、日
新
之
謂
盛
德
。」『
周
易
本
義
』「
張

子
曰
。
富
有
者
、
大
而
无
外
。
日
新
者
、
久
而
无
窮
。」
こ
こ
で
朱
熹
は
「
繫

辞
上
伝
」
に
お
け
る
「
賢
人
之
德
」
と
「
盛
德
」、「
賢
人
之
業
」「
大
業
」
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
対
応
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る
。
な
お
「
無
疆
」
は
『
易
経
』「
坤
」

彖
伝
「
坤
厚
載
物
、
德
合
無
疆
。」
等
。

（
１９
）「
易
簡
有
幾
多
事
在
」　
「
在
」
は
断
定
の
語
気
を
示
す
句
末
の
助
字
。
本
巻

五
条
に
既
出
。

５３
条

　

任
道
弟
問
。
致
知
章
、
前
説
窮
理
處
云
。
因
其
已
知
之
理
而
益
窮
之
。
且
經
文

物
格
而
后
知
至
、
却
是
知
至
在
後
。
今
乃
云
、
因
其
已
知
而
益
窮
之
、
則
又
在
格

物
前
。

　

曰
。
知
先
自
有
。
才
要
去
理
會
、
便
是
這
些
知
萌
露
。
若
懵
然
全
不
向
著
、
便

是
知
之
端
未
曾
通
。
才
思
量
著
、
便
這
箇
骨
子
透
出
來
。
且
如
做
些
事
錯
、
才
知

道
錯
、
便
是
向
好
門
路
、
却
不
是
方
始
去
理
會
箇
知
。

　

只
是
如
今
須
著
因
其
端
而
推
致
之
、
使
四
方
八
面
、
千
頭
萬
緒
、
無
有
些
不
知
、

無
有
毫
髮
窒
礙
。
孟
子
所
謂
知
皆
擴
而
充
之
、
若
火
之
始
然
、
泉
之
始
達
。
擴
而

充
之
、
便
是
致
字
意
思
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
任
道
弟
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
以
下
の
「
致
知
章
前
説
窮
理
處
云
因
其
已
知

之
理
而
益
窮
之
且
經
文
物
格
而
后
知
至
却
是
知
至
在
後
今
乃
云
因
」
の
部
分

を
双
行
小
注
と
す
る
。

○
「
曰
知
先
自
有
」　

朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
先
」
を
「
元
」
に
作
る
。

朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」「
元
自
有　

元
一
作
先
、
有
一
作
亦
」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
号

九
六



○
「
才
要
去
理
會
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
本
条
に
三
出
す
る
「
才
」
を
全
て
「
纔
」

に
作
る
。

○「
若
懵
然
全
不
向
著
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、本
条
に
三
出
す
る「
著
」を
全
て「
着
」

に
作
る
。

○
「
便
這
箇
骨
子
透
出
來
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
本
条
に
二
出
す
る
「
箇
」
を
全

て
「
个
」
に
作
る
。

○
「
知
皆
擴
而
充
之
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、本
条
に
二
出
す
る
「
擴
」
を
全
て
「
廣
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

弟
の
任
道
が
質
問
し
た
。「
致
知
章
（
伝
五
章
）
で
は
、
前
の
方
の
窮
理
を
説

く
箇
所
に
、「
其
の
已
に
知
る
の
理
に
因
り
て
益
々
こ
れ
を
窮
む
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
経
文
に
「
物
格
り
て
后
に
知
至
る
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、「
知
至
る
」

は
（「
物
格
る
」
よ
り
も
）
後
に
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
と
こ

ろ
が
今
、「
其
の
已
に
知
る
の
理
に
因
り
て
益
々
こ
れ
を
窮
む
」
と
言
え
ば
、（「
致

知
」
が
）
格
物
よ
り
も
前
に
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。」

　

先
生
「
知
が
（
格
物
に
）
先
だ
つ
と
い
う
こ
と
も
、
当
然
に
有
る
の
だ
。
わ
ず

か
に
で
も
（
格
物
に
）
取
り
組
も
う
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
つ
ま
り
こ
の
知
が

萌
芽
発
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
も
し
も
ぼ
ん
や
り
し
て
全
く
（
格
物

の
実
践
に
）
向
か
お
う
と
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ま
り
知
の
端
緒
が
全

く
現
出
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
わ
ず
か
に
で
も（
格
物
に
取
り
組
も
う
と
）

思
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
知
の
核
と
な
る
部
分
が
現
れ
出
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
だ
。
た
と
え
ば
何
事
か
を
や
り
損
な
っ
た
場
合
、
や
り
損
な
っ
た
と
気

づ
い
た
途
端
、
既
に
し
て
よ
り
よ
い
方
法
を
目
指
す
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
や
り

損
な
っ
て
初
め
て
「
知
」
に
取
り
組
む
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
（
＝
こ
と

さ
ら
に
取
り
組
む
ま
で
も
な
く
、
知
は
自
ず
と
た
ち
は
た
ら
い
て
い
る
）。

　
（
伝
五
章
に
話
を
戻
せ
ば
）今
は
た
だ
、是
非
と
も
そ
の
端

と
っ
か
か
り
緒（
＝「
已
知
之
理
」）

に
即
し
て
そ
れ
を
推
し
致き

わ
める
べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
っ
て
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
情
況
に
即
し
て
、些
か
た
り
と
も
知
ら
ぬ
事
は
な
い
よ
う
に
し
、

毛
筋
ば
か
り
も
疑
難
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
な
の
だ
。
孟
子
の
所
謂
「（
四
端
の
）

全
て
を
拡
充
す
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
火
が
燃
え
始
め
た
よ
う

な
も
の
、
泉
が
湧
き
始
め
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
い
う

拡
充
こ
そ
、
ま
さ
に
「
致
」
字
の
趣
旨
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
任
道
弟
」　

葉
任
道
。
葉
賀
孫
の
弟
。
巻
一
四
、三
三
条
、
葉
賀
孫
録
に
も

「
謂
任
道
弟
讀
大
學
云
」
云
々
と
あ
る
。
同
条
注
を
参
照
。

（
２
）「
因
其
已
知
之
理
而
益
窮
之
」　
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
「
是
以
大
學
始
教
、

必
使
學
者
即
凡
天
下
之
物
、
莫
不
因
其
已
知
之
理
而
益
窮
之
、
以
求
至
乎
其

極
。」

（
３
）「
物
格
而
后
知
至
」　
『
大
学
章
句
』
経
。

（
４
）「
若
懵
然
全
不
向
著
」　
「
懵ぼ
う

然ぜ
ん

」
は
、
不
明
、
無
知
の
様
。『
白
氏
長
慶
集
』

巻
四
五
「
與
元
九
書
」「
然
僕
又
自
思
、

東
一
男
子
耳
。
除
讀
書
屬
文
外
、

其
他
懵
然
無
知
。」「
不
向
著
」
の
「
著
」
は
、動
作
の
持
続
を
あ
ら
わ
す
助
字
。

（
５
）「
知
之
端
」��『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
惻
隱
之
心
、仁
之
端
也
。
羞
惡
之
心
、

義
之
端
也
。
辭
讓
之
心
、
禮
之
端
也
。
是
非
之
心
、
智
之
端
也
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

九
七



（
６
）「
便
這
箇
骨
子
透
出
來
」　
「
骨
子
」
は
眼
目
。
核
に
な
る
も
の
。『
語
類
』

巻
六
四
、九
九
条
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅳ1580

）「
問
。
不
誠
無
物
。
曰
。
誠
、
實

也
。
且
如
人
爲
孝
、
若
是
不
誠
、
恰
似
不
曾
。
誠
便
是
事
底
骨
子
。」

（
７
）「
只
是
如
今
須
著
因
其
端
而
推
致
之
」　
「
如
今
」
は
、
今
。「
須
著
」
は
、

必
ず
…
し
な
け
れ
ば
な
れ
な
い
、
必
ず
…
す
べ
き
で
あ
る
。「
因
其
端
而
推

致
之
」
に
類
似
す
る
表
現
と
し
て
以
下
が
有
る
。『
大
学
章
句
』
伝
九
章
「
康

誥
曰
。如
保
赤
子
。心
誠
求
之
、雖
不
中
不
遠
矣
。未
有
學
養
子
而
后
嫁
者
也
。」

朱
注
「
此
引
書
而
釋
之
、
又
明
立
教
之
本
不
假
強
爲
、
在
識
其
端
而
推
廣
之

耳
。」

（
８
）「
四
方
八
面
」　

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
っ
て
、
つ
ぶ
さ
に
余
さ
ず
。
巻

一
五
、八
条
に
「
居
甫
問
。
格
物
工
夫
、
覺
見
不
周
給
。
曰
。
須
是
四
方
八

面
去
格
。」
と
あ
る
。

（
９
）「
千
頭
萬
緒
」　

千
変
万
化
の
様
相
を
示
す
も
の
。
種
々
の
も
の
。
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
情
況
。『
語
類
』
巻
六
、五
一
条
、
董
銖
録
（
Ⅰ105
）「
人
只
是
此

仁
義
禮
智
四
種
心
。
如
春
夏
秋
冬
、
千
頭
萬
緒
、
只
是
此
四
種
心
發
出
來
。」

（
１０
）「
無
有
毫
髮
窒
礙
」　
「
窒
礙
」
は
、
滞
り
、
行
き
詰
ま
り
、
疑
難
。『
語
類
』

巻
一
一
、五
九
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅰ184

）「
看
文
字
、
不
可
落
於
偏
僻
。
須

是
周
匝
。
看
得
四
通
八
達
、
無
些
窒
礙
、
方
有
進
益
。」
同
、
七
六
条
、
葉

賀
孫
録
（
Ⅰ186

）「
某
向
時
與
朋
友
說
讀
書
、
也
教
他
去
思
索
、
求
所
疑
。

近
方
見
得
、
讀
書
只
是
且
恁
地
說
心
就
上
面
熟
讀
、
久
之
自
有
所
得
、
亦
自

有
疑
處
。
蓋
熟
讀
後
、
自
有
窒
礙
不
通
處
、
是
自
然
有
疑
、
方
好
較
量
。
今

若
先
去
尋
箇
疑
、
便
不
得
。」

（
１１
）「
孟
子
所
謂
知
皆
擴
而
充
之
」
云
　々
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
凡
有
四

端
於
我
者
、
知
皆
擴
而
充
之
矣
、。
若
火
之
始
然
、
泉
之
始
達
。
苟
能
充
之
、

足
以
保
四
海
。
苟
不
充
之
、
不
足
以
事
父
母
。」

５４
条

　

致
知
、
則
理
在
物
而
推
吾
之
知
以
知
之
也
。
知
至
、
則
理
在
物
而
吾
心
之
知
已

得
其
極
也
。

　

或
問
。
理
之
表
裏
精
粗
、
無
不
盡
、
而
吾
心
之
分
別
取
舍
、
無
不
切
。
既
有
箇

定
理
、
如
何
又
有
表
裏
精
粗
。

　

曰
。
理
固
自
有
表
裏
精
粗
、
人
見
得
亦
自
有
高
低
淺
深
。
有
人
只
理
會
得
下
面

許
多
、
都
不
見
得
上
面
一
截
。
這
喚
做
知
得
表
、
知
得
粗
。
又
有
人
合
下
便
看
得

大
體
、
都
不
就
中
間
細
下
工
夫
。
這
喚
做
知
得
裏
、
知
得
精
。
二
者
都
是
偏
。
故

大
學
必
欲
格
物
致
知
。
到
物
格
知
至
、
則
表
裏
精
粗
、
無
不
盡
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
既
有
箇
定
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
人
見
得
亦
自
有
高
低
淺
深
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
淺
深
」
を
「
深
浅
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
）「
致
知
と
は
、
理
が
物
に
あ
っ
て
、
吾
が
知
を
推
し

き
わ
め
て
そ
の
理
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
知
至
る
と
は
、
理
が
物
に
あ
っ
て
、
吾

が
心
の
知
が
（
窮
理
の
結
果
）
そ
の
極
致
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。」

　

あ
る
者
が
お
尋
ね
し
た
。「（
伝
五
章
に
）「
理
の
表
裏
精
粗
に
わ
た
っ
て
尽
く
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さ
な
い
と
こ
ろ
は
な
く
、
吾
が
心
に
お
け
る
分
別
取
舍
に
は
適
切
で
な
い
も
の
は

な
い
。」
と
あ
り
ま
す
。
既
に
一
個
の
定
理
が
あ
る
以
上
、
ど
う
し
て
そ
の
上
、

更
に
表
裏
精
粗
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「
理
に
は
本
よ
り
表
裏
精
粗
が
有
り
、
人
の
（
理
に
対
す
る
）
認
識
に
も

自
ず
と
高
低
浅
深
が
有
る
。
あ
る
人
は
、
た
だ
下
面
の
多
く
の
道
理
に
取
り
組
む

だ
け
で
、そ
の
一
層
上
の
一
面
を
全
く
認
識
し
な
い
。こ
う
い
う
の
を「
表
を
知
る
」

「
粗
を
知
る
」
と
称
す
る
の
だ
。
ま
た
あ
る
人
は
、
い
き
な
り
大
綱
を
把
握
し
は

す
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
と
こ
ろ
で
の
事
細
か
な
実
践
が
全
く
な
い
。
こ
う

い
う
の
を
「
裏
を
知
る
」「
精
を
知
る
」
と
称
す
る
の
だ
。
こ
の
両
者
に
は
ど
ち

ら
に
も
偏
り
が
有
る
。
そ
れ
故
に
『
大
学
』
は
必
ず
格
物
致
知
の
実
践
を
要
請
す

る
の
だ
。（
格
物
致
知
の
実
践
の
結
果
）
物
格
り
知
至
る
段
に
な
る
と
、
表
裏
精

粗
に
わ
た
っ
て
尽
く
さ
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
の
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
」　
『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
致
、
推
極
也
。
知
、
猶
識
也
。
推
極

吾
之
知
識
、
欲
其
所
知
無
不
盡
也
。」

（
２
）「
知
至
」　
『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
知
至
者
、
吾
心
之
所
知
無
不
盡
也
。」

（
３
）「
理
之
表
裏
精
粗
」
云
　々

現
行
の
『
大
学
章
句
』
伝
五
章
は
「
至
於
用
力

之
久
、
而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
、
則
衆
物
之
表
裏
精
粗
、
無
不
到
、
而
吾
心
之

全
體
大
用
、
無
不
明
矣
。
此
謂
物
格
、
此
謂
知
之
至
也
。」
に
作
る
が
、
本

条
及
び
以
下
の
資
料
に
徴
す
れ
ば
、『
大
学
章
句
』
の
未
定
稿
段
階
で
は
「
理

之
表
裏
精
粗
無
不
盡
、
而
吾
心
之
分
別
取
舍
無
不
切
」
に
作
っ
て
い
た
可
能

性
が
有
る
。『
朱
文
公
文
集
』巻
五
〇「
答
周
舜
弼
」第
一
〇
書
所
引
周
謨（
字

舜
弼
）
語
「
補
亡
之
章
謂
、
用
力
之
久
而
一
旦
廓
然
貫
通
焉
、
則
理
之
表
裏

精
粗
、
無
不
盡
、
而
心
之
分
别
取
舍
、
無
不
切
。」『
語
類
』
本
巻
、
五
九

条
、
陳
淳
録
「
周
問
。
大
學
補
亡
、
心
之
分
别
取
舍
、
無
不
切
。」
な
お
巻

一
五
、一
五
一
条
、
葉
賀
孫
録
に
も
「
或
問
。
格
物
致
知
、
到
貫
通
處
、
方

能
分
別
取
舍
。」
云
々
と
あ
る
。

　
　
『
大
学
章
句
』
序
は
淳
煕
十
六
年
己
酉
（
一
一
八
九
、
朱
熹
六
十
歳
）
二
月

甲
子
の
紀
年
を
持
つ
が
、
周
知
の
通
り
朱
熹
は
死
の
直
前
に
至
ま
で
『
大
学

章
句
』
の
改
訂
に
取
り
組
み
続
け
た
（
王
懋
竑
『
朱
子
年
譜
』
慶
元
六
年
庚

申
、
七
十
一
歳
「
三
月
辛
酉
、
改
大
學
誠
意
章
。
甲
子
、
先
生
卒
。」）。
今

日
に
伝
わ
る
『
四
書
集
注
』
の
源
流
を
為
す
の
は
淳
祐
系
統
本
（
淳
祐
年
間

＝
一
二
四
一
～
一
二
五
二
の
刊
本
、
及
び
そ
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
）
と
興
国

本
（
当
時
、
興
国
軍
治
下
で
刊
行
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
）
の
二
本
で
あ
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
晩
年
絶
筆
に
近
い
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
因
み

に
呉
志
忠
校
訂
本
（
台
湾
芸
文
印
書
館
印
行
本
、
中
華
書
局
新
編
諸
子
集
成

本
、
等
）
は
淳
祐
系
統
本
を
、
四
書
大
全
本
は
興
国
本
を
、
そ
れ
ぞ
れ
底
本

と
す
る
（
以
上
、『
四
書
集
注
』
の
テ
キ
ス
ト
問
題
に
つ
い
て
は
、
佐
野
公

治
『
四
書
学
史
の
研
究
』
第
四
章
の
一
「
章
句
集
注
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
」

を
参
照
、
創
文
社
、
一
九
八
八
年
）。

　
　

因
み
に
今
日
の
通
行
本
と
の
異
同
を
示
す
上
記
諸
資
料
に
関
し
て
、
陳
淳
の

所
聞
は
紹
熙
元
年
庚
戌
（
一
一
九
〇
）
及
び
慶
元
五
年
己
未
（
一
一
九
九
）、

葉
賀
孫
所
聞
は
紹
熙
二
年
辛
亥
（
一
一
九
二
）
以
降
（
師
事
期
間
は
全
四
次
）、

そ
し
て
「
答
周
舜
弼
」
第
一
〇
書
は
慶
元
三
年
丁
巳
（
一
一
九
七
）
に
繫
年

さ
れ
て
い
る
（
以
上
、
田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」
頁
一
三
四
頁
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

九
九



二
一
九
頁
、
陳
来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証　

増
訂
本
』
四
三
六
頁
）。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
発
言
に
お
い
て
陳
淳
・
葉
賀
孫
・
周
謨
が
、
発
言
当
時
に
お

け
る
最
新
の
改
訂
本
に
拠
っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
仮
に
上
記
異
同

が
あ
る
段
階
に
お
け
る
未
定
稿
の
内
容
を
今
日
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
も
、
そ
の
具
体
的
時
期
ま
で
は
特
定
し
難
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

��

な
お
巻
一
四
、八
六
条
、
徐

録
「
問
。
大
學
注
言
、
其
體
虛
靈
而
不
昧
、

其
用
鑒
照
而
不
遺
。
此
二
句
是
説
心
、
説
德
。」
云
々
の
末
尾
に
「
按
注
是

舊
本
」
と
の
黎
靖
徳
校
語
が
有
り
、
こ
れ
も
草
稿
段
階
の
『
大
学
章
句
』
の

一
端
を
示
す
資
料
で
あ
る
。『
大
学
章
句
』
の
異
同
に
関
し
て
は
、
吉
原
文

昭
『
南
宋
学
研
究
』
所
収
「
大
学
章
句
研
究
―
―
そ
の
改
訂
の
跡
附
を
中
心

と
し
て
」
を
参
照
（
研
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
４
）「
既
有
箇
定
理
」　
『
大
学
或
問
』「
知
止
云
者
、物
格
知
至
、而
於
天
下
之
事
、

皆
有
以
知
其
至
善
之
所
在
。
是
則
吾
所
當
止
之
地
也
。
能
知
所
止
、
則
方
寸

之
間
、
事
事
物
物
皆
有
定
理
矣
。」

（
５
）「
理
固
自
有
表
裏
精
粗
」　
「
固
自
」
は
、も
と
も
と
、も
と
よ
り
。「
本
自
（
も

と
も
と
）」「
已
自
（
す
で
に
）」「
都
自
（
全
て
）」
等
と
同
様
、「
自
」
は
単

に
二
音
節
に
す
る
た
め
に
添
え
ら
れ
た
も
の
。
三
浦
國
雄『「
朱
子
語
類
」抄
』

七
一
頁
、
九
六
頁
。

（
６
）「
下
面
許
多
」「
上
面
一
截
」　
「
下
面
」
は
個
別
具
体
的
な
局
面
。「
上
面
」

は
よ
り
抽
象
度
の
高
い
局
面
。「
一
截
」
は
一
層
。
な
お
本
条
の
内
容
は
以

下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

―
表
・
粗
―
―
下
面
許
多
―
―
細
下
工
夫
（
所
当
然
之
則
）

　

―
裏
・
精
―
―
上
面
一
截
―
―
大
體　
　
（
所
以
然
之
姑
）

（
７
）「
這
喚
做
知
得
表
」　
「
喚
」
は
、
呼
ぶ
、
称
す
る
。

５５
条

　

問
表
裏
精
粗
。曰
。須
是
表
裏
精
粗
、無
不
到
。有
一
種
人
、只
就
皮
殼
上
做
工
夫
、

却
於
理
之
所
以
然
者
、
全
無
是
處
。
又
有
一
種
人
、
思
慮
向
裏
去
、
又
嫌
眼
前
道

理
粗
、
於
事
物
上
都
不
理
會
。
此
乃
談
玄
説
妙
之
病
、
其
流
必
入
於
異
端
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
問
表
裏
精
粗
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
問
」
を
「
或
問
」
に
作
り
、

万
暦
本
、和
刻
本
は「
問
」の
上
に
一
字
分
の
空
格
が
有
る
。
な
お
呂
留
良
本
、

伝
経
堂
本
は
底
本
と
同
じ
く
「
問
」
に
作
る
。

○
「
只
就
皮
殼
上
做
工
夫
」　

成
化
本
は
「
上
」
字
の
第
一
画
と
第
二
画
を
欠
く
。

朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」
に
「
殼
上　

上
一
作
一
」

○
「
却
於
理
之
所
以
然
者
全
無
是
處
」　

朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」「
是
處
。
是
、

大
學
小
註
作
見
」
な
お
〔
参
考
〕
を
参
照
の
こ
と
。

○
「
思
慮
向
裏
去
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

表
裏
精
粗
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
是
非
と
も
「
表
裏
精
粗
に
わ
た
っ

て
到
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
す
べ
き
だ
。
あ
る
種
の
人
た
ち
は
、

単
に
皮
殼
（
＝
表
皮
・
表
面
）
の
と
こ
ろ
で
工
夫
を
行
う
の
み
で
、
理
の
然
る
所
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以
に
関
し
て
は
、
全
く
正
し
い
と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
あ
る
種
の
人
た
ち
は
、
思

慮
が
裏
面
に
の
み
向
い
、
加
え
て
眼
前
の
（
個
別
具
体
的
な
）
道
理
が
粗
雑
煩
瑣

で
あ
る
こ
と
を
嫌
い
、
事
物
に
即
し
て
取
り
組
も
う
と
は
全
く
し
な
い
。
こ
れ
こ

そ
は
、
玄
を
談
じ
妙
を
説
く
、
と
い
う
病
弊
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

い
き
つ
く
と
こ
ろ
、
必
ず
や
異
端
に
陥
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
表
裏
精
粗
」　

本
条
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

―
表
・
粗
―
―
皮
殻
上
―
―
眼
前
道
理　
　
　
　
（
所
当
然
之
則
）

　

―
裏
・
精
―
―
向
裏　

―
―
理
之
所
以
然　
　
　
（
所
以
然
之
姑
）

（
２
）「
談
玄
説
妙
之
病
」��「
玄
妙
」
は
『
老
子
』
第
一
章
「
玄
之
又
玄
、衆
妙
之
門
。」

等
に
典
拠
を
持
つ
語
。「
談
玄
説
妙
」
と
は
、「
玄
妙
」
に
関
す
る
以
下
の
用

例
に
徴
す
れ
ば
、
眼
前
の
日
常
卑
近
な
事
柄
や
六
経
に
記
さ
れ
た
聖
賢
の

言
語
を
差
し
置
い
て
、
新
奇
高
遠
を
追
求
す
る
態
度
を
指
す
。『
語
類
』
巻

一
〇
一
、七
六
条
、董
銖
録
（
Ⅶ2568

）「
某
舊
見
李
先
生
時
、說
得
無
限
道
理
、

也
曾
去
學
禪
。
李
先
生
云
。
汝
恁
地
懸
空
理
會
得
許
多
、
而
面
前
事
、
却
又

理
會
不
得
。
道
亦
無
玄
妙
、
只
在
日
用
間
、
著
實
做
工
夫
處
理
會
、
便
自
見

得
。」
同
、
巻
一
〇
四
、一
四
条
、
訓
葉
賀
孫
（
Ⅶ2756

～
）「
前
日
得
公
書
、

備
悉
雅
意
。
聖
賢
見
成
事
迹
、
一
一
可
考
而
行
。
今
日
之
來
、
若
捨
六
經
之

外
、
求
所
謂
玄
妙
之
說
、
則
無
之
。
近
世
儒
者
、
不
將
聖
賢
言
語
爲
切
己
之

事
、必
於
上
面
求
新
奇
可
喜
之
論
、屈
曲
纏
繞
、詭
秘
變
怪
。
不
知
聖
賢
之
心
、

本
不
如
此
。」
同
、
巻
一
一
八
、四
八
条
、
訓
周
明
作
（
Ⅶ2850

）「
據
某
看
、

學
問
之
道
、只
是
眼
前
日
用
底
、便
是
。
初
無
深
遠
玄
妙
。」な
お「
談
玄
説
妙
」

に
類
似
す
る
表
現
と
し
て
、「
説
高
説
妙
」（『
語
類
』
巻
八
、八
九
条
、廖
謙
録
、

Ⅰ140

）、「
説
玄
説
妙
」（
巻
一
〇
一
、二
〇
条
、
呉
必
大
録
、
Ⅶ2559

）、「
談

虛
説
妙
」（
巻
一
二
一
、二
九
条
、
廖
謙
録
、
Ⅷ2927

）、「
説
空
説
妙
」（
巻

一
二
一
、八
〇
条
、
廖
謙
録
、
Ⅷ2940

）
等
が
有
る
。

（
３
）「
其
流
必
入
於
異
端
」　
『
朱
文
公
文
集
』
巻
四
六
「
答
黄
商
伯
」
第
四
書
所

引
黄
灝
（
字
商
伯
）
語
「
豈
非
學
者
不
能
居
敬
以
持
養
、
格
物
以
致
知
、
專

務
反
求
於
心
、
迫
急
危
殆
、
無
科
級
依
據
、
或
流
入
於
異
端
。」
な
お
「
異
端
」

は
、『
論
語
』「
為
政
」「
子
曰
。
攻
乎
異
端
、
斯
害
也
已
。」
等
。」

〔
参
考
〕

　
『
四
書
大
全
』
大
学
或
問
、
伝
五
章
の
小
注
に
以
下
の
一
条
が
あ
る
。「
表
者
、

人
物
所
共
由
。
裏
者
、
吾
心
所
獨
得
。
有
人
只
就
皮
殻
上
用
工
、
於
理
之
所
以
然

者
、
全
無
見
處
。
有
人
思
慮
向
裏
去
多
、
於
事
物
上
、
都
不
理
會
。
此
乃
說
玄
說

妙
之
病
。
二
者
都
是
偏
。
若
到
物
格
知
至
、
則
表
裏
精
粗
無
不
盡
。」

５６
条

　

問
表
裏
。
曰
。
表
者
、
人
物
之
所
共
由
。
裏
者
、
吾
心
之
所
獨
得
。
表
者
、
如

父
慈
子
孝
、
雖
九
夷
八
蠻
、
也
出
這
道
理
不
得
。
裏
者
、
乃
是
至
隱
至
微
、
至
親

至
切
、
切
要
處
。

　

因
擧
子
思
云
。
語
大
、
天
下
莫
能
載
。
語
小
、
天
下
莫
能
破
。

　

又
説
裏
字
云
。
莫
見
乎
隱
、
莫
顯
乎
微
。
此
箇
道
理
、
不
惟
一
日
間
、
離
不
得
、

雖
一
時
間
、
亦
離
不
得
、
以
至
終
食
之
頃
、
亦
離
不
得
。　

夔
孫

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

一
〇
一



〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
此
箇
道
理
」　

朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
以
至
終
食
之
頃
」　

万
暦
本
、
和
刻
本
は
「
食
」
を
「
身
」
に
誤
る
。

〔
訳
〕

　

表
裏
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
表
と
は
、
人
や
物
が
共
に
依
拠
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
。
裏
と
は
、
自
己
の
心
に
お
い
て
独
り
、
体
得
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
表
と
は
、
例
え
ば
父
は
慈
、
子
は
孝
の
類
で
あ
っ
て
、
た
と
え
九
夷
八

蛮
（
＝
野
蛮
な
異
民
族
）
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
道
理
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
裏
と
は
、
こ
の
上
な
く
隠
微
（
＝
心
の
深
奥
に
関
わ
る
事
柄
）、
こ

の
上
な
く
親
切
（
身
近
で
切
実
）
に
し
て
、切
実
重
要
な
と
こ
ろ
に
他
な
ら
な
い
。」

　

そ
こ
で
子
思
の
語
を
挙
げ
て
言
わ
れ
た
。「（
道
に
つ
い
て
）
そ
の
大
き
い
こ
と

を
論
ず
れ
ば
、
天
下
も
こ
れ
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
小
さ
い
こ
と
を
論

ず
れ
ば
、
天
下
も
こ
れ
を
砕
く
こ
と
が
で
き
な
い
。」（『
中
庸
章
句
』
一
二
章
）

��

さ
ら
に
「
裏
」
字
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
。「「
隠
よ
り
見あ

ら

わ
る
る
は
な
く
、
微
よ

り
顕あ

き
らか
な
る
は
な
し
」（『
中
庸
章
句
』
一
章
）
だ
。
こ
の
道
理
は
、
単
に
一
日
の

間
も
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
一い

っ
と
き時
の
間
（
＝

二
時
間
）
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
離
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
は
食
事
一
回

分
の
間
で
さ
え
、
や
は
り
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。　

林
虁
孫
録

〔
注

（
１
）「
人
物
之
所
共
由
」　
『
中
庸
或
問
』「
大
而
父
子
君
臣
、
小
而
動
靜
食
息
、

不
假
人
力
之
爲
而
莫
不
各
有
當
然
不
易
之
理
、
所
謂
道
也
。
是
乃
天
下
人
物

之
所
共
由
」『
中
庸
章
句
』
朱
注
「
大
本
者
、天
命
之
性
、天
下
之
理
皆
由
此
出
、

道
之
體
也
。
達
道
者
、
循
性
之
謂
、
天
下
古
今
之
所
共
由
、
道
之
用
也
。」『
中

庸
或
問
』「
以
其
古
今
人
物
之
所
共
由
、
故
曰
天
下
之
達
道
。」

（
２
）「
吾
心
之
所
獨
得
」　

下
文
に
お
い
て「
至
隱
至
微
」「
莫
見
乎
隱
、莫
顯
乎
微
」

が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
朱
熹
は
こ
こ
で
「
独

得
」
の
「
独
」
字
に
、『
中
庸
』
に
お
け
る
「
独
」
の
字
義
（「
獨
者
人
所
不

知
而
己
所
獨
知
之
地
也
」）を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
即
ち
こ
こ
で
の「
独
得
」

に
は
、
他
者
に
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
自
己
の
心
の
深
奥
に
お
い
て
体
得
し

て
い
る
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
「
裏
」
の
概

念
規
定
と
し
て
援
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。な
お
以
下
の
用
例
を
参
照
。『
語
類
』

巻
六
、一
七
条
、
程
端
蒙
録
（
Ⅰ101

）「
道
者
、
人
之
所
共
由
。
德
者
、
己

之
所
獨
得
。」
同
、
巻
三
四
、四
六
条
、
程
端
蒙
録
（
Ⅲ864

）「
道
者
、
人
之

所
共
由
。
如
臣
之
忠
、
子
之
孝
、
只
是
統
舉
理
而
言
。
德
者
、
己
之
所
獨
得
。

如
能
忠
、
能
孝
、
則
是
就
做
處
言
也
。」

（
３
）「
如
父
慈
子
孝
」　
『
礼
記
』「
礼
運
」「
何
謂
人
義
。
父
慈
子
孝
、
兄
良
弟

弟
、
夫
義
婦
聽
、
長
惠
幼
順
、
君
仁
臣
忠
、
十
者
、
謂
之
人
義
。」『
春
秋
左

氏
伝
』
隠
公
三
年
、
伝
「
君
義
臣
行
、
父
慈
子
孝
、
兄
愛
弟
敬
、
所
謂
六
順

也
。」『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
六
年
、
伝
「
君
令
臣
共
、
父
慈
子
孝
、
兄

愛
弟
敬
、
夫
和
妻
柔
、
姑
慈
婦
聽
、
禮
也
。」『
晏
子
春
秋
』「
外
篇
」
上
「
君

令
臣
忠
、父
慈
子
孝
、兄
愛
弟
敬
、夫
和
妻
柔
、姑
慈
婦
聴
、禮
之
經
也
。」『
管

子
』「
立
政
九
敗
解
」「
使
君
徳
臣
忠
、
父
慈
子
孝
、
兄
愛
弟
敬
、
禮
義
章
明
。」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
五
号

一
〇
二



『
大
学
章
句
』
伝
三
章
「
爲
人
子
止
於
孝
。
爲
人
父
止
於
慈
。」

（
４
）「
九
夷
八
蠻
」　
『
書
経
』
周
書
「
旅
獒
」「
惟
克
商
、遂
通
道
于
九
夷
八
蠻
。」

孔
安
国
伝
「
四
夷
慕
化
、
貢
其
方
賄
。
九
八
、
言
非
一
、
皆
通
道
路
、
無
遠

不
服
。」『
論
語
』「
衛
霊
公
」「
子
張
問
行
。
子
曰
。
言
忠
信
、
行
篤
敬
、
雖

蠻
貊
之
邦
行
矣
。
言
不
忠
信
、
行
不
篤
敬
、
雖
州
里
行
乎
哉
。」

（
５
）「
語
大
」
云
　々
『
中
庸
章
句
』
一
二
章
「
君
子
之
道
、
費
而
隠
。
…
故
君

子
、
語
大
、
天
下
莫
能
載
焉
、
語
小
、
天
下
莫
能
破
焉
。」
朱
注
「
君
子
之
道
、

…
其
大
無
外
、
其
小
無
内
、
可
謂
費
矣
。
然
其
理
之
所
以
然
、
則
隠
而
莫
之

見
也
。」

（
６
）「
莫
見
乎
隱
」　
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
莫
見
乎
隠
、
莫
顯
乎
微
、
故
君
子

慎
其
獨
也
。」
朱
注
「
隠
、
暗
處
也
。
微
、
細
事
也
。
獨
者
、
人
所
不
知
而

己
所
獨
知
之
地
也
。
言
幽
暗
之
中
、
細
微
之
事
、
跡
雖
未
形
、
而
幾
則
已
動
。

人
雖
不
知
而
己
獨
知
之
、
則
是
天
下
之
事
、
無
有
著
見
明
顯
而
過
於
此
者
。

是
以
君
子
既
常
戒
懼
、
而
於
此
尤
加
謹
焉
。
所
以
遏
人
欲
於
将
萌
、
而
不
使

其
潛
滋
暗
長
於
隠
微
之
中
、
以
至
離
道
之
遠
也
。」

（
７
）「
終
食
之
頃
」　
『
論
語
』「
里
仁
」「
君
子
無
終
食
之
間
違
仁
。」朱
注「
終
食
者
、

一
飯
之
頃
。」

（
８
）「
離
不
得
」　

一
瞬
た
り
と
も
道
理
か
ら
離
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う

発
想
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。『
中
庸
章
句
』
一
章
「
道
也
者
、
不
可
須

臾
離
也
。
可
離
非
道
也
。」

５７
条

　

傅
問
表
裏
之
説
。
曰
。
所
説
博
我
以
文
、
約
我
以
禮
、
便
是
。
博
我
以
文
、
是

要
四
方
八
面
都
見
得
周
匝
無
遺
、
是
之
謂
表
。
至
於
約
我
以
禮
、
又
要
逼
向
身
己

上
來
、
無
一
毫
之
不
盡
、
是
之
謂
裏
。

　

子
升
云
。
自
古
學
問
、
亦
不
過
此
二
端
。
曰
。
是
。
但
須
見
得
通
透
。　

木
之

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
無
一
毫
之
不
盡
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

傅
が
表
裏
の
説
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
所
謂
「
我
を
博
む
る
に
文
を

以
て
し
、
我
を
約
す
る
に
禮
を
以
て
す
」
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。「
我
を
博
む
る

に
文
を
以
て
す
」
と
は
、
四
方
八
面
の
全
て
に
わ
た
っ
て
遍
く
把
握
し
て
遺
漏
が

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
「
表
」
と
言
う
。「
我
を
約
す

る
に
禮
を
以
て
す
」
の
方
は
と
言
え
ば
、
こ
れ
も
自
己
の
身
に
肉
薄
接
近
し
、
毫

も
尽
く
さ
ぬ
と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
す
る
、
こ
れ
を
「
裏
」
と
言
う
。

　

子
升
が
言
う
。「
古
来
の
学
問
も
、
こ
の
二
端
（
博
文
・
表
と
約
礼
・
裏
）
に

他
な
り
ま
せ
ん
ね
。」
先
生
「
そ
う
だ
。
た
だ
し
是
非
と
も
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
認

識
が
透
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」　

銭
木
之
録

〔
注
〕

（
１
）「
傅
問
」��

傅
は
未
詳
。
傅
姓
の
門
人
は
複
数
存
在
す
る
の
で
（『
朱
子
門
人
』

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
五
）

一
〇
三



頁
二
二
八
以
下
）、
特
定
し
難
い
。
な
お
巻
一
五
、二
四
条
、
林
虁
孫
録
（
Ⅰ

286
）
も
「
傅
問
」
で
始
ま
る
。

（
２
）「
博
我
以
文
、
約
我
以
禮
」　
『
論
語
』「
子
罕
」「
夫
子
循
循
然
善
誘
人
。
博

我
以
文
、約
我
以
禮
、欲
罷
不
能
。」
朱
注
「
循
循
、有
次
序
貌
。
誘
、引
進
也
。

博
文
約
禮
、教
之
序
也
。
言
夫
子
道
雖
高
妙
而
教
人
有
序
也
。」
な
お
『
論
語
』

中
の
類
似
の
表
現
と
し
て
以
下
が
有
る
。「
雍
也
」「
子
曰
。
君
子
博
學
於
文
、

約
之
以
禮
。」「
顔
淵
」「
子
曰
。
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
。」

（
３
）「
四
方
八
面
」　

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
っ
て
、
つ
ぶ
さ
に
余
さ
ず
。　

五
三
条
に
既
出
。

（
４
）「
至
於
約
我
以
禮
…
是
之
謂
裏
」　
「
禮
、
理
也
」「
禮
、
履
也
」
は
常
訓
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
禮
」
と
「
裏
」
の
音
通
が
意
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
因
み
に
「
禮
」
は
上
声
八
薺
、「
理
」「
履
」「
裏
」
は
と
も
に
上

声
四
紙
（
と
も
に
平
水
韻
）。

（
５
）「
逼
向
身
己
上
」　
「
逼
向
」
は
、
迫
り
向
か
う
。「
逼
向
身
己
上
」
と
は
、

我
が
身
に
肉
薄
接
近
す
る
と
の
意
。
五
一
条
に
「
裏
便
是
就
自
家
身
上
至
親

至
切
、
至
隱
至
密
、
貼
骨
貼
肉
處
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
己
の
骨
肉
骨
髄

に
徹
す
る
如
く
に
親
切
切
実
に
取
り
組
め
、
と
い
う
こ
と
。

（
６
）「
子
升
云
」　

子
升
は
未
詳
。
巻
一
四
、一
四
六
条
、銭
木
之
録（
Ⅰ276

）と
同
、

一
六
三
条
、銭
木
之
録（
Ⅰ280

）は
い
ず
れ
も「
子
升
問
」で
始
ま
っ
て
お
り
、

か
つ
朝
鮮
古
写
本
は
両
条
と
も「
子
升
」を「
子
升
兄
」に
作
っ
て
い
る
の
で
、

子
升
は
錢
木
之
（
字
子
山
）
の
兄
、
も
し
く
は
同
族
同
輩
行
の
人
物
で
あ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

����������　
　
　
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
六
（
1
～
57
条
）、
訳
注
担
当
者

　

１
～
１０
条　
　
　
　
　
　
　

古　
　

勝　
　

亮

１１
～
２２
条　
　
　
　
　
　
　

福　
　

谷　
　

彬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２３
～
３９
条
　
　
　
　
　
　
　
焦
　
　
　
　
　
堃

４０
～
５０
条　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
文
理

５１
～
５７
条　
　
　
　
　
　
　

中　
　

純　
　

夫

�

（
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
七
日
受
理
）

（
う
さ
み　

ぶ
ん
り　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

（
こ
が
ち　

り
ょ
う　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
し
ょ
う　

こ
ん　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

（
な
か　

す
み
お　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

（
ふ
く
た
に　

あ
き
ら　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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